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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




また、画面が小さい端末の場合、文字サイズの拡大等により稀まれに体裁に違和感が生じることがあります。その際は、通常の文字サイズにお戻しのうえお読みください。
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口絵・本文イラスト／やすも　




デザイン／百足屋ユウコ＋ナカムラナナフシ（ムシカゴグラフィクス）　




編集／庄司智　







プロローグ







　おめでとうございます！

　あなたは、わが社が主催する新型ゲームのモニターに選ばれました。




　藍らん条じようハルキが学校から帰ってくると、ちょうど宅配便が届いた。

　着替える間も惜しんで荷物を開けると、入っていたのがこの手紙だった。

　手紙と同封されていたのはクリアケース。その中には指輪が収められている。

　どうやら、この指輪がその新型ゲームとやらの端末らしい。

　──ハルキがこの郵便物を慌てて開いたのには理由がある。

　別に、ゲームモニター当選を待ち望んでいたわけではない。そんなものに応募した憶えはなかった。

　手紙にも、これは東京都内の住民にランダムに抽選を行った結果だと書かれている。

　ただ──これとまったく同じ手紙とクリアケースを行方不明の妹の部屋で見たことがあったからだ。

　ただ、クリアケースは空っぽだった。

　宅配便の発送元は、プレザンス・コミュニケーション社。

　それは、現代日本人なら誰でも知っている、大躍進中のＩＴ企業。

　最近はゲーム部門にも進出してきているようだ。

「……これは」

　ハルキは、クリアケースから指輪を取り出した。

　手紙の裏側に続く説明には〈ゴシックデバイス〉と名前が書いてある。

　その名の通り、どこか歪な形の指輪ゴシツクリングだ。

　薔ば薇らの蔓つるのような細い金属が複雑に絡まり合いながらリング状になっている。

　一方で、内側は透明な板で、その中に小さな電子回路が詰まっているのが分かる。




〈ゴシックデバイス〉は、あなたをもう一つの世界へと導く道具です。

　これを着けたときから、あなたはゲームの参加者となるのです。




　正直ゲームなんかする気分じゃないけど、妹アリスの手がかりがあるかも知れないと思うと、無視することなどできなかった。

　ハルキはすがるような気持ちで〈ゴシックデバイス〉を嵌はめた。




　古来、左手の薬指は、感情を司る心臓と一本の太い血管で繫つながっていると信じられていました。従ってこれは、あなたの感情と、それがもたらす未来と、それが導き出す運命とを、この指輪が請け負う誓約を意味するものです。

　もう一つの世界では〈ゴシックデバイス〉があなたの唯一の盟友となるのです──




「──ぐっ!?」

　唐突に痛みに襲われた。

　たまらずハルキは膝をつき、手紙とクリアケースを取り落とす。

　痛みは〈ゴシックデバイス〉を嵌めた薬指から発していた。

　まるで指輪が指を締め付けているような痛み。

　そして「痛み」という成分が血管を伝わるかのように、それは全身へ広がっていく。

「ああああああああぁぁっ！」

　床に倒れながら、指輪を外そうと引っ張る。

　しかし、それはまるでハルキの身体の一部となってしまったかのように、食い込んで動かない。外すことも、回すこともできなくなっていた。

「く……そっ、なんだ、これ……」

　あまりの痛みに、脂汗が額から浮き出てくる。

　意識が遠のいて。

　視界が暗くなって。

　身体が浮き上がるような、反対に落ちていくような、奇妙な感覚。

　そして──。




　──藍らん条じようハルキは、もう一つの東京へと転移フオールした。





第１話　東京ゴシックエリア







　──灰色の世界に立っていた。

　さっきまで自分の部屋にいたはずのハルキは、なぜか自宅の前にいる。

　そして、視界の全てが灰色だった。

　本当なら白いはずの家の壁も、焦げ茶に塗られた屋根も、金属の柵も、白い陶製の表札も、透明なはずの窓ガラスも、黒いアスファルトも、隣家の赤い屋根も、向いの家の庭の木も、通りの奥にあるコンビニの看板も──何もかもが灰色。

「どういうこと──っ！」

　何の気なしに空を見上げて、またハルキは驚きよう愕がくする。

　やはり灰色一色の空。

　そこに、巨大な構造物が横たわっていた。

　一言で表すなら、金属製の蜘く蛛もの巣。

　橋のようなものが、高い空に幾本も走り、互いに交差し、結節している。

　そのどれもが、奇妙な曲線を描く、装飾的なデザインだった。

「なんなんだよ、これ……」

　わけが分からずハルキが動けないでいると、不意に視界に変化が起こった。

　指輪──〈ゴシックデバイス〉が淡く光り、そこから画面が飛び出したのだ。

　目の前、五十センチくらいのところに表示されたそれは、ヴァーチャルゲームなんかでよく見るような、空中投影ディスプレイだった。

　指輪と似たゴシックな枠で囲まれた透過ディスプレイに、文字が並んでいる。




　ようこそ、幻夢境界ゴシツクエリアへ！




　文末に「→」が表示される。ディスプレイに触れてみると、次の文章が表示された。




　ここは、普段私たちが暮らしているのとは別の、もう一つの世界です。

　あなたの目的は、この〈ゴシックデバイス〉に提示されるミッションの遂行です。

　初めは〈ゴシックデバイス〉の使い方を憶えていくことになります。

　特定のミッションを終えると、この世界で戦うための力を得ることができます。

　更にミッションを進めていけば、この世界の謎について、知ることもできるでしょう。




　つまりこれは、ヴァーチャルリアリティゲームということらしい。

　与えられるミッションをクリアすることでシナリオを進めるというのは、スマホやケータイでできるソーシャルゲームと同じだ。

　ソシャゲと違うのは、ハルキ自身が幻夢境界というゲームの空間に入り込んでいる点。

「次へ──と」

　文章の終わりを示すらしい「◎」が表示された画面に触れると、デザインが変化した。

　ディスプレイ全体が赤くなり、これまでより大きな文字が表示される。




　MISSION 01

　〈ゴシックデバイス〉でメニュー画面を表示してみよう！




　ハルキは思わず苦笑する。

　ソーシャルゲームの序盤でよくある、チュートリアルを兼ねたシナリオらしい。

　これをやらなければ話を進められないので、従うしかない。




　ゴシックデバイスは、幻夢境界でのあなたの行動をサポートする端末です。

　必要なときにはすぐメニュー画面を表示し、情報を得ることができます。

　では、実際に表示してみましょう！




　図で説明が表示された後、ディスプレイが指輪に吸い込まれるように消えた。

　ハルキは説明の通り、マウスのダブルクリックのように手を二度上下に動かしてみた。

「おお……」

　眼前にメニュー画面が現れた。

　なんてことのない動作だが、自分でできるとちょっと感動する。

　左上に「MENU」と表示され、右端には幾つかのアイコンが縦に並んでいる。

　一番上の「！」アイコンが光っているので、それに触れると、さらに別の画面が開く。




　MISSION 01 COMPLETE !




　これで、一つ目のミッションはクリアということらしい。

　上に文字が見えるのでスワイプしてみると、すでに次のミッションが提示されている。

　この画面は、最新情報の通知画面のようだ。

　画面を閉じ（左上の「×」ボタンでできた）、また光っている別のアイコンに触れる。

　今度は「MISSION」という文字が大量に並んだディスプレイが現れる。

　今クリアしたばかりの「01」だけが青色になっていて、その下の「02」から「04」までの三つが黒、その下はすべて灰色で薄くなっており、ミッションの内容も書かれていない。順番にこなしていけ、ということらしい。




　MISSION 02

　マップを表示してみよう！




　MISSION 03

　マップの使い方をおぼえよう！




　MISSION 04

　マップで指定された場所へ移動しよう！




　マップは、スマホで使う地図アプリなんかとほぼ同じだった。

　自分の現在位置や目的地、他のプレイヤーの位置なんかが表示されている。

「最初の目的地は──渋谷駅前か」

　ここからだと、私鉄で数駅で行ける場所だが……。

「電車、動いてんのか……？」

　ともかく、まずは最寄り駅へ行ってみようと、ハルキはディスプレイをすべて閉じて、歩き出す、と──




「──死にたくなければ、そこでジッとしていろ」




　──突然頭の上から声がした。

「うわっ！」

　そちらへ目を向けるより早く、声の主はハルキの視界の中へ飛び込んでくる。

　電柱の上に降り立ったのだ。

　それはつまり、もっと高い建物から飛び降りてきたということになるが……。

「あんたは……？」

　ハルキはその姿に思わず見とれる。

　一人の少女だった。

　長い髪が、鳥の翼のように広がっている。白い肌に、驚くほど整った容貌。こちらを見詰める両眼は、厳しさを感じるほどに凜り々りしい。

　純白の衣装。右腕が機械部品混じりの鎧よろいのようなもので覆われ、手には、巨大な弓を持っている。
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　女騎士、あるいは狩猟の女神、そんな言葉をハルキは思わず頭に浮かべる。

「分かったか？」

　女騎士は、電柱の上から動くことなく告げてくる。

　その鋭くも涼やかな声は、弓などなくとも聞く者の心を撃ち抜けるように思えた。

「ここは現実よりも死に近い世界だ。死にたくないのなら、全てが終わるまで、そこから動くな」

「あ、ちょっと──」

　ハルキの静止の声など一瞬で置き去って、少女は再び飛んだ。

　鳥のように舞い上がり、すぐに建物の向こう側へ見えなくなってしまった。

「…………なんだったんだ」

　彼女もプレイヤーの一人なのだろうか。

　それにしては、武器らしきものを持っていたし、あの身体能力も異常だ。

　なにより、現実の人間にしては、

「……美人、だったな」

　思い返して、ハルキは思わず頰が緩む。

　あんな美人、芸能人でもそうそういない。

　多分、ゲームのキャラクターだろう。

　言っていることも、妙にセリフめいた感じだったし。

　それより今は、ゲームを進めよう。

　そう判断して、ハルキは改めて最寄り駅へと足を進める。




　──彼女の忠告が本物だなどとは、思いもせずに。





■






「や……やっと着いた」

　結局、電車は動いていなかったので、ハルキは自宅前から渋谷駅まで、延々30分以上の道程を歩かされることになった。

　しかも、あの美少女との遭遇以降、特にイベントが起こったりもしない。

　この世界では、壁で仕切られた建物の中には入ることができないようだった。ドアが動かないのだ。

　ドアに限らず、店の前にある看板やのぼり、街路樹の葉にいたるまで、この世界の物を動かすことはできなかった。

　本当にただ何をするでもなく、てくてく歩いてきただけだった。

「クソゲーじゃねえのか、これ……？」

　文句を言いながら、ハルキは１０９ビルの横を通り、ハチ公口へと向かう。

　ディスプレイを見てみると、「MISSION 04」までがクリア済みになっていた。

〈ゴシックデバイス〉を色々いじってみて分かったが、ミッションをクリアしたプレイヤーにはカードが与えられるようだった。

　手足と頭がついたトランプ──いわば「トランプの兵隊」だ。『不思議の国のアリス』に出てくるような……。

　四つのミッションをクリアした時点で、ハルキのカードは12枚。

　トランプは全部で52枚だから、あと40枚集めればゲームクリアなのだろうか……？

「にしても、この武器みたいなアイコンはいつになったら使えるんだ？」

　メニュー画面には、情報、ミッション、マップの他に、もう一つアイコンがあって、剣のマークになっている。

　これで武器を呼び出して戦ったりできる──と思うのだが、このアイコンだけずっと薄い灰色のままで、触れても叩たたいても反応しないのだ。

　何か特定のミッションをクリアしないと武器は使えない、のだろう。

　ならばそれを早くやらせてほしい──と思っていると、それに答えるかのように、新しいミッションが表示された。




　MISSION 05

　奇獣ジヤバウオツクと戦ってみよう！




　敵がどこかにいるらしい。

　一方で、剣アイコンは灰色のまま。

「まずは武器なしでどうにかしろってことか……」




　──るるるるおおおおおおおおおおおうううう……！




　奇妙な叫び声が聞こえてきた。

　ハルキはそちらへ駆ける。車も人も行き交わない、閑散としたスクランブル交差点を渡ってハチ公前広場へ。

「……っ！」

　そこに、怪物がいた。

　体長３メートルほどの、全身が銅色の竜。

　歯車やバネといった機械的なパーツが、有機物と混ざり合ったような、奇妙な姿。

　動くたびに、ギシギシ、あるいはカタカタと生物らしからぬ音が鳴り響いている。

　四肢の付け根や背中からは、蒸気機関車のように蒸気が吹き出している。

「あれが奇獣ジヤバウオツクか。やば……ちょっと怖くなってきた」

　相手はライオンやトラよりなお巨大な、しかも得体の知れない生命体。

　たとえゲームとはいえ、武器なしで戦うなんて無茶な話だ。

　けれど、そうしなければ、ゲームは進められない。

「……ん」

　と、ハルキは、ガードレールの一部が壊れて、棒状の破片が転がっているのを発見。

「よ、よし……」

　ハルキは棒に手を伸ばす。




　──るるるるおおおおおおおおおぉぉうぅぅぅ……！




「げ……！」

　怪物──奇獣と目が合った。

　奇獣は咆ほう哮こうすると、機械部品を軋きしませ、蒸気を吹き出しながらこちらへ駆けてくる。

「くっそおおおおお！」

　こうなれば迷ってる場合じゃない。

　どうせチュートリアル中のミッションだ。あの怪物も見かけだけで、実際には簡単に倒せるに違いない。そして武器を手に入れたりできるんだ。きっとそうだ。

　ハルキは鉄の棒を振り上げ、奇獣に向かって剣のように振り回──

「うわああああああああ──あ？」

　──そうとしたが、無理だった。

　棒が持ち上がらないのだ。

「そうだったあああああぁ！」

　この世界では、物を動かすことができない。忘れていた。

　──おかげで、命拾いした。

　振り上げられた巨大な前脚の先端が、ハルキの頭のすぐ横をかすめる。

　そして通り過ぎざま、先端の爪がハルキの右腕を引っ搔かいていった。

「ぐああああっ!?」

　焼けるような痛み。

　ごっそりと制服が引き裂かれて、血が溢あふれている。

　赤黒い体液の泡立ちの奥には、直視し難い生々しい光景が見えた。

「あああああぁぁぁあああぁっ!!」

　おかしい、これはゲームじゃ、こんなのどう考えても現実、ゲームなんかじゃ、ありえない、ありえないありえない痛いおかしいおかしい痛い痛い痛い痛い痛痛痛痛痛痛痛──




「伏せろ！」




「っ！」

　とっさに反応できたのは、それが聞き憶えのある声だったからだろうか。

　直後、まばゆい光が上方から奇獣ジヤバウオツクにぶち当たり、巨体を吹っ飛ばした。

　奇獣は駅前にある電車の形の休憩所みたいなところに激突。

「あんた……！」

　光が放たれた方向に、彼女が立っていた。

　灰色の信号機の上。長い髪をなびかせ弓を構えた、あの女騎士。

　身に纏まとう白い衣装は、まるで守護天使のように神々しく──いや。

　よく見ればそれは、ハルキと同じ学校の、女子制服だった。

「……ゲームキャラじゃない……のか？」

　少女は信号機から飛び降りると、ツカツカとハルキのところにやってきた。

「あ、あの、ありが──」

「動くなと言っただろうが、この大バカ野郎が！　死にたいのか？　それとも日本語が理解できないのか？」

「いや、ちょっ……」

「バカ、アホ、クズ、考えなしのゴミ野郎だお前は」

「…………」

　あまりにもな罵倒の連続。

　いろいろ言い返してやりたいが、痛みでそれどころじゃなかった。

　それに──。

「あいつ……！」

　奇獣が起き上がろうとしていた。

　少女はそれに対し弓を構えながら、

「おい、お前。早く奇約武装ゴシツクカースを起動しろ」

「──え、なに、なんだって？」

「奇約武装だ！　デバイスに表示されてるだろう!?」

「デバイス……」

　ハルキは痛みで朦もう朧ろうとする頭を奮い起こし、〈ゴシックデバイス〉のメニューを表示。

　情報とミッションの項目が光っている。

　チェックすると、五つ目のミッションをクリアしたことになっていた。あれで、奇獣ジヤバウオツクと戦ったことになるらしい。

　次のミッションを表示。




　MISSION 06

　奇約武装ゴシツクカースを起動してみよう！




「……ったって、どうすりゃいいんだよ……っ」

　例の剣のマークのアイコンは、やはり灰色のままだ。

　奇獣が起き上がり、咆ほう哮こうと蒸気を噴き上げながら突っ込んでくる。

　対して少女は弓の弦を引き、光が凝縮して現れた矢を放つ！




　──るうううおおおおお……！




　声を上げ、足を止める奇獣。

　しかし、矢は弾けて消える。先ほどのような威力はなかった。

　少女は二撃目、三撃目と続けて放つが、もう奇獣は気にせず迫ってくる。

「どうした！　まだできないのか？」

「そんなこと……言われても、どうやれば……っ」

　いよいよ意識がヤバくなっていた。

　何かメニュー画面の左下で点滅している表示があるみたいだけど、よく分からない。

　ええと、オレは、なにを、どうしたいんだっけ──？

「なんでもいい！　指輪を傷口にかざせ！」

「指輪を……傷口に…………？」

　傷口……そうだ、オレは目の前にいる化け物に襲われて、怪け我がをして、それでこんなことになってるんだ。怪我……右腕……確かにひどい傷だ。けど、それだけで、こんなふうになるもんなのか？　なんだか、ふわふわとして、身体が凄く軽い……身体の中身がほどけて、空へ解放されていくみたいな、なんか、心地いい──。




「しっかりしろ！　ここで死にたくなんかないだろう!?」




「──っ」

　少女の声が、分散しそうな意識を、再び一つに繫つなぎ止めた。

　そう──ハルキがこの世界に来たのは、妹アリスを探すためだ。

　もしあいつがこの世界にいるなら、ハルキはなんとしてでも救い出さなきゃならない。

「くっ……っおおおおおおおおお！」

　意識を引き戻す。

　左手の薬指に嵌はめた指輪──〈ゴシックデバイス〉を持ち上げ。

　叩たたき付けるように、赤黒い傷口へと押し当てた。

「……ああああああああああ！」

　瞬間。

　落雷のような衝撃が、ハルキの全身を襲う。

　もはや、認識できる痛みのレベルを超えて、炸さく裂れつするような圧力だけが、ハルキの意識を滅茶苦茶に殴りつけてきた。

「ぐああああああぁあぁあぁぁぁぁっ!!」

　地面に倒れ、暴れ回り、あのまま死んでたほうがマシだったんじゃないかと自分の選択を後悔しそうになって──。

「────あ？」

　気付くと、痛みが消えていた。

「傷が……治ってる？」

　破れた袖はそのままだが、肌は何事もなかったように奇麗で──否。

　奇妙な、紋章のようなものが、肌に描かれている……

「避けろ！」

　少女の声に、ハルキはとっさに飛び退く。

　奇獣ジヤバウオツクが、直前までハルキのいたところに降り立ち、衝撃でクレーターが生まれた。

　──身体が軽い。

　現実ではあり得ない、明らかに異常なレベルで、身体能力がアップしている。

　空を舞うように移動していたあの少女のように──。

「契約に成功したら、奇約武装ゴシツクカースを起動しろ！」

　少女に言われ、ハルキは開きっぱなしだったメニュー画面を見る。

　これまでずっと灰色だった剣アイコンが、他と同じ色に変わっていた。

　ハルキは殴りつけるように、そのアイコンを押す。

　別ウィンドウが開き、文字列が流れていく。




　奇約武装〈クラッシュ・レギオン〉：初期起動

　ロード開始




　文字列の下にバーが現れ、％表示の数字が増えていく。




　情報同期

　プロトコル確認──完了

　正常起動可能




　１００％まで充ちたバーの表示が消えると、「起動」アイコンが中央に現れた。

　ハルキはそれを迷いなく押す。

　瞬間──右腕の紋章が光を放った。

　空中に投影されたように、紋章の形がそのまま浮かび上がる。

　それは一瞬で形状を変化させ──




　──巨大な剣として実体化した。




　各部に機械部品を持つ、どことなく奇妙な形状。

　だがハルキはそれに、自分がデザインしたかのような親近感を抱いていた。

　これが、奇約武装ゴシツクカース──

「〈クラッシュ・レギオン〉……！」
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　宙に漂うそれを、ハルキは手に取る。

　握り締めた柄つかは、まるで長年ともに戦い続けた相棒のように、手の平に馴な染じんだ。

「……っ！」

　見れば、少女が奇獣ジヤバウオツクによって、ビルの壁際に追い詰められている。

「右へ避よけろ！」

　叫びながら、ハルキは駆け出した。

　彼女が飛び退のく。

　奇獣のほうは、まるで小馬鹿にするようにのっそりと、ハルキのほうに首をもたげる。

　傷を負わせた相手の方は、あとでゆっくり狩ればいい、とでも考えていたのだろうか。

　だが──狩る者と狩られる者の立場は、すでに逆転していた。

　ハルキは跳躍しながら剣を振り上げる。

　各部の歯車が高速で回転し、刀身を変形させた。

　刃が縦に分割され展開、自動で接続し、ハルキの身長を超すほどの姿を露わにする。

　それは斬馬刀──否、斬竜刀とでも呼ぶべき威容。

「はああああああああああああああっ！！！！」

　ハルキは、はるか空から奇獣へと巨刀を叩たたき付ける！




　──ぎあああああああああああああっ!!




　一刀両断。

　奇獣の頭部、胴、尾までを真っ二つに斬り伏せた〈クラッシュ・レギオン〉は、そのまま地面にぶち当たり、巨大な亀裂を生む。

　左右に分たれた怪物の身は、轟ごう音おんを響かせながら倒れていった。

　ハルキは引き剝がすように柄から手を離す。

〈クラッシュ・レギオン〉は折り畳まれるように小型化され、最終的には紋章の形に戻ってハルキの右腕へと吸い込まれるように消えた。

「…………はぁ……」

　荒ぶっていた呼吸が収まってくる。

　動揺と、恐怖と、そしてかすかな高揚。

　目の前に倒れ臥ふした怪物の実在感。これを、自分が為したのだ。

　ゲーム？　いや──もはやハルキはこれがただのゲームだなどとは思えなかった。

「──そうだ。大丈夫か」

　ハルキは少女に視線を向ける──と。

「……うぉ？」

　地面がぐんぐんと自分に迫ってきて──いや、これは自分の身体が倒れている？

「おい、しっかりしろ！」

　そんな少女の声が、遠く聞こえる。

　ハルキは叩たたき付けられるように地面に身を横たえた。

　マラソンを完走したあげく、貧血を起こしたような、疲労感。

　空に、現実世界には存在しない構造物が見える。

　そこへ向けて、無数の機械部品や生物的な欠片かけらが、雪が降るように昇っていく。

　それは、たった今ハルキが斃たおした奇獣ジヤバウオツクの遺骸だ。

　この世界で死ぬと、あの蜘く蛛もの巣のような場所へ行く──あそこは天国なのだろうか？

　そんな取り留めのないことを思いながら──




　──ハルキの意識は、幻夢境界ゴシツクエリアから離脱リーヴした。





第２話　少女エニグマティック







「お兄様」

　──声が聞こえる。

「お兄様。朝です。起きてください、お兄様」

「おう……」

　目を開くと、ぼやけた視界いっぱいに顔があった。

　奇麗に切り揃そろえた前髪。磁器のように白い肌の、整った顔。

　平々凡々な外見の自分と血がつながっているとは思えない、妹の顔だった。

「アリス……近い」

「何を仰るのです。お兄様とわたくしの関係を思えば遠すぎるくらいです。もっと、もっと近づいてもいいくらいですわ。具体的には唇と唇が触れ合うくらいに──」

　突き出した唇から「んー」と声を漏らしながら、アリスは本当に顔を近づけてきた。

　肩口からこぼれた後ろ髪が垂れて、ハルキの頰に触れる。

　閉じた両目の、まつげの一本一本が数えられそう……。

「──ばか、変な冗談はやめろ。なんだお前とオレの関係って。ただの兄妹だろうが」

「むぅ……」

　肩をつかんで押しやると、アリスは不満げに頰を膨らませる。

　が、特に抵抗するわけでもなく、アリスはハルキのベッドから降りた。

「……面白くないですわ、お兄様。昔はもっと焦ったり、騒いだり、股間を膨らませたりしていましたのに」

「最後のは冤えん罪ざいだ！　っていうか年頃の女の子がそんなこと言うな……」

「あらあら、それってセクハラですわよ」

「……そう、なのか？　難しいな……」

　ハルキは身を起こした。

　まだ頭がぼんやりしている。あくびをしているところに、アリスが言ってきた。

「早く降りてきてくださいね、お兄様。朝食はもう出来ていますわよ」







　制服に着替えて一階に降りると、いい匂いが漂ってきた。

「シナモンシュガーを振ったフレンチトーストですわ」

「またおしゃれなものを……」

　藍らん条じよう家はごく普通の家庭だ。
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　両親は共働き。収入はそれなり、生活もそれなり。

　──まあ、それも数年前までの話で、今はハルキとアリスの二人暮らしだが。

　ともかく、そんな平凡な家で、アリスだけはなんだかちょっと違った感じに育った。

　口調はどこか芝居がかっているし、服装もなんだか変わっていて……。

「新しい服か？　今回もすごいな……」

「あら、お気づきですの、お兄様」

　ハルキが指摘すると、アリスは嬉うれしそうに笑う。

　アリスの通う中学は私服が認められているので、彼女は毎日ドレスのような衣装で登校している。黒を基調として、フリルやレースで装飾が施された、いわゆるゴシックロリータというやつだ。

　ハルキとしては、入学式の日に着ていたセーラー服も好きだったのだが──まあ、クラスでも人気だというし、本人の意思に任せていた。

　ゲームと並ぶアリスの趣味がこのゴスロリ衣装だった。

　こっちは通販とはいかないようで、よくどこかに出かけていっては、大量の紙袋を抱えて帰ってくる。いったいどこにそんなお店があるのか、ハルキはよく知らない。

「どうでしょうか、お兄様。似合っていますか？」

「ああ、すごく」

　ハルキは笑みを浮かべて頷うなずく。

　それだけは否定しようがなかった。

　朝食を終え、家を出る。

　外へ出ると、二人は同時に言う。

「「──行ってきます」」

　いつの間にかそれが習慣になっていた。

　たとえ二人きりでも、自分たちが家族だということを忘れないように、と。

　きっと、どちらかが家を出ることになるまで続けるのだろうと、ハルキは思っていた。

　けれど──。




　次の日から、その挨拶はハルキ一人ですることになった。
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「……行ってきます」

　誰もいない家へ告げて、ハルキは玄関を出る。

　白い制服を着て鞄かばんを持ち、いつも妹アリスと歩いていた道を、独りで歩く。

　──昨日。

　幻夢境界ゴシツクエリアで気を失ったハルキは、気付くと自室にいた。

　あの奇妙な世界──幻夢境界で一時間以上は過ごしたはずなのに、実際には五分も経っていなかった。

　制服の右袖も破れていなければ、おかしな紋章も肌に残っていない。

　まるで、夢だったと言わんばかりだ。

　──左手の薬指に指輪が嵌はまってさえいなければ。

　指輪──〈ゴシックデバイス〉は完全にハルキの肌に貼り付いて動かなかった。

　元からハルキの一部だったみたいに、当たり前のようにそこにあったのだ。

「これは結局、なんなんだ……？」

　ハルキは高校への道を歩きながら、左手薬指の〈ゴシックデバイス〉を眺める。

　あまり知り合いに見られたくないポジションだ。

　昨日は、幻夢境界から戻った後、倒れるように寝込んでしまった。

　なので、昨日起こったことについて、ハルキはまだ整理できていない。

　幻夢境界。

　奇獣ジヤバウオツクという怪物が跋ばつ扈こする世界。

　そいつに攻撃され、傷を受けた者は奇約武装ゴシツクカースという力を得る。

　どうすればまた幻夢境界に行くことができるのか？

　あるいは、いつまた勝手に連れていかれるのか？

　プレザンス・コミュニケーション社は、何の目的でこのデバイスをゲームのモニターと称して送りつけてきたのか？

　そもそもあの世界はなんなのか？

　それに──妹アリスの行方も。

　手がかりを見つけることはできなかった。

　ただ、一つ。

　朝方にアリスの夢を見たことで、ハルキには思い出したことがあった。

　幻夢境界の灰色の空を覆っていた、蜘く蛛もの巣のような構造物。

　あれをハルキは、以前にも見たことがある。

　それを学校の図書室で確認するために、今日はいつもより早く登校していた。

「…………」

　だが、登校しているこの時間ももどかしい。

　他のことについて、調べてみることにする。

　ハルキはスマホを取り出すと、ブラウザアプリを起動。

　プレザンス・コミュニケーション社で検索をかける。

「……ＰＣ機関──？」

　検索結果のなかに現れた、その見慣れない単語をハルキは思わず呟つぶやく。

　ハルキはそのページを開いて、説明文を追った。




　ＰＣ機関は、日本のＩＴ企業プレザンス・コミュニケーション社の背後にあるとされる詳細不明の組織である。

　十年前、自称「オタクの引きこもり」六人がネット上で知り合い立ち上げた、プログラム開発チームが母体。

　初めはただの趣味だったが、五年前、七人目のメンバーが加入。

　以降、表立った活動は行わなくなるが、秘密裏に他組織へのクラッキングを行うなどして、影響力を強めていく。

　現在では「電脳空間を陰で支配する」と言われ、七人のメンバーは〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉と呼ばれている。

　プレザンス・コミュニケーション社は水道橋に本社ビルを構えているが、〈七碩罪〉はそこにはおらず、自宅に引きこもったままで、いまだにお互い直接顔を合わせたことは一度もないという──




「……なんだよ、都市伝説かなんかか？」

　あまりにも胡う散さん臭かった。

　ページのトップにも「この記事には正確性に問題があります」なんて書かれている。

　──しかし。

　すでにハルキは幻夢境界ゴシツクエリアという異常な状況に放り込まれた。

　あの「もう一つの世界」を思えば、この情報ももしかしたら──




「ねえ見た？　渋谷のあれ」

「見た見たー。ヤバいよあれ。原因不明とかでしょ？」




　近くを歩いていた女子生徒たちの会話が飛び込んできた。

「っ！」

　ハルキは厭いやな予感を覚えながら、慌ててニュースサイトをチェック。




「渋谷駅前で突然の怪現象」




　そんな見出しと共に、一枚の画像が載っている。

「うそ……だろ……？」

　少女の矢の一撃で吹っ飛んだ奇獣ジヤバウオツクがぶつかり、圧おし潰した車両だ。

　あの車両が休憩所ではなく資料館みたいなもので、東急東横線で使われていた古い車両だということをハルキはそのニュース記事で初めて知った。

　──が、そんなことはどうでもいい。

　ハルキはブラウザアプリで検索、他の画像を探す……あった。

　電車以外にも、クレーター状に壊れたタイルや、巨大な剣を叩たたき付けたような一筋の亀裂──ハルキとあの少女と怪物との激闘の痕あとが、あちこちでアップされている。

　目撃者らしき人物の書き込みもあった。

「目の前で突然」「何もないのにいきなり壊れた」「まるで透明な鉄球がぶつけられたみたいな」……。

　幻夢境界ゴシツクエリアで起こったことは、現実世界に影響を与えてしまう……らしい。

「くそっ、どういうことなんだよ……っ！」
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　学校に到着したハルキは、図書室に飛び込んだ。

　早朝の、人のいない空間に、ドアの音が思いの外大きく響く。

　図書委員の女子の視線がハルキに突き刺さった。

「……おっとっと」

　なんか力入れすぎちゃった、みたいな感じで誤摩化しながら、ハルキはドアを閉める。

　焦ってもどうしようもない。自分に言い聞かせながら目的の場所へ向かう。

　建築関係の写真集。

　ヨーロッパの教会やら城やらを大きく紹介している本が何冊か並んでいる。

　前にそれを見た──正確には、アリスが見ていたのを横から覗のぞき込んだ──のは、街の図書館だったが……あった。

　同じ本かどうかは分からないが、よく似た感じのタイトル。




『ヨーロッパのゴシック建築』




　それを引っ張り出し、ぱらぱらとめくっていく──と。

「これだ……！　飛梁フライング・バツトレスか……」

　それは、どこかの教会の一部分をアップにしたもので、高い塔の外壁から近くの床に向かって、斜めに渡された橋のようなものだ。

『この支えがあることで、ゴシック建築は、天を突くような高い構造を備えることが可能となった』

　そんな説明が写真の脇に添えられている。

「…………」

　似ている、と思う。

　だが、それはハルキがアリスを探しているからそう感じるだけかもしれない。

　事実、幻夢境界ゴシツクエリアの蜘く蛛もの巣は、壁を支えたりしていないし……。

　一瞬の興奮から冷め、ハルキは本を戻してその場を立ち去る。

　そもそも、これでアリスの居場所の手がかりが得られたわけでもない……。

「……っ！」

　と、出口に向かおうとして、ハルキは息を吞のむ。

　誰もいないと思っていた閲覧コーナーに人がいた。

　椅子に座り、本を読んでいるその女子生徒は間違いなく、幻夢境界で出会ったあの少女だ。

「あいつ……っ」

　ハルキは本棚の陰に隠れながら、様子を窺うかがう。

　少女は、何やら笑みを浮かべて読書に没頭している。

　というか、なんかすごく緩んだというか、だらしないニヤニヤ顔だ。

「何読んでやがるんだ……？」

　ハルキは本棚を一列移動して少し近づく。

　本の表紙が見えた。




『不思議の国のアリス』




　そのタイトルを見たとたん、思わずハルキは身を起こしてしまう。

「っ！」

　本棚に身体をぶつけた音に、少女が顔を上げる。

「──お前は……。なっ……わ、こ、これはっ」

　目を丸くしたあと、慌てて本を隠す少女。

　恥ずかしくて隠したようにも思えたが、そんなことを気にする余裕はハルキにはない。

「どういうことだっ！」

「どういう……何がだ？」

「とぼけるなよ。あのわけの分かんない世界には、オレの妹が……アリスがいるはずなんだ。そしてあんたは、あの世界で会った唯一の人間だ。そんなあんたがその本を読んでる……これが偶然でたまるかよ」

「ち、ちがっ……こ、この本は……私の……趣味だ！」

「そんなの噓うそ──じゃないのか？」

　気付けば、少女の顔は真っ赤に染まっている。

　噓をついてるようには見えなかった。

「……悪い。ちょっとテンパってた」

　ハルキは溜ため息いきを吐いて引き下がる。

　少女は首を振った。その表情はすぐにもとの凜り々りしいものに戻る。

「いや、いい……それよりお前、妹が幻夢境界ゴシツクエリアにいるのか？」

「あ、ああ。多分だけど……」

　ハルキは頷うなずいて説明する。

「……二週間くらい前に、いきなりいなくなったんだ。オレが晩飯の準備をしてる間に、何も言わずにな。直前に宅配便が届いて、あいつが受け取って部屋に持っていった。いなくなったあいつの部屋には、プレザンス・コミュニケーション社の名前が入った手紙が落ちてた。昨日、オレが受け取ったのと同じものだ」

　そのときはもちろん、その郵便物が妹アリスの失踪に関係があるなんて、思いもしなかった。

「最初は、コンビニにでも行ったのかなって考えてた。何も言わずに出かけるなんて珍しいって思った程度だ。けど、いつまで経っても帰ってこないから、探しに出た。近くにはいないし、ケータイもつながんねえ。一晩中探しまわったぜ」

　それでも見つからず、その足でハルキは警察に駆け込んだ。

「でも、あいつらはマトモに取り合ってくれなかった。兄妹二人だけで暮らしてるやつなんて素行が悪いだろうからそれくらい普通、みたいにしか思ってないんだ。今だって形式的な聞き込みをしてるだけで……」

「お前たち、両親が……？」

「ああ。だいぶ前に交通事故でな」

　その後しばらく叔父夫婦の家にお世話になっていたが、ハルキが高校生になったのをきっかけに、昔暮らしていた家に戻ってきたのだ。

　表向きは、そのほうが高校に通うのが楽だから、という理由だが、実際のところ叔父たちとの折り合いが悪いせいだった。

　叔父夫婦は金だけは持っているので、生活費を援助しつつ、ハルキたちは別に暮らしてくれた方がありがたい様子だった。

　そのお金も、働くようになったら返そうと、ハルキは考えている。

「確かにそんな境遇だけど、でもアリスはそんなやつじゃねえ。そして現に、あいつがいなくなったのは〈ゴシックデバイス〉のせいだった──あいつは今も幻夢境界にいるかもしれないんだよ」

「そんな……」

「だから！　何か知ってるなら教えてくれ。オレは、アリスの手がかりが欲しいんだ」

「…………」

　そうハルキは訴えるが、少女のほうは、急に黙ってしまう。

　まるで話を聞いていなかったかのように、俯うつむきがちで、

「前回の被験者がまだ戻っていない……？　まさか──」

「どういうことだ!?　何だよ被験者って。あんた──何を知ってる？　何者なんだよ！」

「それは……っ」

　思わず摑つかみ掛かるように問いつめるハルキ。

　少女は、辛そうな表情で視線を逸らしていたが、

「…………綾あや袮ね」

「え？」

「神楽かぐら坂ざか綾袮。それが私の名だ」

「あんた……」

　ようやく色々と話してくれる気になったか。

　そう思ったのだが、そんなことはなく、綾袮は真っ直ぐにハルキを見据えてくる。

　最初に出逢あったときと同じ表情で。

　ハルキは、それが他者を拒絶するための表情なのだと気付いた。

「名を教えたのは、それ以外に信用を得る方法が思いつかないからだ。もっとも、お前が私を信用しようとしなかろうと、私の行動指針は変わらん。お前に言うことも同じだ」

「…………」

「──何も、行動を起こすな。何も、知ろうとするな。妹があの世界に囚われているなら私がそれを助ける」

「そんなことを言われて、黙って見てられるわけないだろ！」

「だが！　そうでなければお前は死ぬことに──いや」

　綾袮は首を振りながら立ち上がった。

　目線の高さが並び、ハルキは気け圧おされる気分になった。

「お前はすでに、幻夢境界ゴシツクエリアの呪いカースの力を得てしまった。ならばお前が知るのは死に至れない恐怖──生と死の狭間を漂う恐怖だ。それが厭いやならば、あの世界では一歩たりとも動くな」

　言葉を叩たたき付け、綾袮は歩き去っていく。

　髪をなびかせた後ろ姿は、冷徹なまでに凜り々りしく。

　ハルキは金縛りにあったように動けない。

　チャイムが鳴ってようやく我に返り、綾あや袮ねを追おうと足を踏み出して──

「ま、待て──っ！」

　──左手薬指に嵌はまった〈ゴシックデバイス〉が光を放った。

　指輪に覆われた部分の肌が熱くなり、すぐにそれは全身に及ぶ。

「くそっ……なんの予告もなしかよっ」

　綾袮との会話が中断させられたことを惜しむべきか。

　妹アリスがいるかもしれない世界へまた行けることを喜ぶべきか。

　判断が付かないまま──




　──ハルキは再び幻夢境界ゴシツクエリアへと転移フオールする。





第３話　異界リザンプション







　そして、ハルキはまた灰色の世界に立っていた。

　目の前の校門、奥にある校舎、周囲に並ぶ植木──どれもが生気を失ったように単色。

　空を見上げれば、現実世界の東京には存在しない奇妙な構造物。

　間違いない──幻夢境界だ。

　建物の中にいたので、また放り出されるようにその外に転移させられたらしい。

　ハルキは校舎の方を見やる。

「……あいつ、いねえな」

　現実世界でハルキに背を向けて立ち去ろうとしていた綾袮の姿は、今はなかった。

　プレイヤーが幻夢境界に飛ばされるタイミングは、それぞれで異なるのか。

　それとも彼女だけが特別なのか。

「…………」

　とりあえずハルキは〈ゴシックデバイス〉をダブルクリックしてメニュー画面を表示。

　ミッションの進行状況を確認する。

　綾袮の忠告に従うつもりはない。

　今は、ゲームを進めるしか、アリスの手がかりを探す方法はないのだ。

「結構クリアしてるな……」

　前回表示されていた六つ目のミッション「奇約武装ゴシツクカースを起動してみよう！」の他にも、ミッション７「奇約武装で敵を攻撃してみよう！」とミッション９「奇約武装で奇獣ジヤバウオツクを倒そう！」がクリア済みとなっていた。

　集まったカード──「トランプの兵隊」は32枚だ。

　そして、ミッション８とミッション10の内容が読めるようになっていた。

「えーと──」




　──いやあああああぁぁあ！




「──くそっ。なんだよいきなり」

　遠くから響く悲鳴に、ハルキは一旦ディスプレイを閉じて駆け出す。

　声が聞こえたのは校舎とは反対方向だ。

　路地を抜けて、その先にある公園──。

　動物やら野鳥やらが住めるような自然公園となっていて、広い林がある。

　その林の入口のところに、悲鳴の主がへたり込んでいた。

「あれは……」

　服装に見憶えがある。

　ハルキの通う池いけ南なみ高校とは線路の反対側にあるお嬢様高校、聖せい北ほく女学院の制服だ。

　ものの見事に清せい楚そさを漂わせるセーラー服。

　ただし、よく見ればそのデザインは現代風に洗練されている。

　アリスが制服のために聖北に行きたいと言っていたが、その気持ちが少し分かった。

「おい、大丈夫か!?」

「──ひっ？」

　呼びかけながら駆け寄ると、聖北生の女の子は恐怖に怯おびえた顔で振り向いた。

　──すごく可愛い。

　緊急事態かもしれない状況なのに、ハルキは真っ先にそう思ってしまった。

　小柄で細身の身体。上品な感じに左右でくくった髪。顔のサイズに比してぱっちりと大きな両目はまるで人形みたいだ。

　聖北の制服を着ていなければ中学生と間違えそう。

　まだ制服に着られているみたいな雰囲気もあるし、一年生だろうか？

　女の子はハルキの姿を見ると、あからさまにホッと息を吐いた。

　が、すぐハッとした表情でイソイソと立ち上がり、スカートの尻を払うと、

「ふ、ふん。この千せん歳ざい院いん千ち依より様が、大丈夫じゃないわけないじゃない」

「…………千依か。オレは藍らん条じようハルキだ。よろしく」

「ふん。その制服、池いけ南なみね。なんで私があんたみたいな庶民とよろしくしなきゃいけないのかしら。いやらしいっ」

「何がどういやらしいんだ……」

　綾あや袮ねとはだいぶ違うタイプみたいだが、会話のしにくさは同レベルだ。

　もうちょっと根気よく会話を続けるべきか。

　それともさっさと立ち去ってしまおうか。

　綾袮みたいに情報収集できる相手でもなさそうだし、本人も大丈夫だと言ってるし──

「──っ！　伏せろ！」

「え、なになに──きゃっ！」

　ハルキは千依を押し倒すような形で地面に伏せる。

　その直上を、何かが斜めに通り過ぎた。

「ちょ、いいいいいきなりなにっ？　そそそんな無理矢理よろしくされても困る……私たち、出会ったばかりだし……」

「何考えてやがるんだっ。そんなことより、早く奇約武装ゴシツクカースを起動しろよ！」

　ハルキはさっさと起き上がると、メニュー画面の武器アイコンを叩たたく。
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　瞬間、ハルキの右腕の脇に紋章が実体化。

　紋章は変形を繰り返しながら拡大し、巨剣〈クラッシュ・レギオン〉となった。

　剣の柄つかを握りながら、ハルキは現れたそれに対たい峙じ。

　林と反対側──公園の入口辺りでとぐろを巻く怪物。

　その奇獣ジヤバウオツクは、巨大な蛇の姿をしていた。

　胴回りは人間の何倍もあるし、長さも10メートルはあるんじゃないだろうか。

　全身が鎧よろいのような金属質の鱗うろこで覆われ、ところどころに、歯車で前後左右に動くブレードみたいなものまで付いている。

「そんなことって何よ！　私みたいな美少女にとっては大切な──きゃああああ!?」

　さんざん文句を言った末に、ようやく奇獣に気付いて悲鳴を上げる千依。

「こ、ここ、こいつよ、さっきこの千せん歳ざい院いん千ち依より様をおどおど驚かせた不届きなきもい！」

「落ち着け。いいからとにかく奇約武装ゴシツクカースを起動しろって」

「奇約武装っ？　だから何よそれ！」

「……こういう武器だよ。お前も前回こっちに来たときに手に入れたりしてないのか？」

「あ、ああ、それね」

　ぶんぶん頷うなずくと、千依はぶるぶる震える手でメニュー画面を操作。

　左の足首──ソックスに隠れている──の脇に紋章が現れ、変形、拡大。

　そして現れた武器……巨大なハンマーを千依は両手で摑つかんだ。

「じゃ、じゃーん。これが千歳院千依様の奇約武装〈インパクト・レインズ〉よ！」

「それ、何ができる武器なんだ？」

「え、知らないわよ、そんなの」

「なんでだよ！」

「しょうがないじゃない！　前のときは化け物に襲われて怪け我がして、メニュー画面の指示でこれを実体化したらすぐ、元の世界に戻ったんだから」

「そうなのか？　──っ！」




　──しゅるるるるるるおおおおおおおううう！




　奇獣が、二股に割れた舌を震わせながら飛びかかってきた。

　そいつの胴を、ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉の刃で受け流す。

「くっ……なんでも良いから手を貸せよ！　オレが引きつけてる間に攻撃するとか！」

「え、無理」

「はぁ？　なんで！」

「だってこれ、重くて持ち上がらないんだもん」

「はぁあ!?」

　ちらりと視線を向けると、千ち依よりは両手で〈インパクト・レインズ〉の握り手を持っているが、その先の巨大なヘッドは地面に落ちたままだ。

「くそっ……どういうことだよ!?」

　ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉を振り上げる。

　刀身が駆動し、ギヤの回転と共に変形。

「うおおおおおぉおっ！」

　巨大化したそれを、大蛇ヨルムンガンドへ向けて叩たたき付けるように振り下ろす──が。

　奇獣ジヤバウオツクは身を引き、空振った刀剣は虚しく地面を叩いた。

「くそっ……」

〈クラッシュ・レギオン〉の刀身は再び通常の形態へと戻ってしまう。

「どうするのよっ？」

「そりゃオレが聞きたい」

　攻撃すればかわされる。

　かといって逃げ出せば、相手は嬉き々きとして襲いかかってくるだろう。

　隣の千依の奇約武装ゴシツクカースは当てにできない。自分でなんとかするしかない。

「こうなったら──」

　ハルキはさっき見ていた〈ゴシックデバイス〉のミッションの項目を開く。




　MISSION 08

　奇約武装の真の力を解放しよう！




　これがクリア済みになっていないということは──つまり、ハルキの〈クラッシュ・レギオン〉の力にはまだ上があるということだ。

　ミッション８をタップ。

「ミッション」のウィンドウが閉じ、メニュー画面の左下に円形のアイコンが現れた。

　それを叩くと、新しい説明ウィンドウが現れる。




　奇約武装の真成駆動パラデイグマについて。

　真成駆動は奇約武装の真の力です。

　その解放の方法はそれぞれの武装によって異なります。

　奇約武装はあなたの力そのものであり、あなた自身です。

　その名前と姿をじっくりと見詰め、ぜひ真の力を解放してあげてください！




「──んなヒマねえっつーの！」

「な、なんなのよいきなりっ？」

「……悪い、ちょっとカッとなって」

　ハルキは苛立たしげに、役立たずのウィンドウを閉じた。

　今まさに敵と対たい峙じしているのだ。名前と姿をじっくり見詰めてる余裕など──。

「──名前と、姿？」

「どうしたのよ、ねえ。さっきから」

「なあお嬢様。聖せい北ほくに通ってるってことは頭いいんだよな？　中でも英語なんか得意なんじゃねえか？」

「なっ、何よいきなり。確かにウチの学校、英語は重視されてるけど……そんな褒めたってあんたの評価が上がったりなんかしないんだから──」

「いや、そういうのはいいから。それよりクラッシュってどういう意味だ？」

「……圧おし潰すとか、破壊するとか、そんな感じじゃない？」

「じゃあレギオンは？」

「レギオン？　うーん……多分、軍隊とか軍団とか、だと思う」

「なるほどな……」

　ハルキはその答えに、思わず笑みを零す。

「ちょっと大丈夫？　は！　まさか、あまりに追い詰められて、頭がおかしく──」

「ばか、そんなんじゃねえ。安心しろ──多分、なんとかなる」

　ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉を見渡し、それっぽいところを探す……あった。

　柄つかの一番先。柄頭と言うのだろうか。その部分が何やら複雑な形状になっていて、押し込めそうな感じ──スイッチになっている。

　それをハルキは、叩たたき付けるように押した。




　──ぎいいいぃぃ……。




　巨大な扉が蝶ちよう番つがいを軋きしませて開くような、大仰な駆動音が響き渡る。

　再度動き出す刀身の歯車。

　折り畳まれていた刃が変形、展開──そして分離。

　総数二十本を超える刃が宙に浮き、二人を護る兵士のように整列した。

「これは……っ」

　──刃全てが、自分の意識下にあるのが分かる。

　そのどれもを、自分が自在に操作できる確信があった。

　まさに、ハルキの忠実なる〈破壊のための軍勢クラツシユ・レギオン〉。

　これこそが、この奇約武装ゴシツクカースの真の力──。

「──行くぜ、怪物」

　ハルキは眼前の奇獣ジヤバウオツクに、自分が握る刀剣の切っ先を向ける。

　同時に、宙に静止する全ての刃もその動きに従った。

　対して奇獣は、威嚇の声を上げながら、尾で地面を叩たたいてハルキの頭上へ跳ねる。

　──全ての刃を上方へ！

　命じる、という意識すらない。

　ただ、自分の手を動かすごとく、軍団を操る！

「いけええええええ！」

　無数の銀ぎん閃せんが、灰色の世界に舞い躍り、奇獣の巨身を切り刻んだ。




　──しゅるるおおおおお──!?




　奇獣は全身をバラバラに斬り裂かれ、地面へと落ちる。

　遺骸は、さらに細かく分解しながら空へと昇っていった。

「う……ぉ……？」

　危機が去った、と思った瞬間、ハルキの身体から一気に力が抜ける。

　そのままハルキは地面にへたり込んでしまった。

　同時に〈クラッシュ・レギオン〉の分身たちも、彼が握っていた本体も姿を消す。

「ねえ、大丈夫？」

「ああ……ちょっと疲れただけだ」

　実際には、ちょっとどころではなかった。

「真の力」を起動するたびにこんなに疲れたのでは戦闘にならない。

　何度か使っている内に慣れてくるのだろうか？

「ねえ……」

　千ち依よりが、未だに武装を消さないまま言ってくる。

「その、あの、ね？」

「あ？　なんだよ、もごもご喋しやべって。よく聞こえないぞ」

「わ、私がこんなこと言うのなんて、めったにないのよ？　その、どうも、あり……」

「……？」

　なんか言ったらしいが、結局最後の方は小さすぎて聞き取れなかった。

　ハルキはもう一度聞き返そうとしたが、それを遮るように千依は大声を上げる。

「ところで！　結局一体なんなのこの世界は？　ただの『アリス』モチーフのゲームじゃないの？　なんで勝手にログインしちゃうの？　どうやったらこの指輪を外せるのよ！」

「ちょ、落ち着いてくれ……オレだって、別にここについて詳しいわけじゃない」

　ハルキは千ち依よりを押し止めながら、ミッションの消化状況を確認する。

　ミッション８がクリア済みになっていた。

　獲得したカードの枚数は42枚。

「千依。お前はミッションどこまで進んでる？」

「ミッション？　ああ、えっと──」

　千依がメニュー画面を開く。

　ハルキの側からも、ウィンドウの文字が反転して見えた。

「──ミッション６までクリアね。７と８と９が濃くなってて、あとは灰色」

「なるほど……」

　７は「奇約武装ゴシツクカースで敵を攻撃してみよう！」

　８は「奇約武装の真の力を解放しよう！」

　９は「奇約武装で奇獣ジヤバウオツクを倒そう！」

　ハルキの場合、前回の戦闘で、８の前に９をクリアしてしまったので、その次のミッション10が表示されたのだろう。

「……お前、前回は奇約武装を実体化したらすぐ元の世界に戻ったって言ってたよな？」

「ええ、そうよ。お陰で奇獣を倒し損ねたのよね！」

「…………」

　もし戻ってなかったら、持ち上げられないハンマーでどうするつもりだったんだろう。

「……で、戻ったとき、何時ころだったか憶えてるか？」

「ええ。確か４時半よ。時計を見て、夕食までに間に合うと思ってお風呂に入ったから憶えてるわ──って何言わせるのよ！」

「別にそこまで言えって言ってねえだろ……」

「お風呂でどこから洗うかなんて教えないわよ！」

「訊きいてねえっての！」

　ともかく、その時間はハルキが現実世界へ戻ったのと全く同じだ。

　ということは、プレイヤーは皆、同時に幻夢境界ゴシツクエリアへ送られ（指輪を付けた最初のタイミングだけはズレがあるだろうが）同時に元の世界に戻されるのだろうか。

　そしてそれは、全員が一定のミッションをクリアしたタイミングで、とか？

　一回目のときなら、千依が最後に奇約武装を起動し、ミッション６をクリアしたとき。

「──駄目だな。サンプルが少なすぎて、参考にはならないか」

「何よ、色々訊いておいて！　それより、いつになったらあんたが知ってることを教えてくれるのかしら!?」

「あ、そうだった。悪い」

　ハルキはここまでで自分が得た情報を、多少の推測も入れつつ説明する。

　この世界が、ゲームの空間などではなく、現実に存在する「もう一つの東京」であるらしいこと。こちらで起こった出来事は、あちらの「現実世界」に影響があること。

　そして、このゲームがなんらかの実験であるらしいこと──これは、綾あや袮ねが「被験者」という言葉を使っていたことからの推測だ。

　そして一応、プレザンス社の背後にある、都市伝説めいた組織の話も。

「なるほどね……ＰＣ機関が絡んでるのなら納得だわ」

「！　ＰＣ機関のことを知ってるのか？」

「当然でしょう？　私は千せん歳ざい院いん家の人間なんだから」

「つながりがよく分からないんだが……」

「仕方ないわね。この千歳院千ち依より様が庶民のあんたにも分かるように解説してあげるわ」

「それはありがとうよ……」

「ＰＣ機関を創設した〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉……それは都市伝説じゃないわ。彼らは実在する。精神界の裏側マイナスに生きる住人よ」

「精神界の……マイナス？」

「早い話が学問の裏業界。有名な大学やら研究機関やらとは距離を置き、けれど陰からそれを真に統括している、知の本当の最先端。その中でもトップに位置し、世界の真理に最も近いと言われている天才が〈七碩罪〉よ。書架回廊ビブリオルーレツト、愛の庭アイロニカルエツジ、再来の再来リピートリピート、強制フローズン冷凍フアイル、雑音階ノイジーヒエラルキイ、害念外イーヴルアウト、そして有限の始原プリミテイヴリミツト──自らが動くことなく、その知能のみで世界を動かす、七人の天才──」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。話についてけない……」

　いくらなんでも話がぶっ飛び過ぎだ。

　もっとも、こんな妙な空間に飛ばされた時点で充分ぶっ飛んでいるのかもしれないが。

「大体そんな話をなんでお前が知ってるんだ？　それだって結局、ただの都市伝説の類いじゃないのか？」

「だから、言ったでしょう？　千歳院家の人間だからだって」

　千依は姿勢を変えながら、

「世界のもう一つの裏側……物質界の裏側にあるのが千歳院家なのよ。物質──つまりは財力。ようするに金ね」

「身も蓋もないな……」

「身も蓋もないけど裏と表はあるわ。〈五ご桁こう家〉っていうのが物質界の裏側を牛耳る存在よ。唯一無二の偏在、一いち美み門かど家。一を知り十を奪う、十とお賊ぞく家。百の贄にえを食する、百も舌ず谷や一族。千里を統べる千夜、千歳院家。流転せぬ万物、万ばん霊れい司じ家──この五家が均衡を保つことで、世界のバランスは保たれている。〈七碩罪〉がＸ軸方向のマイナスの存在だとしたら、〈五ご桁こう家〉はＹ軸方向のマイナスね」

「…………」

　話がどんどん胡う散さん臭い方向に転がっていく。

　だが、それが真実だとしたら……。

「なあ……お前がその〈五桁家〉に連なる千せん歳ざい院いん家のお嬢様だっていうなら、ＰＣ機関に言って、こんな実験を止めさせることはできないのか？」

「それはできないわ」

「え？　なんでだよ」

「……あそこには万ばん霊れい司じ家が出資しているの。〈五桁家〉は他の〈五桁家〉の領域に手を出さない。これは世界の均衡を保つための絶対のルールよ」

「そうなのか……くそ……」

　予想外に千ち依よりから色々と情報を得ることができたのに、アリスを助けるための方法は見つからなかった。

　せっかく世界の裏側マイナスとやらに関わっている人間がここにいるのに……。

「……待てよ。お前も〈五桁家〉の人間なんだろ？　なのにこの実験に巻き込まれてるってのは、その絶対のルールとやらに抵触するんじゃないのか？」

「あっ、え、えーと、それは…………」

　突然、露骨に目を逸らす千依。

　怪しい。ひょっとしてこいつ、ネットで知った都市伝説を語っただけなんじゃ──

「──危ない！」

「っ!?」

　──その真偽を問いただすヒマはなかった。

　ハルキは千依に腕を引っ張られて、彼女の奇約武装ゴシツクカース──〈インパクト・レインズ〉の陰に引き込まれる。

「何するんだ、いきなり──」

　──言葉の途中で〈インパクト・レインズ〉が破裂、光の粒子のように砕け散った。

　二人は衝撃で吹き飛ばされ、公園の入口辺りまで転がる。

　起き上がって見れば、林の樹々が幾本もへし折れて倒れている。

　何か、衝撃波のようなものが飛んできたらしい──。

「いったぁ。今度は何よ！　またあの化け物──」

「早く立て。逃げるぞ！」

　ハルキは千依の腕を引っ摑つかみながら立ち上がると、公園から飛び出す。

「ちょっ、やめてよ。庶民がこの千歳院千依様に気安く触らないでっ」

「そういうのはいいから走れ！　姿が見えない場所じゃ、相手に有利すぎる」

「……その言い方だと、相手が同じ立場の人間みたいに聞こえるんだけど」

「そう言ってるんだ！」

　加速しながらハルキは叫ぶ。

　すでに、マラソン直後みたいな疲労感は回復していた。

　二人とも身体能力がアップしているため、その速度はもはや車並みだ。

　──今のが人間の仕業だと確証があるわけではない。

　ハルキだって、奇獣ジヤバウオツクを見たのはさっきの大蛇でまだ二体目だ。

　今みたいな攻撃をしてくる奇獣もいるのかもしれない。

　だが、なんとなく、あれは人間がしてきた攻撃のようにハルキには思えた。

　根拠──というか、思い当たることが一つ。

〈ゴシックデバイス〉に表示されていた10個目のミッションだ。




　MISSION 10

　他の適応者グリンズとバトルしてみよう！





第４話　暴虐ウォーライク







　──声が聞こえる。

「お兄様、起きてください。まだ勝負は済んでいませんわよ」

「んぁ……おう……ぐぅ……」

「もう、お兄様ったら」

　憤るような声。そして何やらもぞもぞとハルキの身体を弄まさぐるような──

「ってのわぁっ!?　アリ、アリスっ、何してやがる！」

「何って、約束ではありませんか。ゲームの最中に寝たら身体を好きにしていいって」

「ああ、そうだっけ……いやいやいや、してないぞそんな約束！」

　完全に目が覚めた。

　ハルキは自分のパジャマに手をかけていたアリスを引き剝がすと、床に転がっていたコントローラーを拾い上げた。

「さ、さーて、勝負を続けようか」

「ふふ、次でお兄様の95連敗。あと五回負けたらわたくしに童貞を奪われる約束ですから覚悟してくださいね」

「だからしてねえよそんな約束！」

　土曜日の夜。

　正確には、もう日付が変わって、日曜日の午前３時。

　ハルキとアリスは延々テレビゲームに興じていた。

　ここ数ヵ月、毎週こんな感じである。

　最初は、眠れないと言うアリスと、ちょっとゲームを一緒にやったくらいだった。

　その時間が段々長くなり、ハルキ自身もハマるゲームが出てきたりして、気付けば毎週土曜日は夜を徹してゲーム三昧、という習慣が藍らん条じよう家に生まれていた。

　今日は対戦格闘ゲームだが、二人でプレイできるジャンルはなんでもやったし、時にはあーでもないこーでもないと言い合いながらＲＰＧを進めたりもしていた。

「あっ」

　──珍しいことにアリスがミスをした。

　ゲーム画面では、アリスが操るキャラクターの放った攻撃が、ジャンプしたハルキのキャラの下を虚しく通り過ぎていく。

　チャンス。ハルキは一気に攻める。ここまで受けたダメージで得たゲージを全部消費し最終必殺技を発動。

　普段のアリスなら軽く避けられるだろうが、ミスした動揺でマトモに喰くらってしまう。

「勝った……」

「お兄様……腕を上げましたわね」

「まあ、これだけしょっちゅうお前に鍛えられてればな」

　アリスは一瞬悔しそうな顔をしたが、すぐに笑みを浮かべてコントローラーを置いた。

「わたくしもまだまだ修行が足りませんわ……約束でしたわね、お兄様。わたくしが負けたら、わたくしの処女を捧ささげると……」

　するり、とピンク地に黒いリボンのついたゴスロリパジャマをずらすアリス。

　小さな曲線を描く肩や細い鎖骨、それに比べて最近急成長中の胸が覗のぞいて……。

「──だからしてないだろ、そんな約束は！　そもそもそれ、どっちが負けても結局同じことじゃないか！」

「そうですわね。つまり、お兄様とわたくしは、最後には必ず結ばれる運命……！」

「おかしい、約束が運命にすり替わってる……おいバカ、乗っかるんじゃない！」

「うふふふふ……」





■






「ふっ……」

「え、ちょっと、この状況で何いきなり笑ってるの？　怖いんだけど……」

「いや……悪い。なんでもない」

　千ち依よりに言われて、ハルキは慌てて表情を改める。

　なぜ今あんなことを思い出したのだろう。

　幻夢境界ゴシツクエリアでのバトルから対戦格闘ゲームを連想したのか。

　ストレスで思考が散漫になっているのかもしれない。

　ハルキは気を引き締める。

　謎の襲撃から逃げ回り、ハルキと千依は渋谷駅近くのビル街に身を潜めていた。

「ねえ、本当にあれ、人間の仕業だったの？　あの一撃以外、何もしてこないけど」

「分かんねえけど……」

　他の人間と戦えというミッションがある以上、その可能性は否定できない。

　適応者グリンズというのは、奇約武装ゴシツクカースを手に入れた者のことなのだろう。

　プレザンス・コミュニケーション社は、奇約武装の持ち主同士を戦わせて、その様子を観察でもしているのだろうか。




「どうした！　鬼ごっこはもうおしまいか？」




「「！」」

　突然の声に視線を向ければ、道を挟んだ家電量販店の屋上に、人影があった。

　灰色の空と、蜘く蛛もの巣のような構造物を背景に立つ一人の男。

　学ランの前を全開にし、中に着た派手な色彩のＴシャツが丸見え。

　オールバックにした髪は、どこかタテガミのような印象。

　だが──それより目立つのは、両手の先の巨大な獣爪だ。

　両腕の肘から手までが装甲に覆われ、その先で五つの爪が鋭く光っている。

「まずは挨拶と行こうぜ。俺の名前は天てん藤どう貴たか虎とら、奇約武装は〈ランペイジ・クロウ〉！　これからお前らをぶっ倒す男と武器の名だ！」

「……なんなんだ、あいつ」

　戦いの前にわざわざ名乗るとか、彼は、いまだにこの世界がゲームだとでも思っているのだろうか。

　あるいは──奇約武装を得る際の怪け我がを経験してなお──彼はそれを受け入れ、楽しんでいるとでも？

「おーい、どうした？　こっちが名乗ったんだ。お前らも名乗れよ。それが礼儀ってもんだ。そうだろう？　俺は何よりも筋を通したい人間なんだ」

「…………」

　そんなことを言われて馬鹿正直に答えるはずがない。

　だいたい今のが本当の名前とは限らないし──

「私は千せん歳ざい院いん千ち依より様よ！　私の奇約武装ゴシツクカース〈インパクト・レインズ〉であんたをぶっ潰してあげるわ！」

「おい！」

「何よ。相手が名乗ったのにこちらが名乗らないなんて失礼じゃない」

「…………」

　言いたいことは山ほどあったが、ハルキは全部吞のみ込む。

「で、お前は？」

　ハルキは仕方なく答える。

「……ハルキ。藍らん条じようハルキだ。……さっき公園で攻撃してきたのは、お前なのか」

「ああ、そうだ！　あの林にはまだ化けもんがうろちょろしてたんでな。邪魔されちゃたまらないから、場所を移させてもらったんだぜ」

「！　ひょっとして、オレたちが襲われないように……？」

「ばーか、そんなんじゃねえよ。筋を通したいだけだっての。で、もう通し終わったから──こっからは存分にやらせてもらうぜっ！」

　彼は、ぎらつく爪を掲げ跳躍。
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「避よけろっ！」

「言われなくても！」

　ハルキと千ち依よりはそれぞれ左右に退避。

　僅かの差で、そこに貴たか虎とらが接地。

　腕が振り下ろされ、計十本の凶悪な獣爪が、アスファルトを抉えぐる！

「おらぁ！」

　荒々しい気合いと共に、貴虎はその爪を振り上げ、ハルキを狙う。

　一瞬の転回。避ける時間はない──が。

　最初の退避の際ウィンドウを開いていたハルキの手には、すでに奇約武装ゴシツクカースがあった。

　銀色の刀身が爪の一つを受け、火花が散る。

「くっ」

　強化された身体能力でも受け切れず、ハルキは受け流すように剣を引きながら後退。

　──ハルキより格段に強い。

　元々の身体能力の差なのか、それともそういう能力を持った武装なのか……。

「おら、おら、おら、おら、おらおらおらおらぁ！」

「──くっ！」

　一気に距離を詰めてくる貴虎に対し、ハルキは防戦一方だ。

「何してるのよっ！」

　突然貴虎の背後から、巨大な質量が振り下ろされる。

　貴虎が回避し、ハルキはその猛攻から解放された。

「──千依!?　なんで？」

　貴虎を襲ったのは千依の〈インパクト・レインズ〉だった。

　さっき公園で実体化したときは、ぴくりとも持ち上がらなかったヘッドを、今彼女は振り上げ、そして叩たたき降ろしたのだ。

　ヘッドがぶち当たったアスファルトは、隕いん石せきの落下地点みたいにクレーターを形成し、破片を飛び散らせる。

「なんか分かんないけど、持ち上げられるようになったの！」

「なんか分かんないけどって……」

　ツッコみたいのは山々だが、今はそれより、このチャンスをムダにしないこと！

「〈クラッシュ・レギオン〉──真成駆動パラデイグマ！」

　ハルキは手にした剣の柄つか頭がしらを叩き込むように押す。

　この至近距離で刃を分裂させ、四方から攻撃すれば倒せるはず──

「………………あれ？」

　──何も起こらなかった。

「……なんだ、フェイントかよっと！」

「くっ！」

　一瞬の沈黙のあと、貴たか虎とらが再び攻撃。

　ハルキは仕方なく一気に身を引き──その勢いで再び逃走する。

　千ち依よりもヘッドを振り回して貴虎を牽けん制せいしながら後に続いた。

「おぉい、またかよ……待ちやがれ！」

　もちろん待つわけがない。

　二人はビルを飛び越え、裏路地を走る。

「ちょっと！　なんで攻撃しなかったのよ!?」

「しなかったんじゃない。できなかったんだ。お前こそ、なんで今はそれ持てるんだよ」

「だから何か分かんないけど持てたのよ」

「どういうことだ……」

　武器を持てたり持てなかったり、真の力を使えたり使えなかったり。

　ゲームとしては、設定が適当すぎるんじゃないか。

「くそ、プレザンス社に『こんなクソゲー絶対発売すんな』ってメール送ってやる……」

　──と、腹立ち紛れにそんなことを口にしたところで、気付く。

「……ひょっとして」

　ハルキは路地裏を走りながら〈ゴシックデバイス〉のメニュー画面を開く。

「どうしたの？」

「もしかして、奇約武装ゴシツクカースを普通に使うのも、真成駆動パラデイグマを使うのも、ゲージ制なんじゃないかと思って」

「ゲージ制？」

「そう──やっぱりだ。あったぞ！」

　ハルキは思わず喜色を浮かべる。

　奇約武装のアイコンをタップすると、新しいウィンドウが現れるようになっていた。

　武装の実体化中でなければ表示されないのだろう。

　そのウィンドウには、左右に広がるゲージがあったのだ。

　ゲージの上に〈CRUSH LEGION〉の表記。

　ゲージには０から１００までの数字が10段階で書かれていて、30と１００のところにそれぞれ文字が書かれている。

　30の方は「通常駆動デユナミス」、１００の方は「真成駆動」。

　そしてハルキのゲージは、現在80の辺りで揺れ、少しずつ増えていっている。

「千依の方も、これ表示できるか？」

「え、ちょ、ちょっと待って」

　わたわたしながら、ハルキと同じウィンドウを表示。

〈IMPACT RAINS〉のゲージは50の辺りだった。

「なるほど……」

「なに？　何が分かったの？」

「お前の〈インパクト・レインズ〉がさっきまで持ち上がらなかったのは、ゲージが通常駆動が可能な30に達してなかったからなんだ。今、オレが真成駆動パラデイグマを使えなかったのも同じ。真成駆動はゲージが１００まで──つまり、満タンにならないと発動できないんだ」

「あー、そうか。うん、そういうこと……」

　ゲージは時間の経過と共に増えるようだ。

　そして奇約武装ゴシツクカースの力を使うと消費する。

　今は二人とも、通常駆動までは可能な状態なのだ。

「──それで、結局これはなんなのよ」

「なんなのって、だから奇約武装のゲージだろ」

「だから、そのゲージってなんのゲージなのよって訊きいているのよっ。体力？　気力？　精神力？　私たちの身体のどこに、どこからこの力が溜たまっていってるのよ？」

「それは確かに気になるけど──考察は後回しだ。今は、あいつをどうにかすることを考えようぜ」

「…………分かったわ」

　千ち依よりは不満そうだが頷うなずいた。

　ウィンドウに三角形のアイコンがあったので押してみると、ウィンドウが最小化され、ゲージだけが視界の下の方に小型化された。

　これを見ながら闘えば、多少はやりやすいかもしれない。

　二人はビル街を抜けて西口のバス乗り場の辺りに出た。

　前にハルキが奇獣ジヤバウオツクを倒したハチ公口からは、連絡通路の下をくぐって反対側だ。

「ここでゲージを溜めつつあいつを待ち伏せて──」

「おう、遅かったな」

「っ！」

　バス乗り場──バスが存在しないのでちょっとした空き地になっている──から少し離れたモヤイ像の上に、貴たか虎とらが座っていた。

「もういいだろ？　さっさとバトろうぜ。どうせお前ら、ミッション10はクリアしてねえんだろ？　ちょうどいいじゃねえか」

「……どうしてそんなことが分かる？」

「クリアしてれば、もうちょい積極的になるはずだからだよ。適応者グリンズ同士で闘って勝つと、その分武装が強くなるんだから」

「なっ……」

「奇獣ジヤバウオツクを倒すと、バラバラになって空に昇っていっちまうだろ？　適応者グリンズの奇約武装ゴシツクカースを破壊した場合はな、勝った奴の武装に吸収されるのさ。そしてそのたびに力が上がる。そんなこと知っちまったら、他のミッションの前にもっとバトりたくなんだろ？」

「……ってことは、お前は、必要もないのに、他のプレイヤーを襲ってるのか？」

「そうさな。もう五人くらいな。──いやいや、必要ないってこたぁねえだろ？　その分強くなるんだからよぉ」

「強くなって、どうするんだよ」

「生き残ってゲームをクリアする。それ以外に何か理由があるか？」

「…………」

「納得いかねえって顔だな」

「当然だ」

　貴たか虎とらは「仕方ねえやつだなぁ」みたいな顔で爪同士をぶつけ合わせる。




「──〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉」




「！」

「はんっ、なんだ、知ってるんじゃねえか。説明する手間が省けたぜ」

「……詳しいことは知らない。プレザンス・コミュニケーション社の裏にあるＰＣ機関、そこにそいつらが関わってるってことくらいだ……お前こそ、なんでその言葉を？」

「知り合いなんだよ、〈七碩罪〉の七人目とな。まあ、正確には俺の兄貴がなんだが」

「知り合い……！」

　ハルキは思わず警戒を解いて身を乗り出す。

　それなら、この男からその人物に連絡してもらい、アリスを助けられるかも……。

「まあ──もっと正確に言やあ、元・知り合いだ。さらに言うなら被害者だ。俺の兄貴はその七人目、有限の始原プリミテイヴリミツトと呼ばれる天才、神楽坂智とも佳かに殺されたんだ。いや、壊されたといったほうがいいかな」

「……！」

「そんな奴らが関わっているゲームだ。この世界がなんなのか知らねえが、マトモなわけがねえだろ」

「じゃあお前は……お兄さんの敵討ちを？」

「そんなんじゃねえ。俺は兄貴みたいに他人に人生メチャクチャにされて壊れるのがイヤなだけだ」




「被害者になるのがイヤなら──加害者になるしかねえだろうがよ！」




「っ！」

　貴たか虎とらが石像を割り砕きながら跳躍、二人に迫る。

　ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉の柄つか頭がしらを押し叩たたいた。

　ゲージはすでに１００──真成駆動パラデイグマの使用は可能。

　起動──刀身の歯車が回転。刃が展開、数十本に増殖し、拡散。

「へぇ……！」

　貴虎は驚きの声を上げつつも、右手を一振り。

　それだけで〈クラッシュ・レギオン〉の刀身の半数が吹き飛ばされた。

　ハルキは身を引きつつ、残りの刀身で貴虎の左腕を狙う。

　大量の刃が降り注ぎ、鉄の獣のごとき武装を破壊──できなかった。

「なっ」

「だからさ、強化されてるって言ってるだろ？」

〈クラッシュ・レギオン〉の真成駆動でも、傷一つ付けられない。

　だとしたら、もはやなす術は──。

「──斬れないんだったら、叩き潰せばいいのよ！」

　千ち依よりの声──上空から。

　いつの間に跳躍したのか、彼女はハルキと貴虎の真上で奇約武装ゴシツクカースを構えていた。

「〈インパクト・レインズ〉──真成駆動よ！」

　叫びながら、右手でハンマーの持ち手先端にある可動部分を回す。

　その速度を質量に変換するかのように──ハンマーのヘッドが急速に巨大化していく。

「ぶっ潰れるがいいわっ!!」

　お嬢様らしからぬ口調で叫びながら、千依はバスよりも巨大なサイズと化したハンマーヘッドを軽々と振り上げ、貴虎に向けて叩き降ろす。




　──ガズガゴン！




　盛大な破壊音が響き渡る。

　ハンマーは半分近くまでアスファルトに埋まり込んでいた。

　なんという物理一辺倒の力技。

　だがそれ故に理屈抜きで強烈。

　まさに〈降り注ぐ衝撃インパクト・レインズ〉だ。

「はぁ……はぁ…………」

　息を荒げた千ち依よりは、持ち手を握り締めたままその場に膝を突く。

　見れば、彼女のゲージは20くらいになっている。

　またしばらく、持ち上げることもできないのだろう。

「おい、大丈夫か？」

「ふん。当たり前でしょう！　この千せん歳ざい院いん千依様が、大丈夫じゃないわけないじゃない」

　会ったときと同じことを言う千依に、ハルキは思わず笑いそうになった。

「……ところで、これ、あいつは大丈夫なのか？」

「え？　どういうこと？」

「どういうって……死なないような加減とか、したのかってこと」

「そ、そんなこと、何も……だ、だってあんたがピンチだって思ったら、思わず──べ、別に心配したとかそういうんじゃないんだから！」

「いや、そういうのはいいから」

　ハルキだって、誰かがあんな状況だったら、思わず身体が動くかもしれない。

　だが、それにしたってこれはやり過ぎだ。

　千依が何の対策もしていなかったというなら、貴たか虎とらは間違いなく──。

「──どどど、どうしよう」

「と、とにかく、奇約武装ゴシツクカースを解除──なっ」

「え、どうしたの──きゃあ！」

　息を止める二人の眼前で、〈インパクト・レインズ〉が持ち上がり、吹き飛ばされた。

　そして、その下からは──

「ああー、あっぶねえ危ねえ！」

　──無傷のままの、貴虎が姿を現した。

　右腕の武装はさすがに一部が割れ、ダメージを受けている様子だ。

　しかし、貴虎自身は、髪型が少し乱れている程度。

　そして──武装も今、ハルキたちの目の前で光を集束するように再生した。

「何をごちゃごちゃ言ってるんだお前ら。俺を殺すつもりで攻撃したんじゃねえのか？　戦うってことはよ、自分以外の誰かを傷つけるってことだろうが。その覚悟も持てねえのに武器振り回してるんじゃねえよ！」

　怒りを爆発させる貴虎。

　まるで獣の咆ほう哮こうだ。

　まさに〈暴虐なる獣爪ランペイジ・クロウ〉の名にふさわしい気性。

　目をつけられた者は、喰くわれるのを待つしかない。

　どうすればいい？

　ハルキと千依、二人の真成駆動パラデイグマで倒せなかったのだ。他にできることなんか──




「まだだ」




　──声がした。

　光の矢が斜め上方から貴たか虎とらの武装にぶち当たり、爆発。

　貴虎は衝撃で、自身が先ほど割り砕いたモヤイ像の辺りまで吹っ飛ぶ。

「ぐぉ……なんだよおぃ！」

　起き上がる貴虎に向けて、今度は連撃を浴びせながら、声が続く。

「ハルキ、お前の奇約武装ゴシツクカースはまだ全力じゃない。よく考えろ。できることがまだあるはずだ」

「綾あや袮ね！」

　駅ビルとは反対方向。高速道路──首都高渋谷線の高架の縁に彼女は立っていた。

「……ねえ、あれ誰なの？　味方なの？」

「まあ、一応、多分……」

　千ち依よりへの返答がものすごく曖昧になってしまうのは仕方がない。

　ハルキは綾袮に言葉を返す。

「けど、さっきは真成駆動パラデイグマを使ってもダメだったんだぞ！」

「それは、真成駆動を使っただけにすぎないからだ。奇約武装とはお前の精神の形。通常駆動では表面的なものにすぎない状態だったそれが、真成駆動で本当の姿となった。自分の精神に応えるんだ。そうすれば──」

「乱入してきやがって！　上等だぜ女ぁ！　だったらてめえから喰くらってやるよ！」

　貴虎が綾袮の言葉を遮る怒り声を発しながら、両腕をクロスさせ身構える。

　この距離から攻撃を……？

　ハルキは、公園での襲撃を思い出す。

　樹々を斬り裂いた斬撃──

「──避けろ！　綾袮！」

「おせえよ！」

　貴虎は両腕を弾くように解放。

　爪から生まれた衝撃波が、バス乗り場の標識やガードレールを破壊しながらサイズを増し、歩道橋と、そこに設置された青看板を破壊。

　そして最後には──首都高の高架に到達。支柱ごとそれをへし折った。

　弓を構えていた綾袮は、かわすヒマもなくその崩落に巻き込まれる。

「っ……千依！　綾袮を頼む！」

「ちょ、え？　あんたはどうするのよ!?」

「こいつを止めるんだよ！」

　綾あや袮ねに向かって駆け出していた貴たか虎とらの前に、ハルキは立ちはだかる。

　再び実体化した〈クラッシュ・レギオン〉で巨大な爪を受け止めた。

「おいおいおいおい！　王子様気取りは構わねえが、もう限界じゃねえのかぁ？」

「…………っ」

　確かに厳しい。

　今も完全に貴虎に押されている──が。

「限界じゃ、ねえさ」

　苦しい呼吸の隙間から、自分に言い聞かせるようにハルキは言う。

「へえ？　ここまで実力差を見せつけられてんのに、まだそう言えるのはすげえな。けどよ、俺は他の適応者グリンズを喰くらって武装を強化してるんだぜ」

「だから自分のほうが強いって言いたいのか？」

「違ちげえよ。それはただの結果だ。俺とお前の決定的な差は、手段を選ばないかどうか、その覚悟の差だ。俺は生き残るために加害者になることを厭いとわない。他ひ人とを傷つけることを恐れない。だから俺は強くなった。だからお前は負けるんだよ」

「そんなことっ……！」

　手段を選ばない覚悟ならハルキにもある。

　アリスを見つけ、助け出す。それが至上の課題だ。

　ハルキは、さっき少しだけ諦めそうになった自分を内心で叱りつける。

　アリスのために、全てを尽くせ。

　少ない知恵と知識と思考を総動員して、現状を打開する方法を考えろ。

〈クラッシュ・レギオン〉の真成駆動パラデイグマでは、貴虎に敵わなかった。

　だが、綾袮は「ハルキの奇約武装ゴシツクカースはまだ全力じゃない」と言っていた。

　──そういえば。

　真成駆動を使用した直後の千ち依よりのゲージは、20くらいしかなくなっていた。

　逆に言えば20％残っていた。

「…………」

　ハルキはゲージを確認する。

　数値は95を超えて、１００に近づいていっている。

　自分は千依に比べれば回復が早いのかもしれない──。

「ぐっ……！」

「どうしたぁ!?　なんか面白いことやらかしてくれるんじゃねえのかよぉ！」

「慌てんなよ！」

　虚勢を張るが、身体は限界に近い。

　貴たか虎とらがあと少し力を加えれば、吹っ飛ばされるか、叩たたき潰つぶされるか──。

　数値は97……98……。

「あ──あぁ、もういいや。待ちくたびれたぜ」

「っ！」

　貴虎が左腕を振り上げる。

　──１００。

「──よしっ」

　ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉の柄つか頭がしらを押し込み、さらに力を加える。

　どうすれば本当の「全力」とやらが出せるのかは分からない。

　綾あや袮ねは「自分の精神に応えろ」と言っていたが……。

　イメージするしかない。自分の力を使い切るイメージ。ゲージを空にして、全てを手にした武器へと注ぎ込むイメージ──。

「うぉっ!?」

　目で追えぬほどの挙動で〈クラッシュ・レギオン〉の刀身が分裂した。

　先ほどの真成駆動パラデイグマのときよりも大きい、銀色に輝く無数の刃。

　それらに込められた、信じられないほど絶大なエネルギーを──

「──いっけえええええええええええええええええ！」

　──手にした本体の振り上げと同時に、一気に解放する。

　貴虎は両腕をクロスし受け止めるが、その勢いは止まらない。

「ぐっ──ぉおおおおおおおおお!?」

　爆発、破壊音、衝撃波──いくつもの現象を連続的に巻き起こしながら、貴虎は背後の駅ビルにぶち当たるまで吹き飛んだ。

　銀色の光が、即座に舞い戻ってくる。

　立ち上る土煙が晴れると、崩落した駅ビルの姿が現れた。

　これを自分がやったのかと思うと少しヘコむ。

　人的被害が出ていないことを祈るしかない。直前にあれだけ破壊が起こっていたのだから、みな避難しているだろうとは思うが……。

　そしてそこに──貴虎の姿はなかった。

「逃げたのか……？」

〈クラッシュ・レギオン〉が分解され姿を消す。

　ウィンドウを見れば、ゲージは完全に０──底をついていた。

　だが、奇約武装ゴシツクカースを手に入れたときや、初めて真成駆動を使ったときのような疲労感は、今はなかった。身体が慣れてきているのかもしれない。

「──綾袮！　千ち依より！」

　二人がいる、崩れた高架の手前の歩道橋のところへと駆ける。

　千ち依よりは階段に腰を下ろし、綾あや袮ねは手すりに背を預け右手を押さえている。

「お、おいあんた、怪け我がしたのか？」

「……問題ない」

　不機嫌そうな表情で答える綾袮。

「──私も大丈夫かって訊きいたんだけど、これしか言わないの。でも、瓦が礫れきが当たってたから、きっと骨が折れてるわよ……」

「マジか……おい綾袮、治療とか──」

「問題ないと言っているだろう。幻夢境界ゴシツクエリアで受けた傷は現実世界には影響しない」

「いや、けど……」

「言ったはずだ。奇約武装ゴシツクカースという呪いカースを得た者は、幻夢境界で死に至ることはない。このデバイスが稼働している間はな。だから──耐えればいいだけの話だ」

「ゴシックデバイスが？　どういうことだ？　安全装置セキユリテイにでもなってるってことか？」

「安全装置か……そうだな。これがあれば、限界を超えて奇き力りよくを使いすぎることはない。奇約武装を完全に破壊されても、元の世界に帰還できる」

「そうなのか……」

　ハルキは安あん堵どの息を吐く。

　だが綾袮は、むしろ表情を厳しくして、

「喜ぶことじゃない。死に至れないということ……死と再生の輪りん廻ねを繰り返すことは、あるいは死以上の恐怖だろう」

「…………」

「それより、あの男はどうした？　倒したのか」

　話を逸らすようにそう言ってくる。

　ハルキは頷うなずき、

「あ、ああ。と思う。けど、逃げられた──」

　その言葉の途中で、ハルキと千依の身体が急に光を帯びた。

　ウィンドウが勝手に閉じていく。

「これは……」

「どうやら、元の世界に戻れるみたいね」

　ハルキは前回はその直前に意識を失ったので、初めて見る現象だった。

「……って、ちょっと。あなたはどうしてそのままなのよ？」

　千依が傍らの綾袮に気付いて問う。

　確かに、変化が起きているのはハルキと千依だけで、綾袮はそのままだった。

　綾袮は気まずそうに目線を落とす。

　──貴たか虎とらが言っていた。

　ＰＣ機関に関わる〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉の七人目。その名前は──神楽坂智とも佳か。

　同じ苗字を持つ綾あや袮ねはつまり……。

　だが、ハルキがそのことを問う間もなく──。




　──ハルキと千ち依よりは幻夢境界ゴシツクエリアから離脱リーヴした。





■






「うーん、上手くいかないなぁ」

　その女は、口ずさむように独り言を呟つぶやいた。

　薄暗い空間──それも、相当に広い。

　天井からいくつものシャンデリアが吊つり下がっているが、その光量はごく弱い。

　空間を主に照らしているのは、大量のエアディスプレイだった。

　それは、ハルキたちが持つ〈ゴシックデバイス〉の操作画面とよく似ていた。

　いくつかのディスプレイの前にはデスクとチェアが置かれ、白衣を着た人間たちがキーボードを操作している。キーボードはデスクに投射されたもののようだった。

　実験用モニタールーム、といった風情。

　だが、建物自体は古めかしい──ゴシック建築の王城のようだった。

　独り言を口にしたその女は、空間の後方、全体より一段高いところにいた。

　彼女自身も白衣を身に着けている。

　彼女の前にはディスプレイもキーボードもなく、代わりにティーセットが置いてある。

　女はポットからカップに紅茶を注いでいた。

　その紅色の液体はしばらく湯気を発していたが、すぐに消えてしまう。

　イラストのレイヤーを一枚削除したように、紅茶だけが一瞬で消失するのだ。

「通常の物質は大丈夫なのに、データを増やすと途端に時間制限が発生する。これじゃ幻夢境界でティーパーティーはまだまだ難しいなぁ」

「──神楽坂主任！」

「うん？」

　不意に呼びかけられ、女は視線を向ける。

「──す、すごいです。〈クラッシュ・レギオン〉の奇き力りよく値が表示可能域を突破……他の奇約武装の十倍を超えていますっ！」

　動揺しながら報告を行う人物の正面には二つのディスプレイ。

　一つは、明らかに異常事態を示す、赤色で明滅する折れ線グラフ。

　もう一つは、渋谷駅の西口前の様子を映したリアルタイムの映像だった。

　そこでは、ハルキが貴たか虎とらに向かい〈クラッシュ・レギオン〉の「本当の全力」による一撃を放ったところだった。

「エネルギーの変換効率も群を抜いています。これは……適応者グリンズどころじゃない──奇獣ジヤバウオツク並みです！」

　別の研究員も声を上げる。

「藍らん条じようハルキ……彼が今回、最大のイレギュラーだな」

「ああ。天てん藤どう貴虎もかなりの数値を叩たたき出しているが、前回もっとも良い数値を出した彼女には及ばない」

　──そもそもは藍条ハルキが、ミッション８より先に９をクリアしたのが、彼に注目するきっかけだった。

　ミッション８「奇約武装ゴシツクカースの真の力を解放しよう！」

　ミッション９「奇約武装で奇獣を倒そう！」

　なぜミッションをこの順番にしたのかと言えば、これまでの実験から考えれば、奇約武装の真成駆動を用いなければ奇獣を倒せないはずだったからだ。

　だが、藍条ハルキは通常駆動で奇獣を倒してみせた。

　そして、さらには先ほどの結果だ。

　一度目の真成駆動──大蛇ヨルムンガンド型の奇獣を倒した際、彼は奇き力りよくを10％ほどしか消費しなかった。

　それで他の適応者の真成駆動と同等の威力を発揮したのだ。

　二度目──貴虎を撃退した最前の攻撃では、綾あや袮ねの示唆で、全力を発揮した。

　前回の十倍の数値を叩き出したのだ。

「主任！　これはすごいことに……主任!?」

　彼女の方を見た研究員が驚きよう愕がくの声を上げる。

　彼女は、自分の前に並べていたティーセットを片っ端からデスクに叩き付つけて割り、その破片を、まるでクッキーかなにかみたいに食べようとしていた。

　啞あ然ぜんとする研究員たちを無視して奇行を続ける彼女。

　だが、破片は、彼女の口に入る直前で、先ほどの紅茶のように消失した。

「やっぱダメか──どうも、接触と摂取の間にデータ量の線引きがあるみたいだねぇ。うーん……ん？」

　と、そこでようやく彼女は、部屋中の人間が自分に注目していることに気付いた。

「ああ、いいよいいよ。今の結果で、今後の展開は大体分かったから。あとは予定通りに君たちが進めてよ。細かい解析やら調整やらは僕より皆の方が得意なんだからさ」

「はぁ……」

　丸投げされた彼らは、困惑気味に互いを見る。

　そんな部下たちを無視するように、彼女は自分の前に散らばった破片を全部デスクから床に落とすと、ディスプレイを起動した。

「思いついた。せっかく現れたイレギュラーな王子様に、活躍の場を与えてあげようか」

　まるで子供のように楽しそうな笑みを浮かべながら、キーを叩たたく神楽かぐら坂ざか。

　それに合わせて、正面に新たにディスプレイが表示される。

　それは〈ゴシックデバイス〉のディスプレイのプレビュー表示だった。

　その「ミッション」のウィンドウに、新たな項目が追加される。




　──EXTRA MISSION

　アリスミラー城に囚われたアリスを助け出そう！




「不思議の国にいないはずの王子様。君はアリスを助け出すことができるかなぁ？」

　神楽坂は歌うように呟つぶやく。




　──彼女の実験は、順調に進行中だった。
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第５話　真相ロトスコープ







「綾あや袮ね、ちょっと話がある」

　昼休み。

　ハルキは２‐９の教室へ行き、そう言い放った。

　自分の席で弁当を広げようとしていた彼女は、彼の顔を見て目を丸くしていたが、すぐに小さく溜ため息いきを吐くと、弁当を包み直して手に持ち、入口のところまで歩いてきた。

「……どういうつもりだ」

「どういうって、だから話を」

「呼び出しにもやり方というものがあるだろうがっ。これではまるで……」

「あ？　なんだよ──」

　と、そこでようやくハルキは気付く。

　２‐９の生徒が自分たちに興味津々な視線を向けている。

　ヒソヒソと交わされる会話の声は聞こえないが、その中身はなんとなく想像がついた。

「……悪い。そこまで考えが回らなかった。誤解を解いて──」

「もう手遅れだ、バカっ」

　早足でその場を去ろうとする綾袮の顔は、いつの間にか真っ赤になっていた。
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　──貴たか虎とらを撃退したあと、ハルキは再び現実世界へ戻ってきた。綾袮と会話していた図書室だ。

　一回目と同じく、幻夢境界ゴシツクエリアで過ごした時間に比べて、こちらの時間経過は遅れていた──７分程度だ。

　ちょうど予鈴が鳴り、ハルキは慌てて教室に向かった。

　綾袮の姿はなく、千ち依よりもいなかった。

　千依は転移フオール前に自分がいた場所に戻ったのだろうが、問題は綾袮だ。

　幻夢境界へ飛んだときもその場にいなかったし、戻ってきたときも姿がない。

　それに、ハルキと千依が現実世界へ戻ろうとしているとき、彼女には変化がなかった。

　やはり彼女だけがイレギュラーな存在なのだ。







　授業中、ハルキは貴虎が口にしていた神楽かぐら坂ざか智とも佳かという名前について調べてみた。

　分かったのは、彼女が元々「リデル」というゲームメーカーに勤めていたということ。

　そして、五年前に彼女が退社した直後、そのメーカーは倒産し、社員全員が行方不明になったということ。

　貴たか虎とらの兄はこの会社に勤めていたのだろうか？　そして神楽かぐら坂ざか智とも佳かという天才に関わった代償として「壊された」……。

「五年前、か……」

　それはＰＣ機関に〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉の七人目が加わったのと同じ年だ。

　やはり、貴虎の言う通り神楽坂智佳がこの〈ゴシックデバイス〉に関わっていると考えるべきだろう。

　次に、〈七碩罪〉で検索してみるが、解説しているページは見当たらない。

　前に見たプレザンス・コミュニケーション社の解説ページのように、謎の天才集団として名前が載っている程度だ。

「うーん……お、これは？」

　だいぶ下の方までスクロールしたところで〈七碩罪〉とだけ書かれた検索結果を発見。クリックしてみる。

　真っ黒な画面に白い文字が並んでいるページに切り替わった。




〈七碩罪〉

　書架回廊ビブリオルーレツト

　愛の庭アイロニカルエツジ

　再来の再来リピートリピート

　強制冷凍フローズンフアイル

　雑音階ノイジーヒエラルキイ

　害念外イーヴルアウト

　有限の始原プリミテイヴリミツト

　裏側マイナスに触れたくば、裏側に堕ちよ。




「……なんだ、このページ」

　この文字以外には何も書かれていない。

　羅列された名前は、千ち依よりが言っていたものと──多分──同じようだが……。

　リンクが貼ってあったりもしないようだ。

　諦めて、検索結果のページに戻ろうとしたとき──

「え──」

　音もなく、スマホの電源が切れた。

　バッテリーがなくなった感じじゃない。充電は充分だった。

　電源ボタンを押してみるが、なんの反応もない。

「くそ、なんだってんだ」

　たまたま壊れた？

　否──今のページを見たせい。ハルキにはそんなふうにしか思えなかった。
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　結局それ以降スマホは起動せず、ハルキはおとなしく授業を受けるしかなかった。

　そして昼休み、担任に神楽かぐら坂ざか綾あや袮ねのクラスを聞き出して、乗り込んだというわけだ。

　──今、二人は校舎裏にあるベンチに並んで座り、お昼を食べていた。

　傍はたからは恋人同士にしか見えないだろう。

　せめてもの救いは、この場は日当りが悪いので人気がなく、他の生徒がほとんどいないことくらいだろうか。

　綾袮の昼食は、典型的な、女子らしい、可愛らしいサイズの弁当だ。厚焼き卵なんか見た目からふわっとしていて美味しそう。

「な、なんだ。じろじろ見おって。やらんぞ」

「あ、いや、そういうわけじゃ……」

「やらんぞ！」

　綾袮は弁当箱を持った手を高く掲げた。

「別に取らねえよ」

　ハルキは溜ため息いきを吐きつつ自分の昼食を食べる──購買で買った焼きそばパンだ。

　……今度は綾袮がこちらをじっと見てくる。

「…………どうした」

「い、いや、別に」

「……あんたこそ食べたいんじゃないのか？」

「ば、バカなっ、人の食事を横取りしたいなど……ただ、今まで食べたことがないので珍しいだけだ！」

「食べたことないのか、焼きそばパン!?」

「ふ、ふん。炭水化物を炭水化物で挟むなどという栄養学的に意味の分からない組み合わせの食べ物など食べる気にならんな！」

「ふーん……」

「…………（じーっ）」

「おい」

「……どうした？　私のことは気にするな（じ───っ！）」

「気にしないでいられるわけねえだろっ!?」

　ハルキは焼きそばパンを綾あや袮ねに差し出す。

「な、なんのつもりだ？　私はそんな炭水化物を炭水化物で──」

「それはさっき聞いた！　──交換だよ。代わりにあんたの弁当のおかずを分けてくれ」

「！　そ、そんなに言うなら……仕方ないな。交換してやらんこともない」

　と言いながら凄い速度でハルキの手から焼きそばパンを奪い取る綾袮。

　ハルキは呆あきれつつ綾袮の弁当箱から厚焼き卵をもらう。

「──お、美味い。これ、あんたが作ったのか？」

「当たり前だ」

「すげえな──」

　意外と言ったら怒られるかもしれないが意外だ。

　幻夢境界ゴシツクエリアで戦う姿ばかり見ていたから、こういう日常的な活動をしているというのが不思議な感じだった。

「おお……これはっ……夢のコラボレーション……まさに禁断の……！　むむぅ……っ」

「黙って食えよ……」

　何か口こう腔こう内で革命が起きているらしい。
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　まあ、気に入ってくれたのなら、わざわざ呼び出した甲か斐いもあったというもの……。

「……ってそうじゃねえよ！　なんでのんびり仲良く昼飯の交換なんかしてんだ！」

「したいと……むぐむぐ……言ってきたのは……むぐむぐ……お前ではないか」

「いや、そうだけどな……」

　いまいち緊迫感に欠けるが、だからといって「今は止めておこう」というわけにもいかない。ハルキは思い切って切り出す。




「──神楽かぐら坂ざか智とも佳かってのは、あんたの家族か？」




「！　どうしてその名前を……」

　一気に空気が緊迫した。

　どうやら正解だったようだ。

「……天てん藤どう貴たか虎とらが言っていた。自分の兄は〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉の七人目、有限の始原プリミテイヴリミツト・神楽坂智佳に殺された……壊されたって」

「…………」

「話してもらうぞ。知ってるんだろ、アリスがどこにいるか」

「…………私は知らない」

「噓うそつくなよ！　アリスが前回の実験のときに〈ゴシックデバイス〉で幻夢境界ゴシツクエリアに行ったのは確実なんだ。だったら──」

「聞いてくれっ。確かに神楽坂智佳は私の姉だ。〈ゴシックデバイス〉を使って実験を行っているのも、姉が率いる研究チームだ。だが、私はその関係者ではないっ」

「そんなこと……信用できるわけねえだろ！」

「……っ！」

「関係者じゃないなら、なんで〈ゴシックデバイス〉を持っている？　なんで幻夢境界をうろついている？　実験に協力して、オレたちを監視するためじゃないのか？」

「違う──私も、姉とは二ヵ月前から連絡が取れないんだ」

「だから、どうやってそんなこと信用しろって──」




「──彼女の言っていることは本当よ」




　不意に、二人の背後から声がした。

　振り向くと、そこには朝、幻夢境界で一緒だった少女──千せん歳ざい院いん千ち依よりの姿があった。

「お前、どうしてここに……それに、なんでそんなことが分かる？」

「あんたたちの居場所は制服を見れば分かるわよ。彼女に関しては……調べたのよ。千歳院家のデータベースにアクセスしてね」

　千ち依よりは綾あや袮ねの方を睨にらみつつ、

「神楽かぐら坂ざか綾袮……天才ゲームプログラマー神楽坂智とも佳かの妹。両親は早くに亡くなり、姉妹二人で暮らしている。神楽坂智佳はゲーム制作会社『リデル』を五年前に退社。直後ＩＴ企業プレザンス・コミュニケーション社に入社。同社の商品開発に携わる」

「ゲームプログラマー？」

「そ、表の顔はね。その実〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉の七人目、有限の始原プリミテイヴリミツトの正体だというのは裏側マイナスでは有名な話。ずっと独立して活動していたけれど、五年前になぜか突然ＰＣ機関に加わった。そのころに幻夢境界ゴシツクエリアが発見され、彼女がそれに興味を持ったと考えるのが自然ね」

　千依は綾袮を見て、

「綾袮、あなたは、二ヵ月前に姉が姿を消してから、何度もプレザンス社に出向いて行方を尋ねている。けど、まったく手かがりはなしのようね」

「…………」

　綾袮は千依の追及に沈黙を保っている。

　千依の言葉が正解だからだろうか。それとも……？

　だが千依は、それ以上綾袮を追い詰めることなく、

「なんで、話してくれなかったのよっ！」

「！　どうした千依、いきなり？」

「さっきの戦闘のときよ！　この千せん歳ざい院いん千依様が心配して声をかけてるのに、大丈夫しか言わないし！　何訊きいても『お前は何もするな』しか言わないし！」

　千依はつかつかと綾袮に近づいて、彼女に摑つかみ掛かった。

「お、おい──」

「私は一人っ子だから、兄弟がどういうものか分からないわ。けど、一緒に暮らしてる家族が突然いなくなったらどんな気持ちになるかくらい想像できる。そんな状況で、あなたは……どうしてたった一人で全部なんとかしようとしてるのよ！」

「っ……」

「頼りなさいよ！　私たちだって、この指輪をどうにかして、幻夢境界に行かなくて済むようにしたいんだから」

「……だが」

「言い訳なんか聞きたくないわ。先輩の言うことは聞くものよ！」

　この際先輩とか後輩とかは関係ないと思うが……というか……。

「え、千依って何年生なんだ？」

「三年生よ！　見れば分かるじゃないっ」

「分かんねえよ！」

　むしろ中学三年生のほうが納得いくレベルだ。

「マジかよ……完全に一年だと思ってた」

「んなっ、あんた、それでずっとそんな口調だったわけ!?　しょせん庶民だから口のきき方もなってないんだと思ってたわ」

「敬語くらい使えるっての……」

　しかし、今更口調を変えるのも気持ち悪い。

　というか、敬語を使うのはなんか癪しやくだった。

「──って、今はそんな話じゃないの！　綾あや袮ね、あなたが──ねえ、どこ行くのよ!?」

　いつの間にかハルキたちから離れていた綾袮は、振り返って、溜ため息いき混じりに言った。

「──場所を変えよう。ここでは目立ちすぎるだろう」

「場所をって……もうすぐ昼休み終わるぞ？」

「放課後まで待つつもりか？　言っておくが、姉は授業中だとか人前だということは構わず実験を再開させるかもしれないぞ。あの人は、そういう人だ」

「「…………」」

　そんなふうに言われれば、ついていかないわけにはいかなかった。
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「先ほど千ち依よりが言っていたように、私の姉──神楽かぐら坂ざか智とも佳かは二ヵ月前から行方不明だ」

　コーヒーを口にしたあと綾袮は言った。

　学校の最寄り駅に近い喫茶店に、三人は来ていた。

　制服で入って何か言われるかと思ったが、店主らしき老人は何を問うでもなく、静かに注文を取り、静かに飲み物を置いていった。

　ちなみにハルキはこの喫茶店に入るのは初めてだ。

　コーヒーの味も紅茶の味もよく分からない。綾袮のようにブラックで飲んだりもできない。ハルキのカップの中身はミルクと砂糖ですっかり明るい色に変わっていた。

「それまでは、ずっと家に帰ってきてたのか？」

「いや……もともと、会社に泊まりこんで数日帰ってこないこともよくあった。だから、初めはいつものことだと思っていたんだ。だが、一週間経ってさすがに変だと気付いた。そこで初めて、電話もメールもつながらないことが分かった」

「つまり、神楽坂智佳が意図的に連絡を絶っていた、ってことね」

　と千依。彼女はオレンジジュースを飲んでいる。やっぱり子供なんじゃないだろうか。

「警察には知らせなかったのか？」

「いや……その前に姉の部屋で手がかりを探していて、幻夢境界ゴシツクエリアや奇約武装ゴシツクカースに関する資料を見つけた。〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉や〈五ご桁こう家〉とＰＣ機関について知ったのもその時だ。警察に話してもムダだと思ったよ」

「確かにな……」

　精神界の裏側マイナスと物質界の裏側、そしてもう一つの東京……警察に話したらそのまま別の場所に連れていかれそうだ。

「じゃあ、そのあと、どうしたんだ？　自力でなんとかしようとしたのか？」

「ああ。幸い姉はかなりいい加減でな。実験に関する資料がパソコンに保存されたままになっていた。そこから被験者のデータを調べ、一人一人当たっていった。奇約武装ゴシツクカースを手に入れたあとゲームオーバーになっている者ばかりだった」

　それが前回──アリスと同じ被験者たちだ。

「……ってことは、前回『ゲームクリア』できたやつはいないのか？」

「みな奇獣ジヤバウオツクに倒されて、現実世界に戻ってきたと言っていた。前回使われた〈ゴシックデバイス〉は試作段階で、奇約武装の制御があまり上手くできなかったのが原因のようだ」

　ハルキたちが使っているのは、その経験を生かした改良型ということか。

「みんなで警察に駆け込んだりしなかったのか？　さすがに指輪を外せない被害者が何人もいたら、無視されたりしないだろ」

「バカね」

　と千ち依より。

「〈七碩罪〉と〈五桁家〉が関わってるのよ。もみ消されるに決まってるわ」

「それにしたって……」

　と、そこでハルキはだいぶ前に千依にしていた質問を思い出した。

「──そういや、千依。お前はどうなんだよ」

「どうって？」

「お前だって千せん歳ざい院いん家──〈五桁家〉の人間なんだろ？　そのことをＰＣ機関に言えば、何らかの対応はしてもらえるんじゃないか」

「それは……その、ほら、あれよ、あれ？」

　あれ、と言われても困る。

　ハルキがじっとりとした視線で見てやると、千依は不自然な汗をだらだら流し始めた。

　綾あや袮ねが言う。

「──分家なのだろう？」

「ひゃわーぁ！」

「〈五桁家〉はどこも「わあわあ！」分家が存在する。分家は同じ姓を有しているが各家の「わあああああ！」先遣隊のようなもので、不可侵のルールには抵触しない「いーやー！」と姉の残したデータに「きゃああああ！」おい千依、騒ぐと他の客の迷惑になる」

「…………」

　千ち依よりがやかましくて聞き取りにくかったが、大体事情は分かった。

「お前……実は大してお嬢様じゃないんじゃねえの？」

「ぶ、無礼なことを言わないでよこの庶民！　分家とはいえ千せん歳ざい院いん家、あんたたち庶民とは違うのよ！」

「その言い方はかえって小物臭いぞ……」

　残念お嬢様だった。

　一人落ち着いたままの綾あや袮ねが話を戻す。

「誰も警察に言わなかったのは、ゲームオーバーの際に出た表示のせいでもある。『もし幻夢境界ゴシツクエリアのことを誰かに話そうとすると、このデバイスは一度だけあなたを幻夢境界へ送ったあと壊れてしまいます』と書かれていたそうだ」

「幻夢境界に置き去りにされるってことか……」

「ああ。本当にそういう機能が実装されているのかどうかは確かめようがなかったが」

　事実かどうかは問題じゃないだろう。

　もしかしたらそうなるかもしれない……それだけで脅迫としては充分だ。

「ひょっとして……あんたがオレたちに事情を話さなかったのも、そのせいか？　もしオレたちが警察に駆け込もうとしたらって……？」

「ああ、そうだ」

「マジかよ……」

　ハルキは綾袮の言動を思い出す。

　初めて姿を見せたとき、渋谷駅前で奇獣ジヤバウオツクに倒されそうになったところを助けてくれたとき……なんというか、

「……もうちょっとマシな言い方できなかったのか？」

「ど、どういうことだっ？　悪いのはお前じゃないか。動くなと言っているのに勝手に動くし──」

「だから、言い方のせいなんだって。あんな芝居がかった登場して、芝居がかった口調で言われたら、ゲームの演出かなって思うし」

「芝居……演出……っ！　仕方ないだろう！　これが私の素なんだっ」

　真っ赤になって机を叩たたく綾袮。可愛い、というか、ちょっと面白い。

「じゃあ、最初のとき、すぐにオレの前からいなくなったのは？」

「……他の場所で、すでに奇獣に襲われている者がいたから、そちらを優先したんだ」

「なるほど……」

　この少女は、たった一人で幻夢境界中を飛び回って、プレイヤーを助けていたのか。

　千依じゃないが、それこそ誰かを頼れと言いたくなる。

「──その〈ゴシックデバイス〉はどうやって手に入れたんだ？　オレたちのとは違うんだよな、それ」

「これは、前回デバイスを送られたが使用していなかった被験者から預かったんだ。多少プログラムを書き換えて、私の都合で行動できるようにしてある」

「プログラムの書き換えなんてできるのか？　すごいな」

「試作段階だからガードが甘かったんだ。そちらの新しいのはさすがに無理だろうな」

「いや、そういうことじゃないんだが……」

　書き換えられる技術自体が凄いと思ったのだけど……綾あや袮ねにとっては普通のことなのだろうか。天才の妹はやはり天才なのか。

「……まあいいや。で、もう一つ訊ききたいことがある」

　とハルキは、意を決して言う。

　正直怖い。だが、訊かないわけにはいかない。

「前回の被験者で、奇約武装ゴシツクカースを手に入れたあとゲームオーバーになったやつはこっちに戻ってきてるって言ったよな？　でも、オレの妹は……アリスは戻ってきていない。あいつはどうなったんだ？」

「それは……分からない。前回のプレイヤーのうち、奇約武装を手に入れる前にゲームオーバーになったらしい者は全員、現実世界には戻ってない。幻夢境界ゴシツクエリアでも行方が分からない。〈ゴシックデバイス〉でも反応がないんだ」

「そんなっ……！」

「あるいは……奇約武装を手に入れたとしても、なんらかのトラブルで幻夢境界から抜け出せないということも考えられる。その場合は、死んでいる可能性はないだろうが……」

「冗談じゃねえぞ！」

　何度か綾袮の口から聞かされた。

　幻夢境界では死ぬことはないと。

　奇約武装と〈ゴシックデバイス〉の効果で完全な消滅は回避され、プレイヤーは死と再生を繰り返すことになると。

　妹アリスがそんな状態にあるかもしれないと聞いて、それなら良かったと安心できるわけがない。

「そんな無責任な話があるかよっ！　あいつは、ゲームが好きで、プレザンス社から新型ゲームのモニターだって言われて、喜んで参加したはずなんだ……なのに、あんな世界に送られて、どうなったか分からないとか、ふざけんなよ！」

「ハルキ！」

　千ち依よりにぐいと袖を引っ張られる。

「綾袮に怒鳴ったってしょうがないでしょ」

「っ……そうだな。悪い」

「──いや、気にしないでくれ。姉を止められなかった私にも責任はある」

「止められなかった？」

「姉は昔から、自分のやりたいことしか目に入らない人間なんだ。他人がどうなるかを考えない……いや、考えていないわけではないのだろうが、優先順位が低いんだろうな」

「それは……分からないでもない。オレの妹だって、趣味のゲームに嵌はまり出してひどいことになったりする。けど、それとは問題のレベルが──」

「分かっている。だから、」

　と綾あや袮ねはハルキを遮り、

「これは私がなんとかするべき問題だ。ハルキ、お前の妹も、幻夢境界ゴシツクエリアのどこかにまだいるなら、私が見つけ出す。だから、もうお前はこれ以上戦うな。千ち依よりもだ」

「だから！　なんでそうなるのよ！」

　今度は千依が大声を上げた。

　そろそろ店を追い出されても文句は言えないだろう。

　だが、この場はハルキは千依に同意だった。

「そうだぜ。ここは協力して事態をどうにかする展開だろ？」

「ハルキも千依も巻き込まれた被害者だろう。そんなことはさせられない」

「いや、だから……」

　なんだか、初めて会ったときからずっと同じ議論を堂々巡りしている気がする。

　頑かたくな、というか、責任感が強すぎるのだ、この少女は。

　自分が姉を止めなかったせいで今の事態が起こってしまった。

　だから、自分が全て解決しなければいけない──そんな風に考えているのだろう。

「あのな……」

　とハルキは口を開きかけて──しかし。

　ハルキと千依、二人の〈ゴシックデバイス〉が発光した。

　何度目かの、全身を巡る奇妙な感覚。

　綾袮が、まるで祈るように言ってくる。

「頼むから──何も、しないでくれ」

　そんな言葉を聞きつつ、ハルキと千依は転移フオールした。




　──そして、これが最後の転移となる。





第６話　封印ペンタクルス







　ハルキと千ち依よりは喫茶店の前の通りに立っていた。

　周囲の町並みは灰色──再び、幻夢境界ゴシツクエリアだ。

「綾あや袮ねは……いないわね」

「どこか別の場所で転移フオールして、オレたちに迷惑かけないように行動するつもりなんだろうな」

　もうあれは、口でいくら説得してもムダだろう。

　ハルキは〈ゴシックデバイス〉のディスプレイを表示させる。

「どうするの？」

「ミッションを確認する。新しいミッションが出てれば、あいつはそれを一人でこなしてゲームクリアに近づこうとするだろ。早くゲームを終わらせるために──」

　と、説明の途中でハルキは言葉をつまらせた。

　ミッション画面を表示したとたん、とんでもない文字が目に飛び込んできたからだ。




　EXTRA MISSION

　アリスミラー城に囚われたアリスを助け出そう！




「アリス……！」

　偶然……否、まさかそんなはずはないだろう。

　どう考えても、ハルキに喧けん嘩かを売ってきたとしか思えない。

「くそっ……」

　怒りが湧き起こる。

　が、同時に喜びと、安あん堵どのようなものも感じていた。

　これまでまるで見えなかった道筋──妹アリスを助け出す手がかり──それがようやくこうして姿を現してくれた。

　たとえ、神楽かぐら坂ざか智とも佳かの策略だとしてもだ。

「アリスミラー……『鏡の国のアリス』ってことかしら？」

「ん？　どういうことだ？　──そういえば前も、これが『アリス』モチーフのゲームとか言ってたよな」

「何よ、気付いてなかったの？」

「いや、ミッションクリアでもらえるカードがトランプの兵隊だってのは分かるけど、他に何かあったか？」

　ぶっちゃけ『アリス』の内容なんてほとんど覚えていない。

「仕方ないわね、この千せん歳ざい院いん千ち依より様が教えて上げるわ」

　と偉そうに人差し指を立てるお嬢様。

「奇獣ジヤバウオツク……ジャバウォックっていうのは『アリス』の中で名前の出てくる怪物のことね。登場はしないからどんな姿かは分からないんだけど。あと適応者グリンズのグリンはニヤニヤ笑いって意味だから、多分チェシャ猫のことなんだと思う」

「なるほどなぁ……それってつまり、この〈ゴシックデバイス〉の制作者っていうか、この幻夢境界ゴシツクエリアを発見したやつが名付けたってことだよな？」

　ハルキは、今朝──もう随分前のことみたいに感じるが──図書室で『不思議の国のアリス』を読んでいた綾あや袮ねを思い出す。

「──じゃあゴシックってのはなんなんだ？　奇約武装ゴシツクカースってのもそうだけど、『アリス』とゴシックってなんか関係あるのか？」

「それは分からないけど……ここがゴシックって言われるのは、多分あれのせいだと思うわ」

　と、千依は指を上に向けた。

　灰色の空。そこには、蜘く蛛もの巣のような巨大な構造物が走っている。

「……飛梁フライング・バツトレスか」

「なんだ、知ってるんじゃない」

「今朝たまたま調べたんだよ。ゴシック建築の特徴的な構造物……だっけか？」

「そうね。まあ、現物はあれとはだいぶ違う形だけど、雰囲気はよく似ているわ」

「じゃあ、あれを見て〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉の誰かがゴシックをイメージしたのか……？」

　それだけなのだろうか？

　あの蜘蛛の巣から飛梁を連想して、ゴシック建築と結びつけた……それはちょっと話が飛躍しているように感じる。

　──と、千依がエアディスプレイに視線を戻しながら、

「それよりさ……これってやっぱり、上のミッションを全部達成しろってことよね」

「ん？」

　言われてハルキは、エクストラの他にもミッションが追加されていると気付いた。




　MISSION 11

　第一の封印を解こう！




　MISSION 12

　第二の封印を解こう！




　MISSION 13

　第三の封印を解こう！




　MISSION 14

　第四の封印を解こう！




　MISSION 15

　第五の封印を解こう！




　MISSION 16

　共同ミッション！　五体の奇獣ジヤバウオツクを倒して封印を解き、アリスミラー城を出現させよう！




「封印っていうのは、どこにあるのかしら？」

「マップに表示されてるんじゃないか」

　ハルキと千ち依よりは、それぞれマップ画面を開く──その通りだった。

　数字付きの鍵穴マークのポイントが五ヵ所。

　第一の封印は渋谷駅前。

　第二の封印は新宿駅前。

　第三の封印は池袋駅前。

　第四の封印は東京駅前。

　第五の封印は秋葉原駅前。

「……ねえ、マズくない？」

「ん？　何が？」

「今、池袋駅と渋谷駅に赤い点が一つずつ移動してってるんだけど」

「っ！」

　千依の言う通りだった。

　マップの五ヵ所の封印のうちの二つに向かって、移動する点が二つ。それは他のプレイヤーを示す光点だ。他にプレイヤーは見当たらない。

「一つが綾あや袮ね、もう一つは貴たか虎とらか……。もうオレらしか残ってないんだな」

「どっちも、一人で封印を解くつもりなのよっ」

　無茶だ。

　オンラインＲＰＧやなんかで、複数のプレイヤーでミッションに挑む理由は何か。

　倒すべき敵が強いからだ。

　一人では到底倒せないモンスターを、能力の違うプレイヤーたちと協力して倒すのが醍だい醐ご味みになるからだ。

　おそらくは、この共同ミッションも──。

「──オレは池袋に行く。千ち依よりは渋谷に向かってくれ。ヤバそうだったら綾あや袮ねを助けるんだ」

「あの男の方だったら？」

「そうだな……」

　ハルキは貴たか虎とらの言葉を思い出す。

　神楽かぐら坂ざか智とも佳かに兄を「壊された」という彼の言葉。




　──被害者になるのがイヤなら、加害者になるしかない。




「…………」

「ハルキ？」

「また攻撃してくるかもしれない。ヤバそうだったら逃げろ。でももし会話するタイミングがあったらこう伝えてくれ──」





■






　──うるぉおおおおおおおおおおあああああ!!




「くっ……」

　綾袮はいったん退避して、絶叫する奇獣ジヤバウオツクから距離を取った。

　三車線道路の間にある、小島のような分離帯に立つ。

　今や、池袋駅の東口前は、地獄のような光景だった。

　そこらじゅうのアスファルトを突き破って無数の触手が蠢うごめいている。

　本体らしき頭部は、触手たちに囲まれて守られている。

　円形の、風船のような頭。真っ黒な穴のような目が二つ。

　頭の下には針金のように細い支柱が幾本も伸び、地面に突き刺さって頭を支えている。




　──ううううるるるろおおおおおおおおあああ!!




　奇獣の絶叫と共に、無数の触手が綾袮を狙う。

　綾袮は分離帯から地下道入口の屋根に飛び移った。

　だが、そこにも地面を突き破って触手が襲いかかり、移動を余儀なくされる。

　──この触手が厄介だった。

　綾あや袮ねが池袋駅前に辿たどり着いたとき、奇獣ジヤバウオツクは頭部と支柱だけの姿だった。

　しかし、綾袮の狙撃に反応して触手が何本も出現し、襲いかかってきた。

　退避はできたが、触手の増加は留とどまることを知らず……そして今に至る。

　次の射撃のためにエネルギーを溜ためたいところだが……。

　前回、天てん藤どう貴たか虎とらの攻撃で怪け我がした右腕が、まだ完治していない。

　幻夢境界ゴシツクエリアでの負傷は、現実世界の肉体には影響しない。

　だが、いったん現実世界に戻ればリセットされるわけではないのだ。

　現実よりは遥はるかに少ない時間で完治するが、さすがにまだだった。

　この怪我で全力を出すのは無理だ。

「くっ……この、寄るなっ」

　綾袮は接近してくる触手に矢を放つ。

　エネルギーの蓄積なしでも、触手をちぎり飛ばす程度の威力はある。

　だがそれだけだ。触手は後から後からいくらでも現れるし、どれだけ追い払ったところで、本体にはダメージを与えられない。奇き力りよくを消費するだけだった。

「く、そっ──ひゃぁっ！」

　いつの間にか忍び寄っていた触手に両足を締め付けられ、宙に逆さに吊つり下げられる。

「こ……のっ！」

〈ボルト・フライヤー〉を振り回すが、その腕も別の触手に動きを封じられてしまう。

　手から、奇約武装ゴシツクカースが滑り落ちる。

「あ、ぐっ……！」

　全身を締め付ける圧迫感。

　ひときわ太い触手が首に絡み付き、その感触に鳥肌を立てるのもつかの間。

　すぐに、ゾッとするような息苦しさが綾袮を襲った。

　生命の危機を感じる。

　思考が一瞬でまともでなくなり、パニック状態。

　視界が狭まり、周囲が真っ黒に塗りたくられる。

　……もし、このまま絞め殺されたら。

〈ゴシックデバイス〉が安全装置セキユリテイとして働き、死ぬことはないだろう。

　だが、奇獣による蹂じゆう躙りんは終わるわけではない。

　死と再生とが、この場で延々と繰り返されることになる。

　それこそが、この幻夢境界の呪い。

　死に至れない恐怖。

　否──もう、恐怖すら感じなくなり、意識が遠くへ──




『お姉ちゃん』

『なんだい、綾あや袮ね？』

『アリスのお姉ちゃんは「不思議の国のアリス」にいたのに、どうして「鏡の国のアリス」には出てこないの？』

『ふむ。いいかい綾袮。姉というのはね、いつかいなくなってしまうものなのだ』

『ふぇ……じゃ、じゃあ、智とも佳かお姉ちゃんも？　いなくなっちゃうの？　そしたら私、ひとりぼっちだよ……っ』

『あー、ごめんごめん。冗談、冗談だよ綾袮。僕はどこにもいなくなったりしないさ』

『ほんと？　ほんとに？』

『もちろん。僕が綾袮との約束を破ったことなんてあるかい？』

『あるよ……たくさんあるよ…………』

『そうだっけ……？　いやいや、今度は本当だ。だいじょうぶだいじょうぶ──』




「はあああああああああああああああぁ！！！！」




「っ！」

　絶叫に、意識が引き戻される。

　今のは夢だろうか？

　過去の再生は、身体の感覚が戻ってくると同時に消えていった。

　全身の圧迫感がなくなる。

「お前……」

「バカ野郎っ！　だから一人で全部背負い込もうとするなって言っただろうが」

　藍らん条じようハルキが、綾袮の身体を抱きとめるように支えていた。





■






　ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉を振り、周囲の触手の群れを斬り払う。

「お、おい、いい加減放してくれ。もう大丈夫だ」

「ああ、悪い」

　ハルキはずっと抱えたままだった綾袮を解放する。

「……何度言えば分かる。これは私の問題なんだ。私がなんとかするべき──」

「あんたなぁ……あんなことになってたのに、まだそんなこと言うのか。共同ミッションって書いてただろうが。あの奇獣ジヤバウオツクは一人じゃ倒せねえってことなんだよ。システム的に無理なものまで誠実さで乗り切ろうとするのはただのバカだぞ」

「バカっ、とはなんだ！　私は……っ！」

　綾あや袮ねはいきり立つが、ハルキは撤回するつもりはない。

　協力プレイが前提のオンラインＲＰＧを、全部ソロプレイでクリアしようとしているようなもんだ。

　そんなもの、意地や根性さえ通り越してバカとしか言えない。

「気持ちは分かるが、今はこの場を切り抜けようぜ」

「……分かった」

　仕方ない、という様子で頷うなずく綾袮。

　ハルキは苦笑。

　こいつを納得させるには、協力が不可欠だと実感してもらうしかないようだ。

「綾袮、あんたの矢はどのくらい撃てる？」

「〈ボルト・フライヤー〉だ──頻度を調整すればいくらでも撃てる。だが、全力で撃つには溜ためが必要だし、速射を続ければ先に奇き力りよくが尽きてしまう」

「その怪け我がじゃ、今は全力で撃てないんだろ？　無理するな」

「っ！」

　悔しげに顔を赤く染める綾袮に、ハルキは続ける。

「だったら、可能な限り連撃を行ってくれ。ここから、あの本体までオレが通り抜ける道をつくって欲しい」

　ハルキは、円形の奇獣の頭部を睨にらみつける。

「道ができるまでは、オレが通常駆動であんたを護る。道ができたら真成駆動パラデイグマで攻勢をかける。あんたのゲージは尽きても構わない──オレが一気に片をつける」

「…………了解だ」

　頷く綾袮。不満はありそうだったが、異論はないようだ。

「よし、頼む」

　ハルキは頷き返し、彼女の背中を護るように立つ。

　奇約武装ゴシツクカースのゲージ──綾袮が奇力と言っていたか──を表示。

〈クラッシュ・レギオン〉の奇力値は約90％。通常駆動の状態で、値は増加中だ。

　綾袮が連射を開始。

〈ボルト・フライヤー〉の光矢の連撃が触手を貫き、弾き飛ばし、道を拓ひらいていく。

「大丈夫か？」

「このくらいっ……お前こそ、自分で言い出した作戦なんだ、ちゃんとやってくれよっ」

「ああ、あんたには指一本触れさせねえ！」

　接近してきた触手を横薙なぎに斬り払う。

「……くっ」

　背後の綾あや袮ねは苦しげだが、手を止める様子はない。

　むしろ頻度を上げて連撃を続ける。

　そして──道が拓けた。

「行けるか、ハルキっ!?」

「ああ、任せろ──」

　ハルキは転身し、駆け出しながら〈クラッシュ・レギオン〉の柄つか頭がしらを押し叩たたく。

　真成駆動パラデイグマが起動。

　展開した刃の一群が、生き残りの触手たちを高速の斬撃で排除。

　背後の護りを別の一群に任せ、ハルキは一直線に標的を目指す。

　奇獣ジヤバウオツクの頭部は身を震わせ、針金のような足を動かし、退避行動──遅い。

「おおおおおおああああああああああああああああっ!!」

　刃が頭部へとたやすく沈み込む。




　──うるっるるるおおおおおおおおらあああああああああっ!!




　虚ろな闇のようだった両眼がひび割れ、その中から機械部品と、体液かオイルのような粘ついた液体が漏れ出てくる。

　同時に、大地が震えた。

　地下に潜っていた触手がのたうち回っているのだ。

　そして──。

「あれは……」

　池袋駅上空に魔法陣のような文様が出現した。

　さっきマップで見た封印のマークを、より複雑化したようなデザインだ。

　それが、ゆっくりとひび割れ、崩れ落ちるようにバラバラになり──消失した。

　ディスプレイを確認すると、ミッション13がクリアとなっていた。

　周囲では、奇獣の遺骸が分解され、空へと昇っていく。

　ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉の実体化を解除し、綾袮のところへ戻った。

「……泣くことないだろ」

「な、泣いてなどっ」

　めちゃくちゃ泣いてた。

　力尽きたようにアスファルトにぺったり座り込み、上目遣いでハルキを睨にらみながら、ぼろぼろと涙を零していた。

「こんな、はずではっ……なかったんだ。私は、姉さんが、やったことの責任を……自分でとらなければいけない、のにっ！」

「……自分の家族のことは自分でどうにかしたい。それはオレだって同じだ」

　だけどな──とハルキは座り込んだ綾あや袮ねに手を差し出す。

「そのための手段を自分で制限することはねえだろ。オレは、妹アリスを助けるためならなんでもやるし、必要ならあんたの手だって借りる。だからさ、」




「──あんたも、オレの手を借りろよ」




「ハルキ……」

　睨にらみつけるような視線が、ゆっくりと和らいでいく。

　何度告げても伝わらなかった言葉は、実際に証明してみせて、やっと届いたようだ。

「……っ！」

　綾袮は慌てた様子で涙まみれの頰をこする。

「み、見たなっ」

「ああ、見た」

「くっ……そこは、見てないと誤摩化すところだろうが！」
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「千ち依よりには黙っとくよ」

「当たり前だっ」

　うぅ、と呻うめきながら顔をうつむける綾あや袮ね。

　ようやく握り返してきた手をハルキは引っ張る。

　立ち上がった綾袮は、すぐにディスプレイを起動し、

「それで──残りの封印は幾つだ？」

　あっという間にいつもの態度に戻る綾袮に苦笑しつつ、ハルキもマップ画面を表示。

「ええと、ん？　渋谷のほうの封印も解除されたみたいだな……」

　マップの封印マークは残り三つ──新宿、東京、秋葉原──になっていた。

　その内、新宿駅前の封印の位置に赤い光点が二つある。

　千依と貴たか虎とらは現在、新宿の封印を護る奇獣ジヤバウオツクと戦っているということか……。

「オレたちも新宿に向かおう」





■






「もうっ、何なのよあいつは！」

　千依は憤りながら、渋谷駅から新宿駅へ移動していた。

　現実世界なら山手線に乗るか、明治通りを車で北上するところだが、彼女は線路を自分の足で走る。

　──千依がハルキと別れ、渋谷駅前に着くと、戦闘の痕跡だけが残っていた。

　そこら中のアスファルトやタイルがめくれ上がり、周りの建物も崩壊、あるいは半壊。

　現実世界の渋谷はまた立ち入り禁止になっていることだろう。

　千依は〈ゴシックデバイス〉のディスプレイでマップを確認。

　渋谷駅前の封印マークはなくなり、貴虎らしき赤い光点は、新宿方面へ向かっていた。

　──そして、千依もその後を追い、今に至る。

　ハルキと千依の考えでは、五つの封印を護る奇獣は一人では倒せないレベルの強さ……のはずだったのだが。

　貴虎はそれほどの苦労もなく、奇獣を倒したようだった。

　他の適応者グリンズを倒して手に入れたという力のおかげだろうか。

「せっかくあいつの情けないツラを拝んでやろうと思ったのに……っ」




　──どごぉおおおん……！




「な、なにっ!?」

　轟ごう音おんに視線を向ければ、前方、新宿駅ビルの左──西口のほうに煙が立ち上っている。

　千ち依よりは線路から隣の道路へ移動。ビル街を直進し、駅前へ急いだ。

「──っ！」

　地形が変貌していた。

　道路が崩落して地下街を圧おし潰し、あちこちで地面が一段低くなっている。

　そして、崩壊したコンクリート片まみれになって、道路に倒れている──

「天てん藤どう、貴たか虎とら……」

　学ランの裾が破れ、Ｔシャツが斜めに斬り裂かれ、赤く染め上げられていた。

　負傷、それもかなり深い傷のようだ。

「く、おぉお……っ」

　貴虎は呻うめき声を上げて身を起こそうとするが、力が入らないのか、立ち上がれない。




　──きあああああああああっ!!




　そんな彼を嘲笑うかのように、金属をこするような高音の叫び声──真上から。

　灰色の空に、鳥とコウモリの中間のような外見の奇獣ジヤバウオツクがいた。

　航空機のような装甲を備えたその奇獣が翼を振るたび、激しい風が吹き付けてくる。

　奇獣は貴虎を狙って降下。

「避よけてっ」

　千依は声を上げるが、そんなことは無理だと分かっていた。

　そして、分かったときには動き出していた。

「〈インパクト・レインズ〉！」

　走りながらディスプレイの武器アイコンを殴りつける。

　足首の紋章から光が浮き上がり変形、巨大なハンマーとして実体化。

　それを握り締め、貴虎を狙う奇獣の前に立った。

　奇約武装ゴシツクカースの握り手先端にある回転部を手で押し回し、巨大化したハンマーヘッドを、

「うわあああああああああぁぁぁぁあっ！」

　バッターのフルスイングのように振り抜き、迫る奇獣の嘴くちばしにぶち当てる！




　──ぎあああああああああああああっ！




　奇獣は自身の速度と、千依の武装の質量の衝撃で、嘴と頭と首をへし折られる。

　歯車や体液をまき散らしながら後方へ吹き飛び、噴水の残骸に激突。

「…………し、死んだかしら？」

　警戒したまま千ち依よりは睨にらみ続ける。

〈インパクト・レインズ〉はまた持ち上がらなくなっていた。

　まだ生きていたらピンチだ。

「ひっ」

　瓦が礫れきの下で、奇獣ジヤバウオツクが動いた。

　潰れた頭をもたげ、なお生気の残った目を千依に向けてくる。

「いっやあああああ！」

「ちっ……」

　いつの間にか起き上がっていた貴たか虎とらが千依の横をすり抜けた。

　一気に奇獣へ肉薄すると、巨大な爪で奇獣を斬り伏せる。




　──ぎいいい、あああ、ああああああっ！




　胴に深い傷を負った奇獣は、今度こそ動かなくなる。

　身体が崩れ、残骸が空へと昇っていくのを見て、千依はようやく息を吐いた。

　上空に魔法陣が浮かび上がり、それが崩れ落ちるように壊れていき──消えた。

「おい」

「っ！　……な、何かしら？　お礼を言いたいなら言ってもいいわよ。本来ならあんたみたいな庶民がこの千せん歳ざい院いん千依様に話しかける機会なんてなかなか──」

「なんで邪魔しやがった、小娘」

「そうね、この小娘……ってんながぁっ!?　こ、こむ、す、めって！　あんた、人に助けてもらってどういう態度よそれ！」

「それが邪魔だったっつってんだろ」

「何よ偉そうに。あんたあと少しでやられるところだったじゃない」

「ちっ……オレがどこでどうなろうと、小娘にゃ関係ないだろうが」

「また小娘って……！　綾あや袮ねは『女』って呼んでたのに、なんで私は小娘なのよ！　あの子より私の方が歳上──って、話聞きなさいよ！」

「……うっせえ」

　吐き捨てるように言いながら、貴虎は千依に背を向け歩き出す。

　千依に聞かせるつもりがあったのかどうか、酷く小声で、

「ったく……なんであそこで手を出す？　自分だって危ねえのに。意味分かんねえ……」

「…………」

　届いた言葉に、千依は何かを悟る。

　この少年は、自分とはまるで違う環境で暮らしてきたのだろう。

　千ち依よりの周りの人間は、父も母も優しくて、彼女に接してくる人間のほとんどが好意的だった。そんな人たちに自分も同じように好意を返す。それが千せん歳ざい院いん千依の生活だった。

　けれど、千依だって、世界が好意に満ち溢あふれているわけではないことを知っている。

　好意の代わりに悪意を向けなければ遣り切れない人、好意を向ける余裕などない人が沢山いることを知っている。

　貴たか虎とらは、そういう世界に身を置いているのかもしれない。

　だから、自分の損得を無視した千依の行為が理解できないのかもしれない。

　けれど……。

「……ハルキから、あんたに伝言よ」

「…………？」

「『被害者にならないために──生き残るためにできることは他にもあるんじゃないか。手段を選ばないっていうなら、オレたちに協力してくれないか』だってさ」

「……何を甘いことを」

「そうね。私もそう思うわ」

　千依は思わず苦笑する。

「物質界の裏側マイナス〈五ご桁こう家〉と精神界の裏側〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉……その両方が関わっているこの異空間で、信用できるかどうかも分からないやつと協力するなんてどうかしてる」
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　けど、と千ち依よりは息を吐き、

「多分あいつはそれを、理解してて選んでるんだと思う」

「……なんのためにだよ？」

「妹を助けるためよ」

「…………」

「そのためならあいつは、誰とだって協力する。目的がぶれないから、手段につまらないプライドとか自分の身の安全とかが入り込んだりしない。あいつの覚悟は、あんたに負けないぐらい強いわよ」

「…………ちっ」

　千依の答えに納得したのかできなかったのか。

　貴たか虎とらは何も言わないまま、瓦が礫れきの向こう側に姿を消した。

「ちょっ──お礼ぐらい言いなさいよっ！」

　いっそ追いかけて無理矢理言わせようかとすら考えたが、思いとどまった。

　別方向から、足音が聞こえたのだ。

「おーいっ」

「千依！」

　ハルキと綾あや袮ねがこちらへ向かってきていた。





■






　ハルキと綾袮が新宿駅前に着いたときには、すでに封印は解かれたあとだった。

　隕いん石せきが大量に降り注いだような惨状の駅前ロータリーに、千依が一人で立っていて、

「──貴虎は？」

「どっか行ったわよ……」

　ハルキの問いに、千依が膨れっ面で答える。

　綾袮がマップ画面を確認しながら、

「……彼は、すぐに次の封印に向かうつもりはないようだな。原宿駅の近くで停止している。負傷していたのか？」

「え、ええ。私が追いついたときには派手に怪け我がしてたわ。普通に動いてはいたけど」

「それなら、休んでいれば回復するだろう。私たちは残りの封印の解除に向かおう」

「そうだな……残りの封印は、東京と秋葉原か。どっちに行く？」

「秋葉原のほうが行きやすいだろう。直線距離ではほぼ同じだが、東京駅までは途中に緑地が幾つかある。そういう場所は奇獣ジヤバウオツクが多いんだ」

「なるほど……」

　新宿御ぎよ苑えんに赤坂御用地に皇居──確かに、見通しの利かない林が多くて危険そうだ。

「じゃあ秋葉原の方に行くか」

「ああ──」

　と頷うなずく動作の途中で、綾あや袮ねはもう跳び上がり、新宿駅ビルの上を越えていく。

　ハルキも苦笑しつつ、後を追う──その背に千ち依よりが言ってくる。

「ねえ。あんた、綾袮と何かあったの？」

「？　何かってなんだよ」

「何かは何かよ。さっきまでとお互い態度が違ってない？　妙に仲良くなったみたいな」

「そうか？」

　確かに、綾袮が泣いたりとか──

「──いや、何もなかったぞ」

「……うそ。なんか隠してるでしょ」

「い、いや、何も隠してないぞ？」

　ハルキは首を振る。泣いたことは千依には話さない約束だ。

「怪しい……あんたたち、私が頑張って戦ってる間、なんかイヤらしいことしてたんじゃないでしょうね」

「してねえよ！　そんな余裕あるわけねえだろ。それより、前見て走らないと危ないぞ」

「……ふんっ、誤摩化したってムダよ。いいわ、綾袮に確かめてくる」

　と、千依は速度を上げて、前を行く綾袮を追いかけた。

　前を見ないと危ないのは本当なのだが……。

　実際三人は、自動車並みの速度で走っている。

　すでに靖やす国くに通りと外堀通りが交差する辺りを越えた。秋葉原駅まで半分くらいだ。

「──なっ、ば、バカなことを言うな。何もないぞっ──うひゃあぁ！」

　と、前方から焦りまくった声が聞こえてきた。

　見れば、顔を真っ赤にした綾袮が手をばたばた振り回したすえ、ジャンプしたさいに電線に足を引っかけて素っ転んでいた。そのまま街路樹に頭を突っ込むオマケ付きだ。

「……あれじゃ、疑ってくれって言ってるようなもんじゃないか」

　千依が振り向いてじろりと睨にらんでくる。

　ハルキには、目が合わないように逸らすことしかできなかった。

　直後、千依も街路樹に頭を突っ込んでコケた。





■






「もう、あんたたちのせいで遅くなったじゃないっ」

「枝に服がひっかかって取れなくなってたのはお前のせいだろ……」

「わ、私は何もやましいことはしていないからな！」

「あんたは喋しやべれば喋るほど怪しくなるだけだから黙ってろよ！」

　三人は万世橋の辺りで外堀を飛び越え、総武線の高架を抜け、駅前ロータリーに到着。

　アイドルグループの専用劇場やロボットアニメのコンセプトカフェがある場所だ。

　ロータリーの脇には歩道橋があって、周囲のビルへの通路になっている。

　──その歩道橋を跨またぐような形で、奇獣ジヤバウオツクが一体、佇たたずんでいた。

「……なんか、今までと雰囲気が違うわね」

　ビルの陰から様子を窺いながら、千ち依よりが言う。

　強いて表現すれば機械人形といったところだろうか。

　身体全体が無機的なパーツで構成されていて、生物めいた雰囲気が感じられない。

　もともと秋葉原駅前にあるオブジェだと言われれば信じてしまうかもしれない。

「──マッドハッター」

「なんだそれ？　あの奇獣の名前か、綾あや袮ね？」

「ああ……姉が残していった資料に載っていた。固有種というやつらしい。奇獣はだいたい飛竜バハムート型とか大蛇ヨルムンガンド型というように分類できるが、まれに一体だけしかいない個体がいる。あれはその中の一つだ」

「マッドハッター……狂った帽子屋ね。三マ月ーうチさヘぎアと一緒に、アリスをティーパーティーに誘う変人だわ」

「帽子屋か……そう言われれば、シルクハットを被っているように見えなくもないな」

「ね、綾袮。資料に載ってたってことは、弱点とか分からないの？」

「いや……載っていたのは名前と、あれと同じイラスト──それに、固有種は他の奇獣に比べて特殊な能力を持っているということだけだ」

「特殊な能力？　それってなんなの？」

「そこまでは……」

「もう、役に立たないわねっ」

「あれが他の奇獣より厄介だって分かっただけでも良しとしようぜ」

　ハルキは一歩踏み出しながら、

「まずは様子見だな。オレが攻撃して、どんな能力を使ってくるか調べてみる」

「その作戦には賛成だが、様子見は私がやる」

「またあんたは……！」

「そういうことじゃない。合理的な判断の結果だ。この三人の中ではお前が一番強力な攻撃を放てる。それを様子見に使うのは間違っている。それに私の〈ボルト・フライヤー〉はエネルギーを溜ためれば、遠距離から真成駆動パラデイグマでの攻撃が可能だ。上手く行けば一撃で倒せるし、仮に失敗しても危険が少ない」

「……分かった。オレと千ち依よりは、倒せなかった場合にすぐに対処できるように、もうちょっと接近して待機してる」

　頷うなずき合うと、三人はそれぞれ移動。

　綾あや袮ねはより狙いやすいように、隠れていたビルの屋上へ跳躍。

　奇約武装ゴシツクカースを実体化し、巨大な弓に光の矢をつがえる。

　ハルキと千依はマッドハッターを左右から挟み込むような形で、建物の柱の陰へ。二人も奇約武装を実体化しておく。

　マッドハッターは無反応。

　ひょっとして眠っているのだろうか──奇獣ジヤバウオツクが眠るのかどうかは知らないけど。

　綾袮が矢の先端をマッドハッターに向け、一撃を放つ！

　流星のような矢が、マッドハッターの胴体を貫通──しなかった。

「っ!?」

　その瞬間、マッドハッターの胴体部分が消えた。

　空中に、シルクハットのような円柱状の物体だけが残っている。

〈ボルト・フライヤー〉の一撃は虚しく空を切り、歩道橋をへし折った。

　次の瞬間、シルクハットも姿を消し──

「ぐぁあっ！」

　──呻うめき声がビルの屋上から小さく聞こえた。

　見れば、消えたはずのマッドハッターが綾袮の目の前に浮いていて。

　その胴体部が高速で回転して、腕のようなパーツの先端を彼女に叩たたき付けていた。

「綾袮っ！」

　ハルキはとっさに駆け出す。

　すぐに跳躍、ビルの屋上へと向かう──が。

「──！」

　マッドハッターの胴体が再び消失。

　シルクハットも消えたかと思うと、次の瞬間、ハルキの真横に姿を現す。

　瞬間移動──そんな言葉が頭に浮かんだときにはすでに手遅れ。

　シルクハットから這はい出すように胴体部が姿を現し、高速回転。

　腕部が二撃三撃とぶち当てられ、ハルキは斜めに落下。コンセプトカフェの壁に叩き付けられる。

「ぐっ……ぅ」

「ハルキ──きゃあ！」

　マッドハッターは一瞬で千依の傍らに移動し、彼女にも回転攻撃を加える。

「千ち依より！」

「だい……じょう……ぶ、よっ」

　身体を震わせながらなんとか立ち上がる。

　しかし、マッドハッターは再び、そんな千依の元に移動。

「……ひっ！」

　音もなく回転する胴体。

　腕部が遠心力で広がり、再び千依に叩たたき付けられようと──




「っっっっっっらああああああああ!!」




　──荒々しい吠ほえ声とともに、それが阻止された。

「天てん藤どう貴たか虎とら……あんた……っ。何よその怪け我が！」

「うっせえな、大したことねえ。今はそんな場合じゃねえだろうが」

　驚きよう愕がくの声を上げる千依にそう答えるが、とてもそうは見えなかった。

　学ランもＴシャツもボロボロで、全身が真っ赤。

　きっとそこらじゅうが傷まみれに違いない。

　よく見れば、マッドハッターの攻撃を受け止めた奇約武装ゴシツクカースも満身創そう痍いだった。

　爪が何本も折れ、本体の装甲も、ひび割れてぼろぼろになっている。

「あれからまた戦ってたの？　まさか、東京駅の──？」

「ああ。うさぎみてえな格好で、ザコみてえな相手だったぜ、っとおらぁ！」

　貴虎が爪を振り上げた。

　マッドハッターはそれをかわすように再び姿を消す。

「──ハルキ！」

「っ！」

　唐突に貴虎に名を呼ばれ、ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉を構えた。

　その眼前にシルクハットが出現。

　伸びた胴部から回転攻撃が繰り出されるが、刀身で受け止める。

　マッドハッターはすぐにまた姿を消した。

「女ぁ！」

「っ……綾あや袮ねだ！」

　名乗りつつ、彼女も弓を構える。

　現れたマッドハッターが腕部で攻撃するが、彼女も受け止めることができた。

「な、なんで分かるの？」

　千依が目を見開いて訊きく。

「あぁ？　なんでっつわれても、分かるだろ？　なんか、消える前の雰囲気っつーか」

「分かんないわよ！」

　ハルキだって分からない。

　動物的勘というやつだろうか。あいつは猛獣かなんかなのか……。

「それより、集中しろよ、お前ら。次で決めるぞ」

「……どういうつもりだ」

　警戒した様子の綾あや袮ねに、貴たか虎とらは、

「どういうつもりもこういうつもりもねえよ。お前らじゃこいつが出現した直後に捕まえて動き止めんのは無理だ。けど、とどめを刺すくらいならできんだろ？　叩たたき潰して中身を押し出しちまえば、あとは切るなり刺すなり好きにできる」

　綾袮のそばにいたマッドハッターがシルクハットに胴部を収納して姿を消す。

　そして次の瞬間、

「バレバレなんだよっ！」

　跳び上がった貴虎が空中に現れたシルクハットに爪を叩き付ける。

　その一撃は出現とほぼ同時。

「綾袮！　撃て！」

「っ──分かった」

　貴虎の指示に、綾袮が光の矢を連射。

　計五本の矢がシルクハットに突き刺さる。




　──ギキィイイイイイイィィ！




　マッドハッターが初めて声を上げた。

　貴虎はシルクハットのつばに当たる部分に爪を引っかけると、地面へ引き摺ずり下ろす。

「小娘！　叩き潰せ！」

「私は千せん歳ざい院いん千ち依より様よ！　あんた、私の名前は知ってるでしょうが！」

　千依は憤りの声を上げながら、巨大化したハンマーヘッドを、震えるシルクハットへ向けて打ち下ろす！




　──ギギギギギアアアアアアアアイィィ!!




　耳を塞ぎたくなるような悲鳴。

　完全に潰れた、と思われたマッドハッターだが──。

「──！」

　ハンマーと地面の隙間から滲にじみ出るように、黒い物体が滑り出てきた。

　紙に描かれた平面図のように平らだったそいつは、脱出と同時に三次元方向の形を取り戻し、あっという間に例の幾何学模様の集合体のような姿に変わった。

　ただし、頭にあのシルクハットはない。

　そのせいなのか、全体の形がひどく歪いびつで、頼りない。

「やれよ、ハルキ！」

「ああ──言われなくても！」

　ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉の柄つか頭がしらを叩たたき込む。

　出現した無数の刀剣を従えて疾駆。

　マッドハッターが身を捩ねじるが、シルクハットがないとまともに動けないようだった。

「おおおおおおおおおおおおおおっ！」

　無数の刀剣が降り注ぐようにぶち当たり、その身をバラバラに斬り裂いていく！




　──ギアアアアアアアアアアアアアッキキキキキ、キキギギ……




　悲鳴が、やがて錆さび付いたように力を失くし、途切れた。

　マッドハッターの遺骸は、これまでと同じく灰色の空の構造物へと昇っていく。

　秋葉原上空に魔法陣が出現。

　鍵穴デザインのそれが崩壊するように割れ砕けていき──消失。

　これで、五つの封印全てが解かれた。

　ハルキは息を吐き、みなのところへ向かおうとして、

「貴たか虎とらっ!?」

　悲鳴のような千ち依よりの声に、思わず脚を止めた。

　見れば貴虎は、さっきマッドハッターのシルクハットを抑え付けていたのと同じ片膝立ちの姿勢のまま、起き上がれないでいる。

〈ランペイジ・クロウ〉の爪は十本とも折れ、装甲も壊れていた。

「あんた、指輪が……」

「ああ……東京駅の奇獣ジヤバウオツクと戦ってる途中で、急に割れやがったんだ」

「安全装置セキユリテイが働いたんだな」

　綾あや袮ねが言う。

「セキュリティ？」

「ああ。奇約武装ゴシツクカースの契約を経て適応者グリンズとなった者は、安全装置がデバイス側で働くようになっている。本人の生命を脅かすような奇き力りよく消費を防ぐのと、奇約武装が破壊された際に強制的に幻夢境界ゴシツクエリアから離脱リーヴさせるプログラムだ」

「なんだかよく分かんねえな……そりゃ、あっちに戻ったあと、またこっちに来れるもんなのか？」

「それはできない。その場合プレイヤーは『ゲームオーバー』と見なされる」

「ちっ……やっぱりそうかよ」

「なんでだ？」

　ハルキは問う。

「千ち依よりに伝言を頼みはしたけれど、正直望みは薄いと思っていた。お前なら、オレたちが封印を解くまで隠れていて、そのあとオレたちを倒して一人勝ち……くらいやるんじゃないかと思ってたんだけどな」

「……その方が良かったかもな」

　貴たか虎とらは苦笑する。

「手段は選ばないなんて言ったけど、結局、しっかり選んでたんだよな。で、一度選んだら他の道は選びたくなくなっていた……共同ミッションなんて出てきた時点で、その道は間違ってたわけだ。ムカつく話だぜ」

「貴虎……」

「なあ、藍らん条じようハルキ。お前が正しかった。被害者にならない方法は、加害者になるだけじゃねーわ。俺は何よりもちゃんと反省する人間だからな。次があるかは知らねえが、もしまたこんなゲームがあったら、今度こそ手段を選ばず──いや、」

　──あらゆる手段を選んで、勝ってやる。

　そう言いながら、貴虎の姿は光の粒に分解されるように消失した。

「…………っ」

「泣くことはないぞ千依。あの男は死んだわけではない」

「ばっ、こ、この千せん歳ざい院いん千依様が泣くわけないじゃない！」

　と言いつつ、千依はごしごしと目元をこする。

　まあ確かに、なんか先に戦死した仲間みたいにいなくなったな……。

「……これで封印は全部解いたんだよな？」

　ハルキは〈ゴシックデバイス〉のミッション画面を表示する。

　ミッション11から16全てがクリア済みになっていた。

　カードは51枚まで集まっている。

　そして、残るミッションは──二つだった。

　さっき表示されていたエクストラ・ミッション「アリスミラー城に囚われたアリスを助け出そう！」

　そして、新たに表示されたのが、




　MISSION 17

　ラストミッション！　アリスミラー城へ突入しよう！




　どうやら、ミッション17でカードがコンプリートということらしい。

「最後に残った52枚目のカードはハートのクイーンといったところかしらね」

　と千ち依より。

「どういうことだ？」

「『アリス』のラスボスはお城にいるハートの女王様でしょう」

「なるほど……」

「ならば、エクストラ・ミッションは53枚目……ジョーカーといったところだな」

「あら、綾あや袮ねもそんな気のきいたこと言うのね」

「な、なにか悪いのかっ」

　なんて言っていると、




　──ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごっ！




　突然、大地が鳴動。

　建物の向こうの空に、城が生えてきた。

　天国への階段のように伸びていくそれは、どれだけの高さがあるのか想像もつかない。

「封印が……解かれたってことか」

　ハルキは思わず呟つぶやく。

　アリスミラー城……アリスが、あそこに囚われている。

「行きましょう。綾袮のお姉さんを止めて、ハルキの妹ちゃんを助けましょう。ここまで来たんだから、私だって付き合うわ」

「千依……」

「なんでなんて訊きかないでよね」

「ああ……ありがとう」

「お、お礼はまだ早いっ」

「いたっ、痛いっての！」

　べしべし背中を叩たたいてくる千依を止めながら、ハルキは改めて現れた城の尖せん塔とうを睨にらむ。

　水道橋駅の方向──現実世界ではそちらには、プレザンス・コミュニケーション社の本社ビルがある。

「──行こう」

　そして三人は、最後のステージへ向けて駆け出した。
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　──水道橋へは、前に一度、妹アリスと一緒に来たことがある。




「お兄様、早く早く」

「おい、そんなに急がなくても大丈夫だろ。まだ７時だぜ」

　その日のアリスは、いつになくテンションが高かった。

　いつも、どこかのお屋敷のお姫様みたいに落ち着いているのに、今日は駅の階段を駆け下るほどの勢いだ。

　その日、水道橋駅近くにある東京ドームで、ゲームの総合イベントがあった。

　いくつものメーカーがブースを出す大規模なもので、限定グッズの販売も行われる。

　ハルキは、そのグッズを確保するために列に並ぶ要員として連れてこられたのだった。

「もう７時ですわ、お兄様。限定グッズは待ってはくれませんのよ。少しでも早く会場前に並ばねばなりませんわ」

「はぁ……」

　初め、アリスは前日の夜から並ぼうとしていたのだが、さすがにそれは止めた。

　始発で向かうということで、なんとか妥協させたのだった。

「ふぁ、あぁあ……眠い……」

「もうっ、お兄様、しっかりしてください。お渡ししたリストは持っていますの？」

「大丈夫だって。っていうか、ちゃんと憶えたし」

「え、本当ですの？　結構ありましたけど……」

「ああ……」

　とハルキは、アリスが欲しがっているグッズの作品タイトルとメーカー名と、ブースの場所まで答えてみせる。全部で十個以上あったが、間違えることはなかった。

「──すごい、ですわね」

「お前が欲しいって言ってるものなんだから、これくらいはな。紙見ながら動いたら遅くなるだろうし」

「お兄様……」

　アリスは嬉うれしそうにハルキの腕に手を絡めてくる。

「急ぎましょう、お兄様！　お兄様の努力をムダにしないためにもっ」

「おい、危ないって！　落ち着け」

　ハルキはアリスに引っ張られるようにして、ドームの方へ向かった。







　そして数時間後──

「…………」

「なあアリス、機嫌直せって」

「……別に、不機嫌になんてなっておりませんわ」

「いや、こんなに機嫌の悪いお前を見るのは初めてってくらいだぞ……」

　二人は完全に敗北者の気分を味わっていた。

　アリスが欲しいと思っていたものは半分も手に入れられなかったのだ。

　入口の時点で「深夜の待機はご遠慮下さい」の看板を無視して並んでいたらしい大量の列ができていた。

　そして、開場から数分でほとんどのグッズが即売り切れ。

　二人はかなりの脱力感と疲労感を覚えつつ合流したのだった。

「……じゃ、じゃあ、ここでぼーっとしててもしょうがないし、そろそろ帰るか？」

「…………」

「そ、それとも、もうちょっと見て回るか？」

「…………」

「……おーい」

　困った。

　こうなると、アリスはよっぽどのことがなければ動かない。

「なあアリス──ん？」

　と、ハルキは、アリスがいつの間にかジッとどこかを凝視しているのに気付いた。

　視線の先を見れば、とあるゲーム会社のブース。

　そこに「コスプレ撮影会」なんて看板がある。

　ゲームキャラの衣装を着て、記念写真を撮ろうというコーナーみたいだ。

「アリス……まさか」

「……お兄様。あれを一緒にやりましょう！」

　息を吹き返したように立ち上がるアリス。

　──やっぱりか。

　確かにアリスに機嫌を直して欲しいが、かといってコスプレはさすがに……。

「お兄様？」

「分かった！　分かったよ！」

　すがるような目つきで見上げられてはたまらない。

　ハルキはアリスの腕を摑つかみ、コスプレコーナーへと歩いていった。




　──ＲＰＧの主人公とヒロイン、格闘ゲームのキャラ、学園ＡＤＶのヒロイン……などなど、その場にあったほぼ全種類のコスプレをさせられ、やっとハルキは解放された。なんか女装させられたような気もするが、記憶から削除することにする。




　そして帰り道。

　最寄り駅で電車を降り、家に向かう途中、

「あの、お兄様……先ほどは申し訳ありませんでした…………」

「ん？　なんだよ、そんなに気にするなよ」

　しょぼんとした様子で言ってくるアリスに、ハルキは苦笑する。

　反省するなら最初からやるなよとも思うけど、あんな風に考えなしなところも、こんな風にすぐ落ち込むところも、全部含めてアリスらしい。

「まあ、オレも意外と楽しかったし……」

「それは良かったですわ！」

「お、おい」

　飛びついてくるアリスをなんとか受け止める。

「これでお兄様とわたくしの結婚式で披露する写真が増えましたわね！　でもまだまだ足りませんわ。もっと沢山思い出を作りましょう！」

「後半は賛成だが、前半は何を言ってるか分かんねえなぁ！」

　──こんな風に調子のいいところも、やっぱりアリスだ。





■






　ハルキ、綾あや袮ね、千ち依よりの三人は、外堀通りを走って、水道橋駅前へ到達した。

　アリスと一緒に来たときは人も車も多かったが、今は滅びた街のように静かだ。

　背の高い東京ドームホテルの向かいに、さらに高層の城が建っていた。

　アリスミラー城だ。

　狭いスペースに、異常な高さで聳そびえるゴシック風のその建築物は、現実世界では間違いなく存在することができないだろう。物理的にも、法律的にも。

　一番高い尖せん塔とうの先は、空を蜘く蛛もの巣のように走る構造物に届きそうだ。

　灰色一色の幻夢境界ゴシツクエリアのなかで、その城だけが、黒々とした石積みだった。

「ここか……」

「ああ。現実世界では、プレザンス社がある敷地だな」

「え、じゃあ、ここに来れば、初めからラスボスのところに乗り込めたんじゃないの？」

「いや、おそらく封印が解除されるまでは元の建物に偽装されていただろう」

　城の手前には城壁があり、正面の門が大きく口を開いて待ち構えていた。

　三人がそれを潜くぐった──瞬間。




　三人の前にトランプカードの壁が立ちはだかった。




「なっ……？」

「なになに!?」

　正確にはそれは、ハルキと千ち依よりの前にそれぞれ出現した。

　二人の〈ゴシックデバイス〉から放出されるように飛び出した何枚ものカード──トランプの兵隊たちが、彼らの目の前で組体操のように積み上がっていく。

　ディスプレイの中でなら気にならなかったが、こうして現実に目の前に現れると、かなり不気味な存在だった。

　カードの壁の手前に文字が浮かび上がってくる。




　GAME CLEAR !




「え、うそ？」

「これは……」

　ハルキと千依の身体が光を放っていた。

　現実世界へ戻るときの──離脱リーヴの兆候だ。

「……待てよ。ここでクリア？　バカ言うな。オレはまだ、アリスを取り戻してないぞ」

　呻うめきながら綾あや袮ねに視線を向ける。

　彼女は困惑するような、気まずそうな表情で首を横に振る。

〈ゴシックデバイス〉の設定が違う彼女だけは、離脱の兆候が現れていなかった。

　ハルキは駆け出していた。

　彼を拒むようにぴったりと閉ざされた、城の入口の巨大な扉を殴りつけながら叫ぶ。

「ふざけんなよ！　エクストラ・ミッションはどうなった!?　こんなところで帰されてたまるか！　開けろ！　アリスを返せよ！　おい!!　聞いて──」

　だが──叫びは何の感慨もなく唐突に途切れた。

　ハルキの姿は扉の前から消え去り。

　アリスミラー城の前庭から消え去り。




　──幻夢境界ゴシツクエリアから消え去った。
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「藍らん条じようハルキ、千せん歳ざい院いん千ち依よりの、現実世界への帰還を確認しました」

　広く薄暗い空間に声が響く。

　シャンデリアがいくつも天井から吊つり下がっているが、それよりも大量に並んだエアディスプレイの光量のほうが強い。

　そこは、アリスミラー城の地下にある一室だった。

　何人もの研究員が、ディスプレイに向かって作業を続けている。

　その中で一人、一段高い場所に立つ女──神楽かぐら坂ざか智とも佳かは、鷹おう揚ようとしてディスプレイを眺めていた。

　彼女は画面から目をそらすことなく、部下の言葉に答えるともなく呟つぶやく。

「うんうん。なかなか楽しませてもらったよ、藍条ハルキくん。イレギュラーな王子様。まさか、マッドハッターを倒せるとは思わなかった」

　今回の実験は、あの戦いが一つの山場だった。

　固有種と名付けた、奇獣ジヤバウオツクの特殊体。

　そのデータ収集と、これまでの被験者で最大の奇力を有する藍条ハルキの奇約武装ゴシツクカースの観察。

　だが、彼は、マッドハッターを倒してしまった。

　たとえ、他の三人の協力があったとしても、これは想定外だった。

　なぜなら、これまでの結果では、固有種は奇約武装で倒すことはできないと考えられていたからだ。

　固有種はそれほどに奇き力りよくの多い存在で、それに敵うほどの奇力を有する人間はいない──そう予測されていた。

　だが、それは覆された。

「──こうなると、これ以上の実験継続は無意味だよ。実験は君のお陰で、すでに新たな段階に進んだ。本当に君はイレギュラーだ」

　彼女の表情は実に楽しげだ。

「──君には直接感謝の言葉を伝えたいくらいだけど、あいにく時間がない。代わりに君の妹に伝えることにしよう」

　言いながら、彼女は手元のキーボード──デスクに投射されたもの──を叩たたき、現れた〈ゴシックデバイス〉の画面を書き換えていく。




　EXTRA MISSION

　アリスミラー城に囚われたアリスを助け出そう！




　その文字列が、あっさりと消去される。

「藍らん条じようハルキくん。イレギュラーすぎる君の出番はここでいったん終了だ」

　神楽かぐら坂ざか智とも佳かはさらに操作を続け、別のエアディスプレイを表示させた。

　それはデスクと水平に出現する。

「さてさて、次なる実験は、と」

　歌うような弾むような口調で言いながら、彼女は恐ろしい速度でキーボードを叩たたいていく。

　やがて水平のディスプレイが水面のように揺れ、そこから卵が出現した。

　ただの卵ではない。

　ラグビーボールほどもある巨大なそれは、まるでそれ自体が生きているかのように、ビクビクと脈動を繰り返している。

　神楽坂智佳は、不気味なそれを躊ちゆう躇ちよなく手に取る。

「──原初の奇獣ジヤバウオツク、奇獣の源流。すべての奇獣が生まれ、やがて還かえる場所。揺よう籃らんにして終しゆう焉えんの固有種、奇力生じ果つる卵ハンプテイ・ダンプテイ。これとアリスの出会いは──彼女の奇約武装との接続は、いったいどんな結果をもたらすのか、」

　彼女は、笑みを浮かべながら、その薄暗い空間から立ち去った。




「──いざ、終末のための実験を♪」





第７話　東京アリスゴシック







　気付くと、ハルキと千ち依よりは現実世界へ戻ってきていた。

　綾あや袮ねも加えた三人で話していた喫茶店の席。

　周りの客も、店員も気にしている様子がないし、テーブルの上の飲み物もそのままなので、大した時間は経っていないようだった。

　綾袮の姿はない。

　彼女が座席の横に置いていたカバンだけがある。

「おい……冗談じゃないぞ…………！」

　ハルキは左手を持ち上げると〈ゴシックデバイス〉をダブルクリック。

　──が、もちろん、反応があるわけがない。

「ふざけんなよ！　戻せよ！　さっきの場所に！　まだゲームは終わっちゃいないだろ！　こんなところで──」

「ちょっと、ハルキっ」

　千依に呼びかけられて、ハッとする。

　店中の客がこちらを見ていた。

　カウンターの向こうで、店主の老人がこちらを睨にらみつけている。

「……出ましょう。綾袮も戻ってこないみたいだし」

「悪い……」

　ハルキはがっくりと腰を下ろした。

　出るにしても、少し休まないと、動く気力さえも湧かなかった。







　会計を済ませて店を出ると、千依とは解散した。

　午後の授業が始まっているだろうが、学校に戻る気にもなれなかった。

　これからどうすればいいのか、何も思いつかなかった。

　幻夢境界ゴシツクエリアへ行く手段は〈ゴシックデバイス〉のみ。

　そしてそのタイミングはプレザンス社──神楽かぐら坂ざか智とも佳かによって管理されていた。

　ゲームが強制的に終了させられてしまった以上、ハルキたちにそれを覆す方法はない。

　それでも千依は、明日の放課後、また池いけ南なみ高校に来ると言っていた。

　綾袮も交えて対策を考えようと約束して、ハルキは千依と別れたのだった。

　綾袮のカバンはハルキが預かることになった。

　明日の朝、教室に渡しに行けばいいだろう。

　ぽたり、と頰ほおに雨粒が落ちた。

　雨量は一気に増し、ハルキの身体に叩たたき付けてくる。

「……厭いやな日は、いつも雨だ」

　ハルキは二人分のカバンを抱えて駆け出した。
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　──その日も、ひどい雨だった。




　ハルキは学校で用事があって帰るのが遅くなった。

　最寄り駅を降りたときには土砂降りで、傘を持っていなかったハルキは、びしょ濡ぬれになりながら家までの道を走った。

「アリス……!?」

「あ……お兄様、お帰りなさいませ」

　玄関の前、アリスがびしょ濡れになって立っていた。

　ハルキを見る顔には笑みが浮かんだが、どこかそれは強張っていて──

「と、とにかく中に入るぞ」

　ハルキはアリスを押し込むように家に入った。

　玄関にはアリスが用意してくれていたらしいタオルが置いてあった。それを使ってアリスを拭いてやる。

　奇麗な髪がぐっしょりと濡れて頰に貼り付き、ゴスロリドレスも水を吸ってしぼんだようになっている。

「ああ、もうっ。なんであんなところで待ってたんだよ。風邪引いたらどうす──」

「だって！」

　ハルキの言葉を遮って声を上げ、アリスは突然抱きついてきた。

　服だけでなく、身体も冷えきっているのがよく分かった。

「だってあの日もこんな雨でしたもの。お父様とお母様が帰ってこなかった日も……」

「っ！」

「どうしたらいいか分からなくて、お兄様もいなくなってしまったらなんて思ったら頭が真っ白になって、気付いたら……」

　見れば、アリスの顔はまだ涙で濡れていた。

「……悪かった」

　ハルキは改めてアリスを抱きしめる。

　冷えてしまった身体を、温めるように強く。

「大丈夫だ。オレは突然いなくなったりしない。必ずお前のところに帰ってくる」

「本当ですの？」

「ああ。もちろんだ。いつだって、絶対、お前が最優先だ」

「ふふ……世の中に絶対なんてありませんわ。今日だってお兄様、先生に掃除の手伝いを頼まれたとか、そんな理由で、断り切れずに遅くなったのでしょう？」

「う……」

　その通りだった。

　アリスはハルキよりずっと聡さといし勘も鋭い。

　けど……逆に言えば、そこまで分かっていてもアリスは不安に負けてしまったのだ。

　それほどに、まだアリスの心は癒えていない……。

「罰ゲームですわ、お兄様」

「罰ゲーム？」

「ええ……わたくしを一人にした分、いつもよりたくさん一緒にいてください」

「……分かったよ。しょうがないな」

　ハルキは苦笑する。

　ゲームを徹夜で一緒にプレイしろとか、そういうのだろうか？

　明日も学校があるが、今日くらいは仕方ない。ゲームくらい付き合うか……

「一緒にお風呂に入って、同じベッドで一緒に寝ましょう、お兄様」

「…………はぁ!?」







　十分後。

　湯気の充ちた浴室に、ハルキとアリスは二人で入っていた。

　湯船にはお湯が張られ、空気は暖かい。雨で冷えきった身体が生き返る。

　……のはいいのだが。

「なんかこれ、おかしくないか？」

「あらお兄様、妙なことを仰いますのね。お風呂で服を脱ぐのは常識ですわよ」

「そうじゃなくて。この体勢がだな」

「せっかく二人でお風呂に入ったのですから、洗いにくい背中を洗い合う──とても合理的だと思いますけれど？」

「いや、だからその洗い方がおかしいっての！」

　気付くとハルキは床に敷いたタオルの上にうつ伏せに寝かされ、その背中にアリスがボディソープを塗りたくった自分の身体をこすりつけてきていた。

　いやまったく、いつの間にこんな事態になったのか、まるで覚えがないくらい自然な流れだった。まるでアリスがあらかじめ練習してたかのような手際の良さ。

「でもお兄様。これならわたくしの身体も同時に洗えるので、手間が省けるというものですわ」

「噓うそだ！　そんなんでちゃんと洗えるもんか。オレの背中だってもっと力入れてこすらなきゃ奇麗にならないぞ！」

「あら、もっと力を入れろと仰いますの？　こうでしょうか？」

「わ、ば、やめろ！」

　さっきまでくすぐるような感触だったのが、急にしっかりとしたものになる。

　柔らかながら弾力のある二つの膨らみ。

　その先端が、ハルキの背中をつつくように刺激してきて……。

「ええい！　やめろっての！」

「きゃっ」

　ハルキは無理やり身を起こしてアリスを引き剝がす。

　これ以上はマズい。具体的にどうマズいかは言いづらいがとにかく色々マズい。

「もう、お兄様ったら。ここからがお楽しみでしたのに」

「あれ以上何をするつもりだったんだよ……」

「仕方ありませんわね。では、次はわたくしの背中を洗ってくださいますか？」

「……しょうがねえな」

　ハルキはボディソープをつけたスポンジでアリスの背中をこすってやる。

　椅子に座ったアリスは、ハルキの手が上下するたびに身をくねらせ、

「や、はぁん、お、兄さ、ま……ぁあんっ」

「妙な声を上げるな！　背中洗ってるだけだろうが！」

「お兄様がテクニシャンなのが悪いのですわ。あぁん、手が滑りましたわっ」

「お前がオレの手を滑らせただろ今！」

　アリスに引っ張られた手が、肩を乗り越えて前の方へ。

　体勢を崩したハルキは、後ろからアリスに抱きつくみたいな形になる。

　柔らかい身体。滑らかな肌。

　けれど何よりドキッとしたのは、その小柄さだった。

　いつの間にか二人には、これほどまでに体格に差ができていたんだと驚かされる。

「お兄様……」

「なんだよ」

「当たってますわ。それとも、当ててるんですの？」

「！　わ、悪い！」

　ハルキは慌てて身を引き剝がした。

「でも、その様子だと、わたくしの裸に興奮してくださってはいないのですね……」

「するわけねえだろ！　あと年頃の女の子がそんな生々しいこと言うんじゃない！」

「あら、それって男女差別ですわ。セクハラですわよ」

「セクハラはお前だ！　こっちを向くんじゃない！」







　ハルキはぐったりして自室のベッドに倒れ込んだ。

「なんで風呂入ってこんなに疲れなきゃならないんだ……」

　結局風呂場では、髪を洗っている間も湯船につかっている間もアリスと似たようなやり取りをしていて、落ち着いて入っていられなかった。

　まあ、一緒に入ることになった時点で、こうなることはもう予想がついていたが……。

「お兄様、失礼いたしますわね」

　ハルキとは対照的にるんるんした声で言いながら、アリスが部屋に入ってきた。

　ピンク地に黒リボンの装飾が施されたパジャマを着て、髪をアップにした湯上がり姿は妙に色気がある。

「お前……ホントに一緒に寝るつもりかよ」

「あら、そういう約束でしたわよね？」

「そうだけど……お前、もうだいぶ元気そうじゃねえか」

「ひどい……ひどいですわお兄様っ、わたくしがお兄様に心配をおかけしないように頑張って気力を保っているのが分かりませんの？」

「あーもー、分かったって……」

「それとも、一晩一緒に寝ないで過ごすという意味ですの？　ふふ、イヤらしいお兄様」

「やっぱ元気なんじゃねえかお前!?」

　ハルキの叫びを無視して、アリスはベッドに忍び込んでくる。

　仕方なく電気を消して、ハルキも布団に入った。

　布の中で、風呂上がりでまだ火照っているアリスの体温が伝わってくる。

　布団の中に潜ったままのアリスが、しがみつくようにハルキのパジャマを摑つかんでくる。

　頭を撫なでると、まだ少ししっとりとした髪の感触が、指に絡まる。

　窓の外では、激しく雨が降り続いていた。
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　翌日の朝にはアリスはもういつも通りに戻っていた。

　ただ、そのころからアリスは、ハルキと自分が恋人ででもあるかのような冗談をよく口にするようになった。

　まあ、それもまた、あいつなりの立ち直り方なんだろうとハルキは思っている。

「今は、帰っても、お前がいないんだよな……」

　びしょ濡ぬれになりながらハルキはようやく家に辿たどり着く。

　玄関の床にカバンを二つ放り出して、重くなった靴とソックスを脱ぎ捨てた。

　制服も脱いで、風呂場へ直行──しようとしたところでインターフォンが鳴った。

　無視しようと思ったが、何か直感めいたものを覚えて、ハルキは身を翻す。

「……はい」

「ハルキか？　私だ。綾あや袮ねだ」

「っ！」

　ハルキは裸足のままドアを開ける。

　彼以上にびしょ濡れの状態で綾袮が立っていた。

　水が滴り落ちる髪は、ウェーブして肌に貼り付き、服も色が変わるほどに濡れている。

　まるで、あの日のアリスのようだった。

「なっ……と、とにかく入れ。風邪引くぞ」

「ああ、すまない……」

　招き入れた綾袮の身体は、雨の冷たさに震えているようだった。

「ちょっと待ってろ。今風呂を沸かす」

「気にするな。それより話が──」

「バカ野郎、そんな状態の奴とまともに話なんかできるかよ。オレも元々シャワー浴びるつもりだったから気にするな」

「っ！　なっ、まさかお前、一緒に……」

「そんなわけあるか！　妹じゃねえんだから」

「……お前、妹と一緒に風呂に入るのか？　この歳で……？」

「え？　たまに入るけど。どうした？」

「あ、いや……そういうもんなのか？　でも男女だぞ？　いやしかし…………」

「？」

　綾袮が何かブツブツ言っているが、ハルキも冷えてきたので風呂を沸かしに向かった。







「悪いな。待たせちまって」

「っ！　い、いや、気にするな。私の方が押しかけたのだし……」

　ハルキがシャワーを浴びて出てくると、綾袮は手持ち無沙汰な様子でリビングの席に座っていた。

「何か飲むか？　っつっても大したものはないけど」

「い、いや、その……お構いなく……」

「……オレはホットミルク飲むけど」

「じゃ、じゃあ、同じもので……」

「分かった」

　ハルキはカップを二つ用意して、牛乳を注ぎレンジで温める。

　綾あや袮ねがなんだか借りてきた猫のようにきょどっているのが面白かった。

　しかし考えてみれば、このシチュエーションなら動揺するのも仕方ないかもしれない。

　つい昨日知り合ったばかりの男子の家に来て、順番に風呂に入り、一緒にホットミルクを飲むとか……。

「やべ……オレもちょっとドキドキしてきた……」

「？　どうかしたのか？」

「あ、いや、なんでもない！」

　今度はハルキがきょどりながら、カップをテーブルに置いて、綾袮の向かいに座った。

「──今朝、図書室でさ、」

　と、なんとなく浮き立った気持ちを落ち着かせるつもりで口を開く。

「『不思議の国のアリス』読んでたけど、好きなんだな」

「ああ……」

　カップを両手で持ち、指先を温めるようにしながら綾袮は頷うなずく。

「姉が初めて買ってくれた本なんだ。何度も繰り返し読んでもらったし、自分で読めるようになってからも、ぼろぼろになるまで読んだ。狂った帽子屋マツドハツターに三マ月ーうチさヘぎア、チェシャ猫、ハートの女王、ハンプティ・ダンプティ……今思えば、なんであんな訳の分からない話が好きなのか、分からないがな」

　そう言いつつ、綾袮は笑みを浮かべる。

　まるでその世界を思い浮かべているかのように。

「……姉も──神楽かぐら坂ざか智とも佳かも、アリスの世界が好きだったようだ。そういうことが聞きたいのだろう？」

「あ、いや……そういうつもりじゃ、なかったんだけど」

　誘導尋問みたいなことをしてしまっていたと気付いて、ハルキは申し訳なくなる。

　しかし綾袮は苦笑して、

「気にしないでくれ。どうせ、その話もしなければならないだろうと思っていた」

「そうなのか？　どうして？」

「お前の妹はアリスというのだろう？　そして、幻夢境界ゴシツクエリアにはアリスにちなんだ名称がちりばめられている。それが偶然だということを説明しなければ、お前は私を信じ切れないだろう？」

「まあ、そうだな……」

　実際のところ、綾あや袮ねを疑う気持ちはハルキの中でだいぶ薄れてはいたけれど。

「……って、どういうことだ？　オレがあんたを信じて何がある？　ゲームは終わっちまった。幻夢境界ゴシツクエリアに行く手段だって──」

　言葉を続けようとして、ハルキは綾袮の表情にハッとする。

　彼女の目は、まだ希望を失っていない。

「一緒に来て欲しいんだ。幻夢境界へ行き、今度こそ全てを終わらせるために」
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　ハルキと綾袮は家を出た。

　制服はまだ湿っていたが、この際構っていられない。

　綾袮には、玄関にあったアリスの傘を貸したのだが、

「ちょ、ちょっと待ってくれ。他にないのか。これはちょっと──」

「いや、オレのとそれと、二本しかないぞ」

「…………うぐぐ」

　というわけで、ハルキは紺色の無地の傘、綾袮は黒とピンクの、レースで飾り立てられた傘で出かけることになった。

　最寄り駅へ行き、京王井の頭線で渋谷へ。

　水道橋へ向かうため、ＪＲ山手線に乗り換える。

「……あれ？」

　いつも通り京王線の駅ビルから、道を挟んだＪＲの駅ビルへの連絡通路を渡ろうとしたら通行止めになっていた。

　黄色いテープが行く手を阻んでいて、駅員が脇の階段から回り道するよう叫んでいる。

　テープの向こうでは、警察が現場の捜査をしているようだ。

「そうか……オレがあの辺りをぶっ壊したんだっけ」

　貴たか虎とらとのバトルのさいに、真成駆動パラデイグマで〈クラッシュ・レギオン〉の刃をぶち当てたのだ。

　二人は他の人の流れに乗ってハチ公口のほうへ回り込んだ。

「……おい、なんだよこれ」

　その光景を見て、ハルキは思わず立ち止まってしまう。

　後ろからスーツ姿の男性にぶつかられて、慌てて脇へ避けた。

　人の流れは、スクランブル交差点を迂う回かいするように、駅ビルの方へ誘導され、車の通行も規制されていた。

　その原因は、駅周辺の商業ビルだ。

　ハルキも友人とダベるために入るファストフード店やカラオケや、それに本屋、洋服屋が入るビル。それがことごとく破壊されていた。

　あるものは一階から三階までの窓ガラスが破壊され、あるものは屋上に設置されていた看板が手前のアスファルトに突き刺さり、あるものは巨大な爪痕が壁面に斜めに走り抜けている。

「……貴たか虎とらが五つの封印のうちの、渋谷駅前の封印を解いただろう？　そのときの余波だろうな」

「ああ、そうか……オレがやっちゃったのかと思った……」

　ハルキは安あん堵どする。確かに、ハルキが破壊したのとはまるで違う場所なので、綾あや袮ねの言う通りなのだろう。

　だが、そういう問題じゃない。

　灰色一色の幻夢境界ゴシツクエリアでは湧いてこなかった実感が、改めて生まれる。

　ここ以外にもまだあるのだ。あの公園、池袋駅前、新宿駅前、東京駅前、秋葉原駅前……各地で原因不明の崩壊現象が人々を襲い、恐怖を生み出している。

　自分たちが、それを起こしているのだ。

「…………」

「行こう。ここで悔やんでいてもどうしようもない」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす肩を綾袮が叩たたいた。

「……そうだな」

　ハルキは頷うなずき、駅ビルへと足を進める。

　確かにこちらの世界でハルキにできることはない。ただの高校生である自分はあまりに無力だ。

　ならば──もう一つの世界で、できることをやるしかない。
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　渋谷から山手線と総武線を乗り継いで、向かうのは水道橋。

　現実世界ではプレザンス・コミュニケーション社の本社ビルがある場所だ。

「……私と姉は、両親がいない」

　総武線の車内で、綾袮はそう話を始めた。

「私がまだ赤ん坊の頃に事故で死んだそうだ。姉は多少は二人のことを憶えているらしいが、あまり話を聞いたことはない。私たちは児童養護施設で育てられた。あとから知ったことだが、その施設は〈五ご桁こう家〉が関わっていて、姉は当初から役に立つ人材として引き入れようと目をつけられていたようだ。もっとも、どの家にも行くことなく〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉の一人になってしまったがな」

　なってしまった、という言い方に、どことなく寂しさを感じるのは、ハルキの勝手な思い込みだろうか。

「その後、姉が──私にはよく分からないが──コンピュータ関係の特許でお金を稼ぐようになり、二人で暮らすことになった。姉が中学生、私が小学校に入ったころだったな」

「中学生……すげえな……」

「そのころから、私には姉が理解できなくなってきていたよ。だが、それでも、私にとっては大好きな姉だし、姉にとって私は唯一の家族だった……のだと思う。本を買って、読み聞かせてくれる程度にはな」

「それが『不思議の国のアリス』だったのか」

「続巻の『鏡の国のアリス』も一緒だったな。姉はいつも忙しそう……というか、自分のやりたいことに夢中だったが、本を読んでいる間は一緒だった。だから何度も、ぼろぼろになるまで、繰り返し読んでもらった。他にも本はあったが、アリスが一番多かったな。あれは、姉がアリスを好きだったせいでもあるのかもしれない」

「なんか、意外な感じがするな」

　幻夢境界ゴシツクエリアを研究し〈ゴシックデバイス〉を作り出した天才・神楽かぐら坂ざか智とも佳かのイメージと『アリス』の世界は、ハルキの中ではなかなか一致しなかった。

「……姉は、アリスの理不尽な世界が好きだと言っていた」

「理不尽が？　おかしなことを言うんだな」

「そうだな……正直、私にも理解はしきれん。だが、印象に残っている言葉はある──」




『アリスの世界はなんでもありなんだよ。何にも束縛されず、総すべてから自由だ。訪れた者が常識に縛られさえしなければ、なんだってできる。実は、そういう世界は実際にあるのかもしれないよ、綾あや袮ね』




「…………この言葉が、姉の生き方、在り方を全部表しているのだと思う」

「…………」

「どうだろうか、ハルキ。こんなことで、お前の妹の名前と、私がアリスの本を読んでいたことは無関係なのだと……私は姉の側の人間ではないと信用してもらえるだろうか」

「あ、ああ……」

　そういえば、そういう話だった。

　実際のところ、今の話だけなら証拠はないし、信用する理由にはならない。

　けれど、綾袮のこれまでの態度で、ハルキはすでに彼女を信じられると思っているし、今の話を疑う理由もない。

　妹アリスと『アリス』の符合が偶然だと判明しただけで充分だ。

　ハルキは頷うなずいて見せる。

「信用するさ。あんたはいつだって誠実だった。誠実すぎるくらいにな。それに応えないほど、オレは人でなしじゃないつもりだぜ」

「ハルキ……」

　綾あや袮ねは驚いたような表情でハルキを見てきたが、やがて薄く笑みを浮かべて頷いた。

「では、改めて話そう──〈ゴシックデバイス〉を使わず幻夢境界ゴシツクエリアへ行く方法がある」

「本当か!?」

　思わず大声を上げてしまい、周りの乗客に睨にらまれた。

「……プレザンス社に古いタイプの転移フオール装置があるんだ。移行装置スライドシステムと呼ばれていた」

「プレザンス社に……？　じゃあ、忍び込まなきゃいけないのか」

「心配はいらない。あの建物は、一部が見学施設になっているからな」

「いや、でも研究室とかは立ち入り禁止なんじゃ……」

「その辺はどうとでもなる。今は姉たち研究員が幻夢境界に行っているから、研究区画の一部は無人だ。姉が残していった資料に書かれていたから、場所は分かっているしな」

　かなり無茶な話に思えるが、ここは綾袮を信用するしかない。

「ただ、問題が一つある……移行装置は〈ゴシックデバイス〉と違い、ただ幻夢境界に行くためだけの機械だ。奇き力りよくや奇約武装ゴシツクカースの制御までは行ってくれない」

「？　それの何が──」

　と問いかける途中で、ハルキは思い出す。

　貴たか虎とらが現実世界へ戻るときに、綾袮が言っていたことだ。




　──〈ゴシックデバイス〉には安全装置セキユリテイがついている。

　──本人の生命を脅かすような奇力消費を防ぐ。

　──奇約武装が破壊された際に強制的に幻夢境界から離脱リーヴさせる。




「──その移行装置で幻夢境界に行ったら、身の安全が保障されないってことか？」

「そうだ。〈ゴシックデバイス〉なら、いったん適応者グリンズになってしまえば、幻夢境界で奇力を消費したり、怪け我がを負っても死ぬことはなかった。だが、移行装置を使用した場合、デバイスは機能しない。奇力は本当に底をつくまで消費されるし、自動で離脱することもない。つまり、」




「ここから先は、ゲームオーバーは死と同義だ」




「…………」

　車内アナウンスが、次の駅が水道橋だと告げる。

「プレザンス社の見学スペースが閉まる前に来たかったので、ここまで連れてきてしまったが──だから、無理に付き合わせるつもりはない」

　綾あや袮ねは場所を移動し、扉の方へ向かう。

　電車が水道橋駅の高架ホームへと滑り込む。

「何があるか分からない。マッドハッターより強い固有種と戦うことになるかもしれないし、研究員全員が奇約武装ゴシツクカースで襲いかかってくるかもしれない。そして〈ゴシックデバイス〉のバックアップなしでそれを乗り越えなければならない。だから、来いとは言わない」

「綾袮……」

「──これから言うのは、私の個人的な頼み事だ」

　電車が停止し、扉がスライド。

　綾袮はハルキの方を向いたまま、後ろ向きにホームに降りる。

　そしてあの、騎士のような毅き然ぜんとした立ち姿で言うのだ。




「ハルキ、私と一緒に戦って欲しい」




　その瞬間。

　綾袮の濡ぬれそぼった制服は、間違いなく騎士の甲かつ冑ちゆうだった。

　手にしたゴシックロリータなアリスの傘は、由緒ある刀剣だった。

　けれど同時にハルキは気付く。

　刀剣を握る彼女の手が、小さく震えていることに。

　そして再び剣は傘に、甲冑は制服に戻り、目の前の騎士は一人の少女に戻る。

　その表情は凜りんとしていながら、不安に揺れ。

　その身は驚くほどに小柄だった。

「……っ」

　ハルキは、電車から飛び降りる。

　降りしきる雨が、電車と屋根の隙間からホームに降り注いでいた。

「ハルキ……」

「ったく、お前は誠実すぎるぜ。そんなこと、正面から頼んだりしねえよ？　死なないゲームだったときは『何もするな』で、命がけの戦いのときは『一緒にこい』って……普通逆じゃねえか」

「それは……その……」

　困惑して視線を逸らす綾あや袮ねの肩を、ハルキはぽん、と叩たたいた。

「──頼むのはオレの方だ」

「ハルキ……」

「綾袮、もう一度アリスミラー城へ連れっていってくれ。オレはアリスを助け出したい」

　これが綾袮の戦いであるなら、同時にハルキの戦いでもある。

　行かない理由など、どこにもない。

　二人は駅を出て、プレザンス社のビルへ向かう。

　最後の戦いの場へ。
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　侵入は驚くほど簡単だった。

　プレザンス社の見学スペース──ビルの二階の一角──から「Staff only」の札を無視して廊下へ。そこからエレベーターで地下へ降りる。

　ガラス張りの自動ドアがあって、その手前にガードマンが二人立っていたが、

「誰だね、君たち？」

「ここは関係者以外──ごふっ」

　お決まりの忠告を無視し、綾袮がハイキックと正拳突きで彼らを気絶させた。

「あんた……格闘技もできんのか」

「中学までは空手の道場に通っていた。だいぶ腕は鈍っているが」

「今のでか……」

「早く行くぞ。監視カメラがある。しばらくしたらガードマンが押し寄せてくる」

「マジかよっ」

　自動ドアにはセキュリティがあったが、綾袮が持っていたＩＤカードで突破した。

「……それも姉さんの忘れ物か？」

「ああ」

「あんたの姉さん、いろいろ大丈夫か……」

「何度注意してもすぐに忘れるから、もう諦めかけている。が、今回はおかげで助かっているだろう」

「まあ、そうだけど」

　姉がそういう性格だから、妹はこんな風に育ったのだろうか……。

　そんなことを考えているうちに、目的の部屋に到達。

　扉を開けると、内部は宇宙船のような空間だった。

　四方八方に機械部品が置かれ、壁など見えない。

　綾あや袮ねは扉を閉じると、スイッチを操作。異様に頑丈そうなロックが二重三重にかかる。

「──ここに移行装置スライドシステムってのがあるのか？」

「というよりも、この部屋全体がそのためのシステムだ」

　言いながら、綾袮は壁のスイッチを押す。

　とたん、駆動音が響き、部屋全体が鳴動するように唸うなり出す。

　綾袮の前にエアディスプレイが出現した。

「……問題ないな……資料にあった通りだ。電源の供給も……自前で行けるか」

「大丈夫なのか？」

「ああ」

　不意に扉が外からガンガン叩たたかれ、何か叫んでいるらしい声が聞こえてきた。

「お、おい綾袮」

「気にするな。外からは開けられない。ただし、」

　と、綾袮はディスプレイを操作する手を止めてハルキを見てきた。

「幻夢境界ゴシツクエリアで姉を見つけ、お前の妹を助け出して戻ってきたら、警察に取り囲まれているなんてことはあるかもな。停学では済まないかもしれないぞ」

「……何を今更」

　ハルキは苦笑する。

　それを見て綾袮も笑った。いたずらをする子供のような笑み。初めて見る表情だった。

「それじゃ、行くぞ」

「ああ」

　ディスプレイの中央に、移行スライドの文字。

　それがタップされ、カラーが反転すると同時。

「っ！」

　部屋全体が光に包まれる。

　全身が、呼吸可能な水に浸かっているような、奇妙な感覚。

　視界が光に満たされ、眩まぶしさに思わず目を閉じる。

　そして──
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　──目を開くと、全く同じ部屋にいた。

「まさか……失敗か？」

　言ってから、そうではないことに気付く。

　熱を感じて右腕を見れば、服越しに紋章が浮かび上がって、光を放っていた。

「これは……」

「〈ゴシックデバイス〉の制御を失っているせいだな。奇き力りよくが抑え切れていないんだ」

　見れば、綾あや袮ねの左腕にも、紋章が浮き出ていた。

「急ごう。私もこの状態で幻夢境界ゴシツクエリアに来たのは初めてだ。何が起こるか分からない」

　部屋から出ると、プレザンス社の無機質な廊下とは一変していた。

　石造の、巨大な城の内部だ。

　驚くほど高い天井は、壁に並ぶ蠟ろう燭そくの光が届かず暗闇に閉ざされている。

　ハルキは廊下の左右を見回す。どちらも、果てがないと思えるほどに長く伸びている。

「どっちだ？」

「……分からないが、手当り次第に探って行くしかないだろう」

　言って、綾袮は右を選ぶ。

　恐怖を覚えるほどの静寂の中に、二人の足音だけが響く。

　廊下は僅わずかに湾曲しているようだった。

「この建物、こんなに大きかったっけか？」

「地下部分だからだろうな」

　外から見たアリスミラー城は巨大だったが、それは高さの話だ。

　面積的には、皇居外堀と外堀通りに挟まれた狭い土地に建っている。

「なあ」

「どうした？」

「アリスモチーフのほうは、あんたの姉さんの趣味ってことで分かったけど、ゴシックのほうもそうなのか？」

「ああ……いや、それは違うはずだ。幻夢境界という名称は、姉が研究に参加する前から付けられていたようだった」

「ってことは〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉の他の誰かが？」

「そういうことだろうな。どうしてそう名付けたかは分からないが……」

「空の、蜘く蛛もの巣みたいのは違うのか？」

「どういうことだ？」

　ハルキはゴシック建築の飛梁フライング・バツトレスのことを説明する。

「それに似てるからさ。その連想でゴシックって名付けたのかなって」

「いや……それはないだろう」

「どうして」

「あの構造物は、以前はなかったからだ」

「っ！　そうなのか？」

「ああ。前回の実験の際には、空にあんなものはなかった。姉が残していった資料にも言及されていないから、定期的に発生するというものでもないようだ」

「そうなのか……」

　奇獣ジヤバウオツクの遺骸を回収しているので、幻夢境界ゴシツクエリアを構成するものの一つなのだと勝手に思い込んでいたが……。

　だとしたら、あれはなんなんだ……？

　何か引っかかった。

　もうその答えが、自分の前に提示されているような感覚……。

　だが、それをハルキが摑つかむより早く──終わりに辿たどり着いた。

　大きく曲線を描く廊下の、内側に巨大な扉。

　その向かいには、それぞれ上と下へ向かう階段が並んでいる。

　廊下は、まだ先へ続いているが……。

「……もしかして、さっき左右のどっちを選んでもここに着いたんじゃないか？」

「そうかもな」

　言いながら、綾あや袮ねは扉に耳を付ける。

「──何か聞こえる」

「本当かっ？」

　ハルキも耳を付けると、確かに何か、大きなものが作動しているような音が聞こえた。

　二人は頷うなずき合うと、扉を押す。

　重そうな扉は、しかし思いの外簡単に開いた。

　そこは、巨大な円形の空間だった。

　学校の体育館四つ分くらいの面積はあるだろうか。

　天井はドーム状になっていて、アーチが放射状に伸びている。

　そして──。

「アリス！」

「姉さんっ！」

　その空間の中央に、二人が探していた人物がいた。

「おや、綾袮。それに、藍らん条じようハルキくんじゃないか。一体どうやって？」

　現れた二人に気付いた神楽かぐら坂ざか智とも佳かが声を出す。

　彼女の容姿は綾袮に良く似ていた。

　ただ、凜り々りしさよりは理知的な雰囲気が、厳しさよりは自由さが強いように思える。

　ブラウスを着て、その上に白衣を羽織っている。

　下は──何を身につけているか分からなかった。

　腹から下を巨大な機械に包まれているのだ。

　どこか生物めいた雰囲気もあるそれは、奇獣とよく似ていた。

　智とも佳かを取り込むように包んだそれは、フレアスカートのように床に広がっている。

　その彼女の頭上にある鳥籠に、アリスが閉じ込められていた。

「アリス！　オレだ！　アリス！」

　ハルキは鳥籠の中のアリスに呼びかけるが返事はない。

　両手に枷かせを嵌はめられ、膝立ちの姿勢でジッとしている彼女は、目を開けているがその視線は虚ろ。まるで人形のようにぴくりとも動かない。

「あんた……アリスに何をした!?」

「実験に協力してもらっているのさ。安心しなよ。別に命に別状はない。ちょっと眠ってもらっているだけだ」

「眠って……？」

　そんな言葉が信用できるはずもない。

　開いているのに何も見えていないような両目。マトモな状態でないのは明らかだ。

「それより、今度はこっちの質問に答えて欲しいな。どうやってここに？」

「忘れたのか、姉さん。あなたが造った移行装置スライドシステムでだ」

「……？　……、…………あー。あーあーあー、あったあった、そんなもの」

　かなり考え込んでから、ようやく合点がいったという感じで頷うなずく智佳。

「おい……本当にあれ、あんたの姉さんか？　偽物なんじゃ」

「いや、間違いなく私の姉だ」

　今のやりとりで確信するのもどうなんだろうと思ったが、それは言わないでおく。

「さて──それじゃ、お互いの疑問が解決したところで、そろそろ出ていってくれないかな？　これから大切な実験の時間なんだ」

「そういうわけにはいかねえよ」

　ハルキは一歩前に出る。

「アリスを返せ」

「駄目だね」

　即答。

　智佳は自分の真上の鳥籠を見上げると、

「彼女は素晴らしいサンプルだ。君の奇き力りよく値の高さも魅力的だが、私の研究はまだ、それを扱えるレベルに到達していない。今は、彼女の奇約武装ゴシツクカースを利用した実験が優先だ」

「アリスの、奇約武装……？」

「出ていってくれないなら仕方ない。実験を中断するのは難しいからね。君たちの見学も許可しよう」

「っ！」

　床が揺れ動き、身体が下に押し付けられるような感覚に襲われる。

　この巨大な空間全体が上昇しているのだ。

　やがて、振動と共に移動が終了。

　周囲の壁が窓のように開き、外の様子が見えるようになる。

「ここは……空？」

　かなりの高空へと移動したようだった。

　灰色一色の世界。その中で、あの蜘く蛛もの巣のような構造物が眼下に見える。

「接続コネクト」

　智とも佳かの言葉に従うように、アリスの鳥籠を支えている鎖が、その構造物へ向かって伸びていった。

　鎖は構造物の表面のフックに接続。

「まさか……」

　ハルキは息を吞のむ。

　先ほどの予感が結論へと結びついていく。

　智佳が、その回答を口にした。

「そうだよ。君たちがずっと目にしてきた空の構造物。これが──」




「アリスくんの奇約武装ゴシツクカース──〈アリス・ゴシック〉だ」




　空の蜘蛛の巣──〈アリス・ゴシック〉が輝きを放った。

　輝きは鎖を通じて鳥籠へ、さらにそこから落雷のように真下の智佳へと伝わる。

「……うっ、あ、あああぁ」

　囚われたアリスが呻うめき声を上げる。

　虚ろな目に、悪夢が映っているように苦しげに。

「！　やめろぉ！」

　ハルキは駆け出した。

　気付けば〈クラッシュ・レギオン〉が実体化している。

　デバイスの操作なしに奇約武装を手にしていた。

「はああああああ──！」

「止まれ、ハルキ！」

　足を止めたのは、ひときわ大きな綾あや袮ねの声のためか。

　それとも──眼前で突如変形した機械部品のためか。

　布のように床に広がっていたそれが、突然浮き上がって立体に変わった。

　ビクビクと脈動しながらスカートの一部分が分離。

　それらが圧縮されるように集合、形を変え──。

「アリス……っ？」

　出現したのはアリスだった。

　ただ、服の代わりに歯車や発バ条ネやパイプといった機械部品を身に纏まとっている。

「ふふふ、いいね、素晴らしい！　大成功だ！」

「……どういうことだ？　これがアリスの奇約武装ゴシツクカースの力なのか？」

「僕が身に纏っているのは奇獣ジヤバウオツクの固有種、ハンプティ・ダンプティだ。これはその力と、〈アリス・ゴシック〉の力の合わせ技だよ」

「ハンプティ・ダンプティ……だと。姉さん……なんてことを！」

「なんだよ、何が問題なんだ綾あや袮ね？」

　ハンプティ・ダンプティと言えば、卵の姿の奇妙なマスコットだ。

　確か、イギリスの童謡のキャラだったと思うが、『アリス』にも登場していたのか。

「姉の資料では、ハンプティ・ダンプティは『原初の奇獣』と記されていた。『奇獣の源流。すべての奇獣が生まれ、やがて還る場所』とも」

「どういうことだよ？　なんか、すごい奇獣だってのは分かるけど」

「その通り。ハンプティ・ダンプティは最強の固有種だ。けど、それだけじゃない」

　智とも佳かが笑いを漏らしながら、

「この世界は総すべてが奇き力りよくという、人の意識が溢あふれ出して生まれたエネルギーによって形作られている。人間の精神が具現化したのがこの世界だと言っていいだろうね。だから、この世界にあるものは、すべて代替可能だ。一度奇力という純な存在に還元すれば、あらゆるものを生み出す源とできる。その媒介であり、材料となるのが、この奇力生じ果つる卵ハンプテイ・ダンプテイさ」

　智佳は窓の外の構造物を指し示し、

「そして、アリスくんの奇約武装〈アリス・ゴシック〉は、奇獣の遺骸を取り込み、その奇力総てを奪い取る奇約武装だ。この二つを合わせれば、幻夢境界ゴシツクエリアのバランスを崩すことができる。奇力は卵から生まれることなくここに淀よどみ続け、やがて世界を形作る奇力が枯渇する。人の精神によって、世界の仕組みそのものを破壊できる」

「よく分かんねえし、興味ねえな……」

「そうかい？　現実世界ではエネルギーを使い果たしても物質が残るけど、幻夢境界では奇力を使い果たした存在は『死ぬ』。反対に奇力を制御できれば、その存在は永久に死ぬことがない。精神によって全てを制御できる可能性を有した世界なんだよ。生と死の狭間に、科学は、理屈は、論理は、介在できるのか？　それが僕の興味だ。

　──だからどうした？　って顔だね。だったら言い方を変えよう。藍らん条じようハルキくん、君にも興味が持てるようにね」

　言って、智佳は両腕を広げる。この空間を指し示すように。

「このアリスミラー城は〈アリス・ゴシック〉で集めた奇き力りよくを用いて実体化した存在。いわば人工的な奇約武装ゴシツクカースだ。その影響で君の妹のアリスくんは、こうして眠っているわけなんだけど」

「っ！」

「アリスくんは、そのために精神を消費し続けているわけだ。総すべてが奇力という精神で構成された世界で、精神を使い尽くしたらどうなるだろう？　ハンプティ・ダンプティ、揺よう籃らんにして終しゆう焉えんの種へと還元され、純なる奇力として混ざり合い消えてしまうのか、あるいはそれでも『藍らん条じようアリスの精神』というものは残り続けるのか。興味深いじゃないか」

「あんた……！」

　怒りに全身が震える。

　今すぐ殴りかかりたいくらいだが、目の前の偽りのアリスが邪魔だった。

「いい加減にしろよ！　オレたちはあんたのゲームの駒じゃねえんだ！」

「そうさ。ゲームなんかとは違う。これが本当に僕の求めていた楽しみだ」

「楽しみ、だと？」

「そうだよ。世界を知ること。別の世界を見つけること。見つけたその世界も知り尽くしたら、次はそれを終わらせる。終わらせれば、その世界の総てを把握したことになる。果たして世界は、その仕組みを妨げられると終わるのか？　世界を終わらせることができるのか？　それを知ることが、知りたいという欲求を叶かなえ続ける過程こそが、」




「僕たち〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉の目的なのさ」




　嬉き々きとして主張する智とも佳か。

　それはまるで、体育の時間に逆上がりができたと親に報告する子供のよう。

　あまりに無邪気で、あまりに純粋で──それゆえに、怖かった。

「……姉さん」

　小さく、綾あや袮ねが言った。

「確かにあなたは変わってない。昔からそうだ。何かに夢中になると、周りのことも、自分のことさえも目に入らなくなる」

「そうだね。その通りだ」

「──だったら、私も変わらない。これまでと同じだ。そんなあなたの無茶を止める。それが私の役目だ」

「ふふ……そうかい。なら、やってみるといい」

　智佳が手を振る。

　置物のようにじっとしていたアリス──ハンプティ・ダンプティから生み出された偽りのアリスが、こくり、と何かを疑問に思うように首を傾げ──笑みを浮かべた。

「おニイさマ」

「っ！」

　その瞬間、寒気がハルキの全身を襲った。

　アリスそっくりの声。ただ、感情が欠落して、五つの音をつなげただけの発音。

「避けろ、ハルキ！」

「──！」

　綾あや袮ねの声に、とっさに〈クラッシュ・レギオン〉を掲げながら退避。

　刀身に、アリスが手にしていた杖ロツドが叩たたき付けられた。

「おニイサマオにいさマオにいサマオニイサまおにいサマおにイサまおニイサまおニイサマおにいサマあははハハハははははハはははは──」

　アリスはひたすらに音を吐き出し続けながら、杖を振り回してくる。

　その小さな身体からは想像できないほどの、強烈な連撃。

　ハルキは受け止めながら避けることしかできない。

「手加減をしているね、藍らん条じようハルキくん。可愛い妹の姿には攻撃できないかい？」

「くっ……」

　ぶっちゃけその通りだった。

　たとえすぐそこに本物がいようが、相手が「オニイサマ」という音を繰り返すだけの人形だろうが、アリスの姿をしたものに危害を加えるなんて……。

「ふふふ、そんなことでいいのかな。段々避けるのがきつくなってくるよ？」

「どういう──っ！」

　智とも佳かがまとうスカートの残りが次々と変形──アリスが増殖した。

「おにいサマおにいさ「オニイさマオニイサマ「お「ニイいサマまま「おニイ「さまオニイ「さまさまああ「オニイさ「マオにいいさまあははははは「はははは「オニいい──」

　無数のアリスが、一斉に声を上げる。

「おい！　しっかりしろ！　なんで少しニヤけてる？　まさか嬉うれしいのか、これが!?」

「い、いや、そんなことはないって」

　正直に告白すると、ちょっと嬉しかった。

　周り中にアリスがいて、みんなしてハルキのことを呼んでくれる。アクセントのおかしさだけ頭の中で補正できれば、結構楽しい状況だ。

　──だが。

「──やっぱ、本物のアリスには敵わねえよ。数を揃そろえりゃいいってもんじゃねえ」

　ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉を構え、深呼吸。柄つか頭がしらのスイッチを押し込む。

「妹は、量より質だぜ！」

　分離し、散開した無数の刀剣は、増殖したアリスたちを、容赦なく斬り伏せて行く。

　機械部品が散らばり、オイルのような黒色の液体が辺りに飛び散った。

　ゴシック風のドームが、まるでスクラップ工場のような惨状になる。

「どうだよ？　妹の姿で動揺させようなんて、姑こ息そくな手は通用しなかったぜ」

「そうかな」

　廃品工場の中心で、しかし智とも佳かはいまだに余裕の態度を崩さない。

　──再び鎖に光が走り、鳥籠の中のアリスが苦しげな声を上げる。

「アリス！　──おい、もう止めろ！　〈アリス・ゴシック〉の奇き力りよくを奪ったって、お前の言う『材料』がもう残ってないだろ！」

「そんなことはないさ」

　智佳が指揮者のように手を振ると、散らばっていた機械部品たちが再び動き出した。

「なっ……」

　機械たちはさっきとまるで同じ行程を経て、またしても無数のアリスたちとなった。

「材料そのものが奇力なんだ。奇力を注げば何度でも再利用できるさ」

　皮肉るような口調で言ってくる智佳。

「そして、動揺していないと自分では思っているみたいだけれど、君の精神は妹の姿の存在を害したことで、ダメージを蓄積しているよ。それは今の真成駆動パラデイグマが、以前に放ったものと比べて格段に弱いことからも明らかだ」

「そんな……ことは……っ」

「しっかりしろ！」

　綾あや袮ねがハルキに代わって前に出る。

　彼女は──群れるアリスの集団を無視し、一気に跳躍。

　姉の頭上の鳥籠──それを支える鎖を狙う！

「材料が尽きないなら、エネルギーの供給源を断てばいい！」

　空中で〈ボルト・フライヤー〉を放つ──しかし。

「ムダだよ」

　アリスの一人が跳躍。

　胸に矢を受け、光と共に崩壊。

　バラバラになった機械部品が、他のアリスたちに降り注ぐ。

「この子たちは〈アリス・ゴシック〉から供給される奇力で形を保っている。自身を維持するのに必要なエネルギーの供給源が断たれそうになったら護ろうとするのが当然だよ」

「くっ……」

「さて──それじゃあ、次の段階に行こうか。僕の奇約武装ゴシツクカース──〈サニティ・スローン〉をお披露目するとしよう」

「っ！　止やめろ！」

　ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉を構え、智とも佳かに向けて駆ける。

　だが、アリスたちがその進路を塞いだ。

「くそっ……どけよ！」

　剣を振るが、その勢いは、アリスたちが軽々と受け止められるほどに弱くなっていた。

「よしなって。奇き力りよくは人間の精神、奇約武装ゴシツクカースとは君の精神の具現だ。その力が弱くなっているっていうことはさ、君の精神が、妹の姿をした存在を倒すことを拒んでいるんだよ」

　智佳の頭上で、鳥籠が変形していく。

　金属の檻おりが消え、底面に収納。一本だけ大きさを変え、最終的にアリスの首にチョーカーのように収まった。

「アリスっ！」

　直後、底面も拡散して消失。足場を失った彼女の身体は、そのまま落下。

　それを──智佳の元へ走り寄っていた数人のアリスたちが受け止める。

　受け止めた瞬間、ぐにゃり、と彼女たちの姿が変形した。

　粘土細工のように歪ゆがみ、崩れ、融合しながら、本物のアリスの身を取り込んでいく。

「くそっ、アリス！　アリスっ!!」

　ハルキは〈クラッシュ・レギオン〉を、変形し続ける機械部品へ叩たたき付つけた。

　が、機械の群れは少しだけ表面をへこませただけだ。

　そして反撃とばかりに機械部品が膨れ上がり、ハルキの胴を叩き、突き飛ばした。

「ハルキっ！」

　綾あや袮ねに受け止められる。

「……悪い」

「大丈夫か？」

「ああ……けど、全然力が入らない。本当に奇力が尽きてるのか？」

「分からないが……私はそこまでではないぞ。やはり、妹の姿を攻撃したのが精神的に負担になってるんじゃないのか？」

「マジかよ……」

　本当に自分は、偽物だと分かっているのに、ためらっているのか？

　本物の妹アリスを助けなければいけないというのに。

「さて、そろそろ完成かな？」

「っ！」

　眼前に、奇妙なオブジェが出現していた。

　シャンデリアと王冠の中間のような姿。

　しかし、無数に腕を生やしたようなそれは、煌きらびやかさよりは禍まが々まがしさが先にあった。

　そして、その中心に、ダイヤモンドのような結晶体が埋め込まれ、その中に、

「──アリス！」

　眠るように閉じ込められた妹の姿。

　棺に納められているようにも見える──思わずそんな想像をしてしまう。

「へえ、僕の〈サニティ・スローン〉はこんな姿だったのか」

　智とも佳かが言った。

「僕は極端に奇き力りよくが少なくてね。通常駆動でも実体化を保てないんだ。けど、アリスくんが集めた奇力とハンプティ・ダンプティの奇力純化の機能を使って、こうして出現させることに成功した。さて、そんな僕の奇約武装ゴシツクカースの能力はどういうものだと思う？」

「知らねえよ……オレの言うことは変わらねえ──アリスを返せ！」

　叫び、ハルキは跳躍。

　アリスが閉じ込められた結晶体へ向かって、剣を振り上げる。

　──が。

〈サニティ・スローン〉が結晶体だけを固定して回転。

　無数に生えた腕のようなパーツから四方八方に向けて、白光が放たれた。

　白光はハルキの左腕をかすめ、

「ぐっぁあああああああああっ！」

　焼けるような痛みが腕から侵入し、脳を暴れ回る。

　衝撃に、一瞬意識が飛ぶ。〈クラッシュ・レギオン〉が消失。

〈サニティ・スローン〉の腕部が連続でハルキの身体にぶち当たる。

　ハルキはほぼ真下の地面に叩たたき付けられた。

「ぐぁっ……」

　身体を守った左腕でイヤな音が鳴った気がした。

　白光を浴びたところもじくじくと痛む。

　無事な右手で側頭部を押さえると、ぬるりとした感触。

　智佳が言う。

「〈サニティ・スローン〉は、奇力そのものを外部へと発散する能力を持つ。あるいはそれは、性質と言い換えてもいいね。他の奇約武装が、奇力を集約させることで自身の姿を構築──表現──しようとするのに対し、僕の奇約武装は唯一、自身を拡散させようとする特殊な志向性を持つ」

「それが……どうしたってんだよ……？」

「もちろん単独ではこんな性質はなんの意味もない。何しろ、僕には発散するべき奇力がほとんどないんだからね。けれど──奇力を供給してくれる〈アリス・ゴシック〉と接続コネクトし、奇き力りよく純化の特性を持ったハンプティ・ダンプティを材料にすれば、この〈サニティ・スローン〉は意味を持つ。幻夢境界ゴシツクエリアの奇力を自身の一部として発散し続け、やがて幻夢境界の総すべてが正常なる玉座サニテイ・スローンそのものになるまで止まらない。それは究極の終末兵器だ。

　君は、終末という現象そのものに、いつまで立ち向かい続けられるかな？」

「…………だからって、引き下がれるわけ、ねえだろっ！」

　そう叫び返しはするものの、ハルキは身を起こせない。

　綾あや袮ねがハルキの前に立つ。

「バカっ！　ジッとしていろ！　あとは私がなんとかするから──」

　バカはあんただ。

　そんなことしたら、あんたも同じ目に遭うぞ。

　そう言ってやりたいが、声を出すのも辛い。

　奇力が削られすぎて、生命力まで失いつつある。そんな感覚。

　──そうか、これが〈ゴシックデバイス〉の制御がない状態。

　デバイスのゲージは、奇力が尽きると０になる……だがあれは、幻夢境界での活動に必要な最低限の奇力を残した上でのものだったのだろう。

　今はその制限が働かない──最低限の奇力さえ、ハルキは失いつつある。

　怪け我がを修復させるために消費しているのか、それとも智とも佳かの言う通り、アリスの姿をした人形たちを攻撃したせいで精神がダメージを受けていたのかは分からないが……。

（その程度で？）

　ハルキは、さっきも感じた疑問を再び繰り返す。

　今ハルキは、純粋にアリスを助け出そうと〈サニティ・スローン〉を攻撃していた。

　智佳の言葉が本当なら、今回は逆に精神力がアップしていてもよさそうなものだ。

　ハルキは首を僅わずかに動かして、視線を上げる。

　ハルキを護るように立つ綾袮が、〈サニティ・スローン〉に立ち向かおうとしている。

（また一人でなんとかしようとして……無茶だ、そんなの）

〈サニティ・スローン〉は強い。

　しかも、綾袮の奇約武装ゴシツクカースは遠距離からの奇襲向きの能力だ。

　単独で立ち向かうには分が悪すぎる。

　──ハルキの頭にまた疑問が浮かぶ。

〈サニティ・スローン〉は強い。だが、強すぎないだろうか。

　それは、智佳の精神の強さということなのか？

　否──智佳は、自分に奇力がないと言っていた。だから〈アリス・ゴシック〉から補っているのだと。

　その〈アリス・ゴシック〉は奇獣ジヤバウオツクの遺骸から奇力を得ていたが、だからといって〈サニティ・スローン〉に奇き力りよくを無限に供給できるわけじゃないはず……。

　──ダメだ。考えがまとまらない。

　ヒントのようなものを摑つかんだ気がしたが、そこから先に思考を進めることができない。

　ハルキは微睡まどろみの中へ落ちていく────





■






　──聞こえてくるのは泣き声。

　まだ幼い妹アリスの泣き声だ。

　藍らん条じよう家、と名が彫られた墓石の前で、アリスはずっと泣き続けていた。

　ハルキはどうしていいか分からず、それを後ろから眺め続けていた。

　二人を家へ連れて帰らなければいけない叔父夫婦が、困惑と苛立ちの中間くらいの表情で。墓地の入口に立っている。

　アリスは、両親の葬式の最中は、一度も泣かなかった。

　その後、葬儀場の隣にある墓地に来て、葬式の参列者がみな帰ってから、ようやくアリスは泣き出した。

　これまで堪えていた感情がすべて溢あふれ出したように。

　ぽつり、と頰に雫しずくが当たった。

　まるでアリスの哀しみにつられたように、分厚い雲から雨が降り始める。

「……車で待っているぞ」

　叔父がそう告げて、叔母と一緒に墓地を去っていった。

　ハルキは拳を握りしめる。

　叔父の声の冷たさに悟ったのだ。

　あの人たちは、自分とアリスの味方じゃない。

　何かあっても、あの二人はアリスを護ってくれない、と。

「アリス」

「…………？」

　妹の柔らかい髪に手を載せて名を呼ぶと、彼女は泣き声を上げたまま振り向いた。

　涙と鼻水と雨とでぐしゃぐしゃになった顔に、しゃがんで視線を合わせながらハルキは言う。

「もう泣くなよ、アリス」

「でも……でも！」

「父さんも母さんももういない。これからはオレたち二人で生きてかなきゃ。いつまでも泣いてちゃダメだ。オレは、笑ってるアリスが好きだぜ」

「でも……わたくしたちはまだ子供で……二人でなんて……ムリ…………っ」

「心配するな。何とかなる。何かあったら絶対に──」
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　──オレがアリスを、護ってやる。




「……っ」

　ぽたり、とハルキの頰に、雫しずくが当たったような気がした。

　ただの幻覚かもしれないその感覚に、ハルキは僅わずかに意識を取り戻す。

　視線を向ければ、綾あや袮ねが〈ボルト・フライヤー〉の弓を鈍器のように振り上げながら〈サニティ・スローン〉に立ち向かっていた。

　彼女ももはやボロボロ、服のあちらこちらに焼けこげたような穴があいている。

「ぐぁっ！」

　打撃を受け吹き飛ばされる綾袮。

　ハルキのすぐ横に落下し、バウンドして横たわった。

　彼女の奇約武装ゴシツクカースが粒子状に消え去る。彼女の奇き力りよくも尽きかけているらしい。

〈サニティ・スローン〉が二人の直上へ迫る。

　中央の結晶体が間近に。その中に眠るアリスの姿をハルキは見る。

（泣いてる……）

　眠るアリスは苦く悶もんの表情を浮かべ、頰に二筋の涙を浮かべ、

（アリスが泣いてる……）

　あの日の夢を見ているのかもしれない。

（……約束しただろ、何かあったら、オレが護るって）

　──意識が戻ってくる。

　もはや死に向かうしかないと思っていた感覚が蘇よみがえる。

　だが──奇跡のような何かが起こって、謎のパワーアップが起こる気配はない。

（そんなもんに期待するな）

　奇跡が起きるなら、父も母も死んだりなどしなかった。

　事故のあとの手術は成功していたはずだ。

　だが、五分五分の確率の手術は失敗して、二人は帰ってこなかった。

　奇跡なんてこの世界にはない。

　だから、考えろ。

　アリスの涙を止めるために。

　アリスの笑顔を取り戻すために。

　アリスとまた、あの家へ帰るために。

　全てを尽くせ。あらゆる可能性を想像して、この状況を変える方法を──。

「…………？」

　そしてハルキは気付く。

　自分の思考が、身体が、さっきより回復していることに。

　尽きかけていた奇き力りよくが、戻りつつある。

　元々ハルキの奇力の回復は早いようだった。

　これまでもそれで、何度か危機を切り抜けている。

　だが、先ほどまで減る一方だったのが、急に回復したのはどうしてか……。

（アリスの偽物を攻撃した精神的ダメージが今更弱まったのか？）

　いや……そんなもの最初からさほど感じていなかった。

　自分でも分からないような深層心理に受けたダメージなら、まだ回復できないはずだ。

　ならば、さっきまでの奇力の異様な減衰には、別の原因があるのかも──。

（────そうか）

　ハルキはゆっくりと起き上がる。

　傍らに倒れた綾あや袮ねを抱え、ふらふらと後退する。

「へえ、まだ起き上がれるとはね。とんでもない奇力値だな、君は」

「──その奇力を、あんたは利用してたってわけだ」

　声を出せるまでに回復してきた。

　睨にらみつけるように智とも佳かに視線を向け、

「全部、あんたの計画だったんだ。エクストラ・ミッションでオレを煽あおった上で、城の目の前でゲームクリアにしてオレを現実世界に還したこと。そうすりゃ、綾袮と一緒に移行装置スライドシステムでこちらに来るって考えたんだ。プレザンス社に簡単に忍び込めたのも、あんたが事前に手を回しておいたんだろ。そしてオレがこっちに来れば、〈ゴシックデバイス〉の制約なしのオレの奇力を、〈アリス・ゴシック〉で奪うことができる」

「……へぇ」

「アリスの姿をたくさん出したのはカムフラージュだ。オレが妹を攻撃した動揺で奇力を失っていると思わせるため……ついでに、オレを怒らせて〈サニティ・スローン〉を攻撃させるためだったんじゃないのか？　そうやって〈サニティ・スローン〉に接触させ、接コネ続クトした〈アリス・ゴシック〉で奇力を手に入れていたんだ」

　もちろん、その辺は想像の範囲でしかないが。

「なる……ほどな…………」

「綾袮っ。大丈夫か？」

「ああ……私も回復してきた。お前の推論は当たっているようだ」

　二人は〈サニティ・スローン〉からかなり離れたところまで退避していた。

「だとしたら、ありがたい話だぜ」

「どうことだ？」

「あんたの姉さんは、アリスの偽物なんか出してオレを騙だましていた。なんでわざわざそんなことをしたかっていうと、」

　と、ハルキは智とも佳かに視線を向け、彼女に聞こえるように言ってやる。

「そうしなきゃ、オレに〈サニティ・スローン〉を倒される可能性があるからだ」

「…………」

「そうだろ、不思議の国のハートの女王様よ！　せっかくあんたが頑張って築いた奇想天外なお城の中だけどさ、これだけは確かな、単純な現実だ。オレたちはあんたを倒すことが可能で──」




　──オレたちは、まだ戦える！




　叫び、一気に跳躍。

　もはや二人とも、それほどに奇き力りよくが回復していた。

　だがそれは、どちらも身体の修復を無視した結果かもしれない。

　ハルキの腕はまだ痛み、側頭部からの血は止まっていない。

　綾あや袮ねの焼けこげた服の奥には、痛々しいやけど痕が残っている。

　だがそれよりも、戦えるという事実が、戦うという意志が二人を動かしていた。

　奇力はそれに応える。

「行くぜ、綾袮」

「ああ──」

　同時に、奇約武装ゴシツクカースが実体化。

　巨大な剣と弓が華々しく復活を遂げる。

　惑うことなく、ハルキはその柄つかを押し叩たたき、綾袮は張られた弦を強く弾く。

　真成駆動パラデイグマ。

　無数の刀剣が二人を祝福するように立ち並び、眩まばゆい光の矢が綾袮の手に生み出される。

　二人ほぼ同時に、ドーム天井の縁へ到達。

　綾袮の方が一瞬早く天井を蹴って、特攻をかける。

「いけええええええええ！」

〈ク破ラ壊ッのシたュめ・のレギ軍オン勢〉が彼女を護るために並走。

　対して、〈サハニーテトィの・女ス王ロのー王ン冠〉が再び高速で回転。

　腕部から無数の白光がばらまかれる。

　だが──それを、ハルキの刀剣たちが防いだ。

　相撃ちとなって消える刃と光。

　そのせめぎ合いの中を突き進み、綾あや袮ねは、

「はああぁああああああああっ！」

　最大威力の弓撃を解き放つ！

　尾を引く彗すい星せいのように光をまき散らし、矢は〈サニティ・スローン〉の中心部に接触。

　バキッ！　と音が響き、その形が一気に崩れていく。

　攻撃を終えた綾袮は落下。

　だが、彼女は一人で立てると信じ、ハルキは特攻。

　残った軍団とともに、剣を掲げ、崩れゆく王冠へ迫る。

　目的はただ一点のみ。

　未だ苦しげに表情を歪ゆがめ、涙を流すアリス。

　彼女が閉じ込められた結晶体。

　そこへ、全ての意志をこめて一撃を打ち込む──

「くっ……」

　不意に、力が入らなくなる。

〈サニティ・スローン〉に近づいたせいで奇き力りよくが奪われたのだ。

　崩壊しかけた王冠は、再びその形態を取り戻そうとしている。

「ムリをするのはやめるんだ、ハルキくん」

　智とも佳かが言ってくる。

「結果は先ほどと同じだ。君の奇力は奪われ、〈サニティ・スローン〉は自己防衛のため君を攻撃する。繰り返せば、本当に死ぬことになるよ。もっと自分を大切にするべきだ」

「うるせえよ！」

　智佳の言葉は、自分の内側からの声を代弁しているように思えた。

　ハルキの中には、もう止やめたい、辛い、逃げ出したい、そう考えている人格がいる。

　もういいじゃないか。ここで止めたって別に殺されるわけじゃない。

　アリスだって死んでいるわけじゃない。

　今は降参した振りをして、隙を見て逃げ出すほうが安全なんじゃないか？

　そんな声が聞こえてくる。

　だが、それでも止まる気はない。




「妹が泣いてんのに、それを放っておける兄貴なんかいねえんだよ！」




　ハルキは奇き力りよくをありったけ〈クラッシュ・レギオン〉に注ぎ込む。

〈アリス・ゴシック〉が奪うなら、それ以上の力を放つまでだ。

　綾あや袮ねが言っていた。

　奇約武装ゴシツクカースとは、持ち主の精神の形が具現化したものなのだと。

　だったら──アリスを助けるまで止まらない──。

　それこそが。それだけが。自分の心の形。

　この武器の意味！




「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおあああああああああああぁぁぁあああ!!」




　刀身を結晶体に叩たたき付ける。

　同時に、無数の刃の群れも突き刺さり、削り、砕き、突き破る。

　それはハルキの意志だ。

　アリスを護ると誓った、あの雨の日の意志。

　絶対に帰ると約束した、あの雨の日の意志。

　そのために、ハルキはここまで来たのだ。




　──バリン。




　と、割れ砕ける結晶体。

　同時に、アリスの首に嵌はまっていた金色のリングが、水面の波紋のように消えていった。

「アリス────────！」

　手を伸ばすハルキ。

　引き寄せ、抱きしめる。

　着地。全身が痛むが、そんなことなど無視してハルキは腕の中のアリスに呼びかける。

「アリス！　アリスっ!!」

「ん……」

　アリスのまぶたが震え、ゆっくりと開いた。

　瞳は潤み、頰には涙の跡が残っている。

　しかし、彼女はハルキの顔を見ると、確かに微笑んで、

「お兄様……」

「アリス！　大丈夫か？」

「……珍しいですわね。お兄様がわたくしを起こしにくるなんて」

「バカ……野郎。お前が、早く起きないからだよ」

「…………お兄様、泣いているのですか？　どうして？」

　アリスが、ハルキの頰に触れようと、手を伸ばしてくる。

　ハルキはその手を握り締め、

「人間ってのはさ、最高に嬉うれしいときにも涙を流すんだぜ」

「でしたら、その涙は、わたくしたちの結婚式まで取っておいてほしいですわ」

「ばーか……」

　生きてる限り、涙なんかいくらでも流せる。

　だったら、遠慮することなんかない。

　悲しみの涙も、喜びの涙も、好きなだけ。

　アリスの瞳から新たに溢あふれる涙を指先で拭ってやりながら──




　──ハルキの意識は遠のいていった。
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　城の崩壊が始まっていた。

　姉は、この城が〈アリス・ゴシック〉によって集めた奇き力りよくで造られていると言った。

　その奇力が消費されたので実体化を保てなくなったのだろう。

「あははははははは！　これじゃ計画がめちゃくちゃだね！」

　大笑いする姉を、綾あや袮ねは睨にらみつける。

　彼女は、自分の奇約武装ゴシツクカースが倒されたというのに、平然とした態度のままだ。

　姉は昔からそうだった。何があっても慌てない。

　感情の起伏が激しいように見えるが、それも表面的なものにすぎない。

　両親が亡くなったときも──。

「姉さん──」

「そう。すぐに離脱装置リーヴシステムを起動して。城内全域を対象に。急がないと、君たちも崩壊に巻き込まれるよ」

　姉は手に嵌はめた指輪でどこかと連絡を取っていた。

　おそらく、部下の研究員だろう。

　その口調にも、やはり動揺は感じられない。

「さてと」

　姉は小さく息を吐くと、綾袮の方に目も向けずに歩き出した。

「姉さん！」

　綾袮は叫び、通り過ぎようとする姉の腕を摑つかんだ。

「……綾あや袮ね。放してくれないかな。僕は別の離脱リーヴ装置システムで別の場所に行きたいんだよ。ぐずぐずしていると、皆と同じ場所に戻ることになる」

「それはつまり、一人だけ逃げ出すつもりということか」

　これだけの人間を巻き込み、綾袮とハルキも現実世界のプレザンス社で騒ぎを起こしている。もはや警察の介入は避けられないだろう。それを一人逃れようというつもりだ。

　やはり姉は変わらない。昔から彼女は、自分が積み上げたものを躊ちゆう躇ちよなく切り捨てるのだ。関わった人間の迷惑など顧みず。

「──そういうわけにはいかない」

　綾袮は、一歩姉に近づいた。

　そのまま、両腕で姉の身体を抱きしめ、

「残念ながらあなたの妹は、自分の姉が犯罪者になることより、犯した罪を償わずに逃げることを、イヤだと感じる人間だ」

「…………」

　姉は、僅わずかに身を捩よじったが、そのまま動かない。

　ふう、と溜ため息いきを吐き、

「……なら、仕方ないね」

「ああ、諦めろ──」

「僕は、綾袮の本当の姉じゃないからさ。その要求はきけないな」

「──え」

　突然の告白に、腕の力が緩む。

　その隙に姉はするりと抜け出して、

「──なんちゃって。噓うそに決まってるでしょ。綾袮はいつでも可愛い、僕の妹だよ」

「姉さん！」

　再び摑つかもうと伸ばした手は、しかし空を切り。

「またそのうち一緒に遊ぼうね、綾袮。あはは！」

　笑い声を残して、智とも佳かはドームの窓から飛び降りた。
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　灰色の空で、あらゆるものが崩壊していく。

　天を突く尖せん塔とうが。張り巡らされた天網が。形を失い幻夢境界ゴシツクエリアの大地に降り注いでいく。

　神楽かぐら坂ざか智佳は重力に引かれながらその世界を見渡す。

　東京全域に広がる灰色の町並み。

　その先は、濃い霧のようなものに覆われて見通せない。

　総すべてが奇き力りよくで創られたこの世界は、現実世界より死──終末──に近い。

　奇力の仕組みを理解し、そのバランスを崩せば、簡単に破壊することが可能だからだ。

　だが、逆にバランスを保ち続ければ、死は永久に訪れない。

　果たしてそれは、死に近いと言うべきか。死から遠いと言うべきか。

　あるいはそんな疑問すら嘲笑うように、総ては曖昧で、生と死の間に境界などないのだろうか。だからこの世界は、何もかもが一律であるかのように灰色なのだろうか──。

　智とも佳かは白衣のポケットからスマホを取り出して起動。

　ブラウザアプリを立ち上げ、ブックマークしてあるサイトを表示。




〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉

　書架回廊ビブリオルーレツト

　愛の庭アイロニカルエツジ

　再来の再来リピートリピート

　強制冷凍フローズンフアイル

　雑音階ノイジーヒエラルキイ

　害念外イーヴルアウト

　有限の始原プリミテイヴリミツト

　裏側マイナスに触れたくば、裏側に堕ちよ。




　それはハルキのスマホの故障を引き起こしたのと同じサイトだった。

　だが、智佳のスマホは突然電源が切れることもなく、それぞれの表示名が、ハイパーリンクとして表示されていた。

　智佳は「再来の再来」をクリック。

　ブラウザアプリが閉じ、代わりに電話がつながる。

「──ああ、さいちゃん。今どこ？　アゼルバイジャン？　どこそれ？　まあいいや。例のやつ、失敗したよ。うん、マジでマジで。それで、僕今コードレスバンジーの真っ最中だからさ、すぐに回収お願い──分かった分かった。次はさいちゃんたちにも手伝ってもらうって。うん──」




「──世界の終わりは、皆で見よう」




　数秒後、智佳は幻夢境界ゴシツクエリアから離脱リーヴした。





エピローグ







「お兄様、お茶が入りましたわ」

「おお、サンキュ」

　藍らん条じよう家のリビングに、久しぶりにアリスが淹いれた紅茶の香りが漂う。

　カップを持って一口飲む。自分は紅茶の味の違いなんか分からないと思っていたが、そんなことはなかった。アリスがブレンドした紅茶は、ティーバッグとはまるで違う。

「うん、美味しいな」

「それは良かったですわ」

　にっこりと微笑み、アリスはソファのハルキのすぐ隣に腰掛ける。

「おい、そっちの席が空いてるだろ」

「ここだって空いていましたもの」

　そう言って、アリスはハルキにすり寄ってきた。

　まるで家の人間が久しぶりに旅行から帰ってきた直後の猫のよう。

　ハルキは苦笑する。

「まったく、しょうがない奴だな」

「うふふ」

「──って、ちょっと！　二人の世界に入り込まないでよ！」

　その場にいた三人目の人間が突如奇声を発した。

「なんだよ千ち依より。いきなりでかい声出して」

「いやいやいや、出したくもなるわよ。いくら行方不明になってた妹が戻ってきて、久しぶりの団だん欒らんだからっておかしくない？　それとも兄妹ってそういうものなの？」

「いや……他の兄妹のことは知らないけど、普通こんなもんじゃないか？　なあ」

「ええ、こんなものですわよ、千依さん」

「……そうなの？　私の認識が間違ってたのかしら。でもいくらなんでも……」

　千依は一人でぶつぶつ呟つぶやき出す。

　変な奴である。

　──幻夢境界ゴシツクエリアの事件から三日経っていた。

　その間、ハルキたちは学校に行くこともできず、警察で事情聴取を受けていた。

　ハルキと綾あや袮ねが幻夢境界に行っている間、千依が千せん歳ざい院いん家を通して警察と交渉してくれたらしく、不法侵入などの罪はおとがめなしとなったが。

　あくまで、ハルキと綾袮の行動についてだけとはいえ、〈七碩罪デツドリイ・セヴン〉と〈五ご桁こう家〉が関わる件に千歳院家分家の人間として危ない橋を渡ってくれた千依には感謝するしかない。

　ただ、今回の事件でマトモな捜査は期待できそうにない、と千ち依よりは言っていた。

　しかしそれでも、プレザンス・コミュニケーション社には大規模な司法のメスが入り、経営陣は辞職。下手をすれば倒産なんて可能性もあるらしい。

　──まあ、ハルキには関係のない話だ。

　彼にとっては、こうしてアリスが無事に帰ってきてくれたのだから、何も問題はない。

　ただ、それでは気が済まないらしい奴もいて、その彼女の要請で、千依もこうして藍らん条じよう家に来ているのだった。

　そろそろ来るはずなのだが……。

　そう思っていると、インターフォンが鳴った。







「──本当に済まなかった」

　ハルキに案内されてリビングにやってくると、綾あや袮ねは三人に向かって頭を下げた。

　そのまま膝を突き土下座をしそうな勢いだったので、ハルキは慌てて止める。

「待て待て。あんたがそこまで謝る必要なんかないだろ」

「しかし……今回の件は私の姉──神楽かぐら坂ざか智とも佳かが引き起こしたことだ。私が姉の行動をちゃんと止めておけばこんなことには……」

「あーもう！　ぐじぐじうるさいわよ！」

　千依が叫び声を上げて立ち上がる。

「確かに、あんたのお姉さんのせいで色々とんでもない目に遭わされたけど、だからってあんたに恨みなんてないわよ。むしろ、あんたは私たちを助けてくれてたじゃない。だからどっちかって言えば、その、あ、あり、ありが──」

　突然もごもご言いづらそうに勢いを失う千依。

　ん、そういえば前にも似たような感じになってたような気がする。

「千依……」

　綾袮は複雑な表情を浮かべて呟つぶやいた。

「しかし、〈ゴシックデバイス〉もまだ外せない状態で──」

「そのうち取ってもらえるんだろ？　別にもう何も起こるわけじゃないし」

「わたくしはこのままでも構いませんわ。デザインも素敵ですし、お兄様とお揃そろいのリングが左手薬指に……うふふ……」

　アリスがまたおかしな冗談を言っているが、それは無視しておく。

　──〈ゴシックデバイス〉を外す機械はプレザンス社にあるそうだが、そのプログラムの使い方は智佳しか分からないらしい。

　智佳は現在行方不明。警察も捜査網を敷いているが、手がかりはなし。

　現在、プレザンス社の別の部署のプログラマーが頑張って解析してくれている。

　これが外れれば、ハルキたちは完全に幻夢境界ゴシツクエリアとの繫つながりを断つことになる。

　寂しい、みたいな感情はハルキには湧かなかった。

　もう、あんな経験をしたいとは思わない。

　自分には、妹アリスと過ごす、ごく普通の日常が向いているのだ。

「──そういや、貴たか虎とらは？」

「ああ、彼の家に直接謝罪にも行ったのだが、『片が付いたなら用はない』と追い返されたよ」

「あいつらしいな」

　きっとハルキたちがお礼に行っても、同じように追い返すのだろう。

「……さてと」

　とハルキが立ち上がると、綾あや袮ねは焦った様子で、

「あ、済まない。長居をしてしまった。そろそろお暇いとまさせて──」

「おいおい、ちょっと待て」

　ハルキは慌てて引き止めた。

　相変わらずこいつは真面目すぎる。

「せっかく来たんだ。あんたも食べてけよ、アリスが作った夕飯」

「え、いや、しかし私は──」

「ダメですわ、綾袮さん。もう四人分作ってしまっているのですから、あなたが帰られては、余ってしまいます。お詫わびをしたいというのでしたら、わたくしの料理を食べることで、それに代えてくださいませ」

　有無を言わせぬ口調で言いながらアリスは綾袮を食卓へ引っ張っていく。

　彼女を椅子に座らせると、アリスはそのままオーブンの方へ向かっていった。

　その中ではすでに彼女の料理──たぶん魚のパイだ──が準備されていた。

「あきらめろ。こうなったらこいつは意地でも意見を曲げないから」

「…………」

　綾袮は諦めたように溜ため息いきを吐き、しかし薄く笑みを浮かべながら頷うなずいた。

「仕方ないな……ありがとう」

　その表情からは、そういえば自然と、人を拒むような厳しさが消えているなとハルキは気付いた。

　千ち依よりがリビングから移動してきた。

「それじゃ私も何か手伝おうかしら」

「ありがとうございます、千依さん。それではそちらの食器を出していただけますか？」

「これ？　おわぁっ！」

「お、おい、気をつけろよ」

　ハルキは思わず駆け寄った。

　食器はどれも、アリスが大切にしているものだ。壊すと怖い。

　やがて食卓に料理が並ぶ。

　その普段の倍以上の量を眺めながらハルキは、ここに四人が座って食事をするのはいつぶりくらいだろうと思った。




「すごいな、アリスは。その歳で、こんな料理を作れるなんて」

「ありがとうございます、綾あや袮ねさん。お兄様が料理が苦手なので、いつも作っているうちにいろいろレパートリーが増えましたの」

「へえ、ハルキって料理が苦手なんだ」

「この前の昼も購買の焼きそばパンだったな」

「そういやあんたたち、一緒にお昼食べるような仲だったのね」

「え!?　どういうことですのお兄様！」

「落ち着けアリス！　そんなに力を入れるとコップが割れるぞ。別になんでもねえよ」

「そそそ、その通りだ。おかずの交換などしていないしなっ」

「あんたは動揺し過ぎだ綾袮！　よけい怪しまれるだろ！」

「……っていうか、兄相手にそんなこと気にしなくても──」

「何を仰るのです千ち依よりさん！　これはれっきとした浮気……二人の愛の危機ですのよ！」

「やっぱりあんたたち兄妹おかしいわよ──！」




　──食事をする四人の〈ゴシックデバイス〉がごく弱い出力でディスプレイを映し出していた。

　暗い部屋に行けば、十センチ四方程度のウィンドウに点滅する文字が表示されていることが分かるだろう。

　だが、四人はそれに気付くことなく食事を続けていた。

　表示されている文字は──
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「一緒にお風呂に入って、同じベッドで一緒に寝ましょう、お兄様」




　初めましての方には初めまして、お久しぶりの方にはお久しぶりです。三み門かど鉄てつ狼ろうです。このたび講談社ラノベ文庫で本を出してもらえることになりました。よろしくお願いします。あ、冒頭のセリフは、今回のお話の中で一番素敵だと思うセリフです。大体こういう話ですので、ピンときた方はレジへゴー！




　本作『東京アリスゴシック』は東京を舞台に、主人公が妹といちゃいちゃしたり、妹を助けるために頑張ったりする話です。あれ？　すげえカッコいいバトルものを書いてたつもりなんだけどな……。

　三門は試される北の大地に生息しているのですが、なんで東京の話なんか書こうと思ったかと言いますと、新シリーズのネタを考えてるときに、




「タイトルに東京ってついてると売れるんじゃね？」




　って思ったからです。ほら、いろいろあるじゃないですか名作が。『東京バ◯ロン』とか『東京アンダーグラウ◯ド』とか『東京レイ◯ンズ』とか『東京ラブ◯トーリー』とかとか……。

　で、後ろに何をつけようかなーと考えたとき、たまたま手元にあった『不思議の国のアリス』と、中世ヨーロッパに関する資料本に載ってた『ゴシック建築』の文字を組み合わせてみたのでした。なので本作はタイトルが一番初めにできあがったのです。

　基本的に三門の作品は、本文ができあがったあとに担当さんと「タイトルどうしましょう？」「どうしましょうね？」「うーん」「うーん……」って悩むことが多いのですが、今回はちょっと違うパターンでした。

　タイトルができたので次は中身です。タイトルを無視するわけにはいかないので、最低でも「東京でアリスがゴシックで何かする話」にしなければなりません。そしていろいろ考えた結果「アリス＝ヒロイン」「ゴシック＝武器」のバトルもの！　ということになりました。最終的にアリスは妹になったのですが、まあアリスって名前は歳下キャラのイメージですよね。アリスかわいいよアリスはぁはぁ。なんだその目は。オレはロリコンじゃないぞ。

　ちなみに、作中で説明している以外にも、いくつか『アリス』ネタがあったりしますので、興味のある方は探してみてください。




　担当編集の庄しよう司じ智さとしさまには、実はデビューの際にお世話になっていたのですが、そのあとすぐ担当が別の方に替わったりして、一緒に本を作る機会がありませんでした。今回、五年越しにお仕事させていただけて、本当に嬉しかったです。ありがとうございました。またよろしくお願いします。

　イラストレーターのやすもさまにはとてつもなく魅力的な絵を描いていただきました。キャラもアイテムも背景も、どれもこれも三み門かどの想像力をはるかに飛び越えていく凄まじいものでした。文章では書ききれない魅力が、一枚一枚の絵に詰まっています。誰より三門が一番堪能していると思います。本当にありがとうございました。

　読者の皆さま。いつも買ってくれている方も、今回初めて三門の本を手に取ったという方も、本当にありがとうございます。私事ですが、この本が出るとき、三門はデビュー五周年を迎え、六年目に突入してます。個人的にはあまり実感がなくて「いつの間に……」みたいな気分なのですが、似たような気分で今後も書き続けられればと思っております。生暖かい目で見守っていただければ幸いです。ではでは！
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本作品は、二〇一四年一二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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